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踏
切
を
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ま
く
現
状

1

踏
切
の
現
状

全
国
に
は
、
約
三
六
、
0
0
0
ヵ
所
の
踏
切
が
存
在
し
、

特
に
都
市
部
に
お
け
る
踏
切
の
多
さ
は
顕
著
で
あ
る
。
東

京
都
二
三
区
内
に
は
現
在
約
七
〇
〇
ヵ
所
の
踏
切
が
存
在

し
、
同
じ
よ
う
な
範
囲
で
ロ
ン
ド
ン
や
パ
リ
の
踏
切
数
は

二
〇
ヵ
所
以
下
と
な
っ
て
い
る

(図
1
)
。

2

踏
切
事
故
数
の
推
移

踏
切
数
は
、
昭
和
三
〇
年
代
は
全
国
に
約
七
0
、
0
0

0
ヵ
所
あ
り
、
昭
和
三
六
年
の
道
路
と
鉄
道
の
立
体
交
差

化
や
踏
切
保
安
施
設
の
整
備
な
ど
の
踏
切
対
策
の
促
進
に

よ
る
交
通
事
故
等
の
防
止
及
び
交
通
の
円
滑
化
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
踏
切
道
改
良
促
進
法
の
制
定
後
、

一
は
じ
め
に

全
国
に
は
、
約
三
六
、
0
0
0
ヵ
所
の
踏
切
が
存
在
し

て
お
り
、
特
に
、
都
市
部
に
お
い
て
は
、
海
外
の
先
進
都

市
に
比
べ
て
非
常
に
多
く
、
東
京
都
二
三
区
の
踏
切
数
約

七
〇
〇
ヵ
所
に
対
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
や
パ
リ
で
は
二
〇
ヵ

所
以
下
と
、
日
本
の
都
市
に
は
多
く
の
踏
切
が
残
さ
れ
て

い
る
。

踏
切
で
は
、
遮
断
機
が
閉
ま
る
と
自
動
車
や
歩
行
者
は

待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
踏
切
待
ち
に
よ
る
損
失
額

は
、
全
国
で
一
年
間
約
一
兆
五
、
0
0
0
億
円
と
な
っ
て

い
る
ほ
か
、
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
な
ど
に
長
時
間
開
か
な

い

｢開
か
ず
の
踏
切
｣
が
全
国
で
約
六
O
0
ヵ
所
存
在
す

る
な
ど
、
交
通
の
大
き
な
支
障
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
近
年
で
は
、
平
成
一
七
年
三
月
に
東
武
伊
勢
崎

線
竹
ノ
塚
駅
付
近
の

｢開
か
ず
の
踏
切
｣
に
お
い
て
、
痛

ま
し
い
踏
切
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
等
を
背
景
に
、
｢開

か
ず
の
踏
切
｣
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。
｢開
か
ず
の

踏
切
｣
は
、
踏
切
交
通
の
安
全
性
や
地
域
分
断
へ
の
影
響

の
観
点
か
ら
は
極
め
て
問
題
が
多
く
、
連
続
立
体
交
差
な

ど
の

｢抜
本
対
策
｣
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
｢抜
本
対

策
｣
ま
で
時
間
を
要
す
る
踏
切
に
対
し
て
は
、
歩
道
拡
幅

な
ど
の

｢速
効
対
策
｣
に
よ
る
取
組
み
を
緊
急
的
に
講
じ

る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
国
民
の
安
全
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
移
動
の
利
便
性
を
確
保
す
る
上
で
も
、
開
か
ず

の
踏
切
等
の
解
消
は
、
解
決
が
急
務
と
さ
れ
る
社
会
問
題

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

●
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(km医)
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蜻靱數

比較範囲

釀京 23隠 毬9登 8四 艾剱 行酘界

パリ 鴎 762 lJ パリ鞆艦崗級8鰓

大日ンドン地鱸 {ロン
ドンの鯛区) のうち
葬駿部を腕いた医鱸

醐ンドン 19 l.280
1,3
{洋)
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くれ総薗所 /鮒わ を 100とした値
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図 2 踏切道数と踏切事故数の推移 (全国)

ま
た
、
踏
切
事
故
は
ひ
と
た
び
発
生
す
れ
ば
、
死
傷
者

の
発
生
す
る
重
大
な
事
故
へ
と
つ
な
が
る
危
険
性
が
高

く
、
踏
切
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は
年
間
約
三
〇
〇
名
に

も
の
ぼ
る
上
、
鉄
道
運
行
の
遅
れ
を
招
き
、
鉄
道
利
用
者

に
対
す
る
影
響
も
甚
大
で
あ
る
。

法
の
制
定
等
に
よ
り
、
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

依
然
と
し
て
毎
年
約
四
〇
0
件
程
度
発
生
し
て
い
る

(図

に く の 2 依 法 代
対 の 、 発 ま 、 然 の と
す ぼ 踏 た 3 と l

踏
切
数
は
順
調
に
減
少
す
る
も
、
昭
和
六
〇
年
代
以
降
の

減
少
の
ペ
ー
ス
は
鈍
化
し
て
い
る
。

踏
切
事
故
件
数
は
、
近
年
と
昭
和
三
〇
年
代
、
四
○
年

衾 沓 生 こ 3
る る 切 。 　

較

る
昭
和
三
六
年
の

踏切事故件数 死傷者数 うち死者数

平成10年 487 309 130

平成11年 465 305 144

平成12年 450 260 118

平成13年 479 307 136

平成14年 448 290 140

平成15年 434 318 141

平成16年 373 257 124

平成l7年 450 306 163

出典 :平成18年度交通安全白書

図 3 鉄軌道踏切事故の件数と死傷者数の推移



3

都
市
部
の
踏
切

ピ
ー
ク
一
時
間
の
遮
断
時
間
が
四
〇
分
以
上
の

｢開
か

ず
の
踏
切
｣
は
、
全
国
に
約
六
〇
0
ヵ
所
存
在
し
、
そ
の

う
ち
九
割
以
上
が
主
要
な
大
都
市
に
集
中
し
て
お
り
、
都

市
部
の
交
通
渋
滞
を
弓
き
起
こ
す
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て

い
る

(図
4
)。

ま
た
、
｢開
か
ず
の
踏
切
｣
や

｢自
動
車
と
歩
行
者
の

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
踏
切
｣
の
よ
う
に
遮
断
時
間
が
長
く
、
合

わ
せ
て
交
通
量
が
多
い
踏
切
の
中
に
は
、
渋
滞
長
が
五
〇

O
m
を
こ
え
る
箇
所
も
多
数
存
在
す
る

(表
)。

さ
ら
に
、
踏
切
に
よ
る
交
通
遮
断
の
影
響
は
、
踏
切
部

の
渋
滞
の
み
な
ら
ず
、
周
辺
地
域
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

全
体
の
交
通
流
動
の
悪
化
も
引
き
起
こ
す
と
と
も
に
、
地

域
分
断
要
因
に
も
な
っ
て
お
り
、
都
市
･
経
済
活
動
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

資料 :踏切交通実態総点検 (第l弾 H 18,8)

4 大都市に集中する ｢開かずの踏切｣　　　図

4

環
境
へ
の
負
荷

踏
切
遮
断
中
の
自
動
車
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
で
排
出
さ
れ

る
二
酸
化
炭
素
は
年
間
約
七
四
万
t
-
⑲
に
も
の
ぼ
る
と

試
算
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
東
京
都
二
三
区
の
面
積
の
森

林
が
一
年
間
に
吸
収
す
る
量
に
相
当
す
る
。

三

踏
切
対
策

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
踏
切
問
題
は
早
期
に
解
決
す

べ
き
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
踏
切
事
故
や
交
通
渋
滞
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い

る

｢開
か
ず
の
踏
切
｣
等
に
対
し
、
歩
道
拡
幅
な
ど
の

｢速
効
対
策
｣
と
連
続
立
体
交
差
事
業
な
ど
の

｢抜
本
対

策
｣
の
両
輪
に
よ
り
総
合
的
な
対
策
を
着
実
に
進
め
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
様
々
な
取
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

ー

踏
切
対
策
メ
ニ
ュ
ー

踏
切
対
策
は
、
個
々
の
踏
切
に
お
け
る
課
題
や
抱
え
る

諸
問
題
に
よ
り
、
適
切
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
対

策
の
種
類
は
、
主
に
抜
本
対
策
と
速
効
対
策
に
大
別
さ
れ

る
。抜

本
対
策
と
は
、
連
続
立
体
交
差
事
業
等
に
よ
り
、
道

路
と
鉄
道
を
立
体
交
差
化
し
、
踏
切
自
体
を
除
却
す
る
こ

と
に
よ
り
、
踏
切
問
題
を
抜
本
的
に
解
消
す
る
対
策
で
あ

る
。速

効
対
策
と
は
、
踏
切
の
歩
道
拡
幅
、
横
断
歩
道
橋
等

の
整
備
、
遮
断
時
間
の
短
縮
を
図
る
賢
い
踏
切
の
導
入
等

表 踏切交通遮断量ワ一ス ト10

出典 :第4回踏切改善懇談会資料

市町村名 鉄道路線名 踏切名 踏切交通遮断量
(台時/日)

最大渋滞長
(m)

①大阪市 南海高野線 沢ノ町四号 約28万2千 570

②大阪市 J R阪和線 長居北二 約28万2千 620

③東京都大田区 京急空港線 京急蒲田第一 約28万 560

④東京都大田区 京急本線 京急蒲田第五 約22万6干 510

⑤大阪市 J R阪和線 一南居長 杆坊紳 椴
、⑥名古屋市 名鉄名古屋本線 也孑 許坊綾 加⑦名古屋市 名鉄名古屋本線 鍔購 胼繊 890

⑧大阪市 J R阪和線 に献ケ鶴 断統 290

⑨大阪市 南海高野線 酵縣館 汁妨剥 370

⑩東京都荒川区 都電荒川線 塚申庚新 肝莇約 405

※ H 16国土交通省調べ 最大渋滞長はH 17踏切総点検結果より
※ 網掛け部分は、 連続立体交差事業により、 除却済ないし除却予定



に
よ
り
、早
期
に
効
果
を
発
現
さ
せ
踏
切
交
通
の
円
滑
化
、

安
全
性
向
上
を
図
る
対
策
で
あ
る

(図
5
)。

2

踏
切
道
改
良
促
進
法

=

概
要

踏
切
道
改
良
促
進
法
は
、
踏
切
の
改
良
を
促
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
交
通
事
故
の
防
止
及
び
交
通
の
円
滑
化
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
国
土
交
通
大
臣
が
平

成
一
八
年
度
以
降
の
五
ヵ
年
間
に
お
い
て
改
良
す
る
必
要

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
踏
切
に
つ
い
て
そ
の
改
良
の
方
法

を
定
め
て
指
定
し
、
そ
の
指
定
さ
れ
た
踏
切
に
つ
い
て
鉄

道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
が
協
議
し
て
計
画
を
作
成

し
、
改
良
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

②

改
正

本
法
は
昭
和
三
六
年
に
制
定
さ
れ
て
お
り
、
平
成
一
人

年
度
の
改
正
で
は
、
踏
切
道
の
改
良
措
置
を
講
ず
る
期
間

を
平
成
一
八
年
度
以
降
、
五
ヵ
年
延
伸
す
る
と
と
も
に
、

｢横
断
歩
道
橋
な
ど
の
歩
行
者
等
立
体
横
断
施
設
の
整
備

を
改
良
方
法
に
追
加
｣
｢踏
切
の
改
良
を
実
施
し
な
い
場

合
の
勧
告
制
度
の
創
設
｣
｢連
続
立
体
交
差
事
業
に
係
わ

る
無
利
子
貸
付
制
度
の
創
設
｣
｢踏
切
の
改
良
の
実
施
の

状
況
そ
の
他
必
要
な
事
項
の
報
告
徴
収
制
度
の
創
設
｣
な

ど
改
正
を
行
い
、
｢開
か
ず
の
踏
切
｣
等
の
踏
切
対
策
、

歩
行
者
等
へ
の
安
全
対
策
な
ど
に
対
し
、
強
力
に
、
ま
た
、

全
般
的
に
促
進
を
図
っ
た

(図
6
)。
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1- - - その他(交通の転換、交通規制等)

高度な遮断機の導入

踏切道対策 - - ｢　　　 　　 　

　　
　
　

･ノ〆
洋
間

図 5 踏切道対策のメニュー



　　　　　 　　　 　 　 　○開かずの踏切対策等の促進 (歩行者等への安全対策) ○踏切対策の全般的な促進

.

道
な

画
成

　
　
　
　

しない場合= 国土交通大臣による裁定)

改良計画の作成
･立体交差化計画 ･歩行者等立体横断施設整備計画
構造改良計画

→道路管理者と鉄道事業者が協議して作成
(協議が成立しない場合= 国土交通大臣による

踏切道の改良の方法
･立体交差化 ･歩行者等立体横断施設の整備
･構造の改良 (拡幅等) ･保安設備の整備 (遮断機等)

　　　 　　　 　　　　 　 　　　　　　　　
　　 　　　

踏切道をま旨定 [国土交通大臣] : 改良が必要と認められる踏切道の指定を行う期間を平成
- 18 珍 の 5 日に正

図 6 踏切道改良促進法と改正の概要

騨う - 踏切道の改良の実施状況等について報告徴収制度の創設

既存踏切道の除却 ,
掟三等賞さ無副宰費橙爺疎姿割譲燃さ,こご3

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　メ 連続立体交差事業に係る無利子貸付制度の創設

連続立体交差事業き
　　　　　　　　　　　 　　　

　正当な理由かなく計画に従って踏切道の改良をしない場
合の勧告制度の創設

　
　

　

　
　
　

　

　

　
　

　
　
　

　

　

　
　

従

≦

踏切道の改良を実施
･交通事故の防止
･交通の円滑化

3

踏
切
交
通
実
態
総
点
検

社
会
問
題
化
し
て
い
る
踏
切
問
題
は
早
期
に
解
決
す
べ

き
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
今
後
、
｢開
か
ず
の
踏

切
｣
な
ど
緊
急
的
に
対
策
が
必
要
な
踏
切
の
対
策
の
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
全
国
の
道
路
管
理
者
及
び
鉄
道
事
業
者
の

協
力
の
も
と
、
全
国
全
て
の
踏
切
を
対
象
に
、
踏
切
交
通

実
態
総
点
検
を
実
施
中
で
あ
る
。

◎

点
検
作
業
概
要

全
国
約
三
六
、
0
0
0
ヵ
所
の
踏
切
に
対
し
て
、
既
存

の
デ
ー
タ
等
か
ら
早
期
に
点
検
す
る
必
要
性
が
高
い
踏
切

約
二
、
六
〇
〇
ヵ
所
に
つ
い
て
先
行
し
て
総
点
検
を
実
施

し
、
そ
の
他
の
踏
切
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
総
点
検
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(次
頁
図
7
)
。

こ
こ
で
は
、
先
行
し
て
点
検
を
実
施
し
た
結
果
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。

②

点
検
結
果

平
成
一
人
年
八
月
、
早
期
に
点
検
す
る
必
要
性
が
高
か

っ
た
約
二
、
六
〇
〇
ヵ
所
に
つ
い
て
先
行
的
に
点
検
を
実

施
し
た
結
果
、
緊
急
に
対
策
が
必
要
な
踏
切
約
一
、
八
〇

〇
ヵ
所
を
抽
出
し
た
。
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
速
効
対
策

を
検
討
す
べ
き
踏
切
と
し
て
約
一
、
一
〇
0
力
所
、
抜
本

対
策
を
検
討
す
べ
き
踏
切
と
し
て
約
一
、
四
〇
〇
ヵ
所
を

抽
出
し
た

(9
頁
図
8
、
m
頁
図
9
)。

ま
た
、
平
成
一
八
年
八
月
時
点
で
整
備
計
画

(案
)
が

あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
て
い
る
箇
所
数
は
、
速
効
対
策
の
検

讓れ鬮　認5　　
必
以

が
度　　

歩行者が安全かつ円満に横断できる横断歩道橋等の整備
を改良方法に追加

横断歩道橋の整備
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討
対
象
踏
切
で
は
事
業
中
を
含
み
四
九
二
ヵ
所
、
抜
本
対

。

策
の
検
討
対
象
踏
切
で
は
事
業
中
を
含
み
四
〇
八
ヵ
所
で

m

あ
っ
た
。

今
後
、
速
効
対
策
が
必
要
な
踏
切
に
お
い
て
今
後
五
ヵ

ャ

年
で
全
て
対
策
を
す
る
と
と
も
に
、
抜
本
対
策
に
つ
い
て

断

も
除
却
の
ペ
ー
ス
を
二
倍
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
べ
く
、

計
画
案
が
未
策
定
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
道
路
管

理
者
及
び
鉄
道
事
業
者
に
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
実
情
に
あ

わ
せ
た
整
備
計
画
案
が
策
定
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
要

請
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

四

今
後
の
取
組
み

図 8 踏切交通実態総点検結果

踏
切
事
故
や
交
通
渋
滞
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る

｢開
か
ず
の
踏
切
｣
等
に
対
し
、
歩
道
拡
幅
な
ど
の

｢速
効

対
策
｣
と
連
続
立
体
交
差
事
業
な
ど
の
｢抜
本
対
策
｣
の
両

輪
に
よ
り
総
合
的
な
対
策
を
着
実
に
進
め
て
い
く
た
め
、
次

の
目
標
を
定
め
て
、
取
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る

(図
中
)。

①

速
効
対
策
は

｢五
年
で
全
て
｣

歩
道
拡
幅
等
の
速
効
対
策
の
検
討
対
象
と
な
る
踏
切

は
約
て

一
〇
0
ヵ
所
で
あ
り
、
五
ヵ
年
間
で
対
策
が

必
要
な
踏
切
全
て
に
対
策
を
実
施
し
て
い
く
。

②

抜
本
対
策
は

｢ペ
ー
ス
を
二
倍
に
｣

連
続
立
体
交
差
等
の
抜
本
対
策
の
検
討
対
象
と
な
る

踏
切
は
約
一
、
四
〇
〇
力
所
で
あ
り
、
平
成
一
三
~
一

七
年
度
の
五
ヵ
年
の
踏
切
除
却
の
ペ
ー
ス
を
二
倍
に
ス

く 緊急対策踏切の抽出 (1次結果1,820ヵ所) 〕
綾

8

矧
が

20

左記以外の踏切 1　　　　　　　
　(約33,000箇所)

早期に点検する必要性が高い踏切
(約2,600箇所)

□□□□□□□□□□
※地方公共団体から緊急対策
踏切として申し出があった踏切

5カ年の計画等の策定

図 7 踏切交通実態総点検等の流れ

｣ 全国の全踏切 (約36,000箇所) i

※点検の結果、緊急対策踏
あることが判明した踏切



く)緊急対策踏切
以下の基準に合致する踏切 (｢開かずの踏切｣、 ｢自動車交通が著しい踏切｣
｢歩道が狭縊な踏切｣ ｢歩行者交通の著しい踏切｣)

Q 開かずの踏切 ･
ピーク時間の遮断時間が40分 / 時以上の踏切

○自動車と歩行者のボトルネンク踏切 :
自動車と歩行者の交通量が多く、 渋滞や歩行者の滞留が多く発生している踏切 (自動車

ボトルネック踏切と歩行者ボトルネック踏切からなる)
･自動車ボトルネック踏切 : - 日の踏切自動車交通遮断量も1が 5万以上の踏切
･歩行者ボトルネック踏切 :一日あたりの踏切自動車交通遮断量と踏切歩行者等交通遮
断量爽2の和が 5万以上かつ 1日あたりの踏切歩行者等交通遮断量が 2万以上になる踏切

※ 1…踏切自動車交通遮断量=自動車交通量×踏切遮断時間
※2…踏切歩行者等交通遮断量=歩行者及び自転車の交通量×踏切遮断時間

○歩道が狭陰な踏切 :
前後の道路に比べ歩道が狭い、もしくは前後の道路に歩道があるのに歩道がない踏切のうち、

1 )以下の全ての基準に適合する踏切
･前後道路の車道部幅員が5.5m "、上

･前後の歩道に比べ、歩道がl.om 以上狭い踏切
･ 1日自動車交通量がl,ooo台 (通学路では500台) 以上 (1日当たりの歩行者交通量が500人を越
える場合は不問)

･ 1日歩行者交通量がloo人 (通学路では40人) 以上

2 ) 上記の基準のうち 1つ以上で基準を大幅に上回るなど、 緊急的な対策が必要な箇所 (上記の
｢歩道｣ には路肩を歩道見なしとして (いわゆる ｢歩行帯｣) も含んでいる。

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
。
。

盂

こ
れ
ま
で
の
踏
切
対
策
事
例

踏
切
対
策
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
数
々
の
対
策
を
実
施

し
て
い
る
が
、今
後
も
踏
切
が
抱
え
る
課
題
の
み
な
ら
ず
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
対
策
効
果
の
早
期
発
現
な
ど
、
多
種

こ
こ
で
は
、
今
後
の
踏
切
対
策
の
対
策
方
法

の
参
考
に
な
る
よ
う
、
最
近
の
対
策
事
例
等
を

示
す
こ
と
と
し
、
今
後
の
検
討
の
参
考
と
な
る

る
こ

こ

多
様
な
対
策
方
法
の
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
く

○速効対策 :
踏切の歩道拡幅、 立体横断施設の整備、 遮断時間の短縮を図る賢い踏切の導入など効果が

早期に発現する踏切交通の円滑化、安全性向上を図る対策

。抜本対策 :
連続立体交差化などにより、 踏切自体を除却することにより、 踏切問題を抜本的に解消

する対策

図9 用語の定義

緊急対策踏切の抽出 (1次結果1,820カ所)

開かずの踏切
約600ヵ所

　　　　　　　　　　　　　　　　 　
自動車ボトルネック踏切、約500カ所歩道が狭隧な踏切

約500ヵ所 歩行者ボトルネック踏切 約300ヵ所

　 　　　　　　　

、 速効対策 , 抜本対策
約せ,400ヵ所

約も100ヵ所
5ヵ年間で対策が必要な

踏切全てに対策
踏切除却ベースを過去 5年間の

2倍にスピードアップ
○歩道幅員、歩行者立体横断施設、 o連続立体交差事業、単独立体交差事業 等賢い踏切 等 ･

図10 緊急対策踏切に対する取組みの概要

こ
と
を
期
待
す
る



《事例 1 立体交差》

◆鴎卿街道 踏切すいすい事業
○臘川街迩と京王電鉄京王線との交差部において邇聽立体交差事築 く柴崎駅~ 西調布

駅) の完成までの間、 仮設運朧搦隣 (鸚布鶴川陸機) を殿朧

口事藁期間は2年、橋梁工事はわずか10ヶ月で完了

口踏切渋滞解消効果を10年先取り

□総事蘂漉 約13億円

圓品川通り ~ 旧甲州街道 L = 470m (うち、踏切すいすい事業 L = 290m)

　　　

圓品川通り ~ 甲州街道 (国道20号) (L = 685m) での事業効果
0 所要時間は約1ノ3に短縮 (菌行き) 4分37秒から1分42秒に
0 走行速度は甥甜姦から24擬/掃こ (蒔行き)
◎経済効果 年間約10億円 (時間短蓼縮÷経費節減十交通事故賎員矢の減少)

　　　　　

物癆“ '猟蘂 榔 ,彩靴狄偏
約2 5鑽に向上{

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　
　　　 　 　　 　

　　　　　　 　 　　　　　　
　　　　　　　　

1 2 3 ル 5分 5 1O ち 20 25纈′h

o 周辺の生活道路に迂回していた自動車が約 2 割減少*

剛錮後

　
　

　　　 　　　　 　 　

　　 　 　　　　　　　　　　　　

　
　 　　 　　 　　 　 　

碇費潮超勝綴畿筆轉錦鯉昶殴鰯鰯期庭無濃證鰡職務費密認鷄我翻縱考鞭郭擬螢

2割減少 し
篦蔭衡獲嬢治 0 5,硼 頬鰯 1気胸 韻饑鞘

※H僅5東京都調べ



《事例 2 立体交差》

◆環状8号縁 井荻堂体交差

《事例 3 立体交差》

◆ 小鬮急〆訥鬮原讓連続立体交差事業

口早稲田迩り、西武新宿線、新轡梅街逓、千川通りをトンネルで一気に抜ける

□廷農13 癜の開削トンネルで、 所要時間を短瀦

□総事業費 約640億円

圏L ± 1, 8 95m

o 所要時間は60分以上短縮
谷原交差点~四面道交差点 77分53秒から11分05秒に

0周辺の生活道路に迂回していた自動車が約3 割減少
◎経済効果 年間約200億円

(時間短縮十経費節減)

幽炎灘麗 議トン革ル闘うミ磁毀の嬢教旅好戦 輻熟漱蝋内巡獺骨への総回滋鴫の
鰺寶裁断隧鍬との皺躍建都におけ 簡の鸚寂 滅妙
も交d園醗の変化(単敞:台′日) 鬱容醗突捜報~四面週公麹熱 ◎西籤断纜憲の賤状8母嬢潴機

種:逸藪瀰 (外回り) く6力胸の灘栂製蠕凝薄鹸
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　
圏攣驫鍼緘圏濃鬘幾分曲5灘麹幽幽蝋幽繊驚、麟鱸蝋麟巖総3灘鋸麓繁盛蜜ぬ滋議磁

　　　 　　　　　　　　 　 　
　 　 　　　　　　　　 　　　　

　 　 　 　 　 　 　　　　　　 　　　 　　 　　 　　
分 台

口聡箇所の踏切を除却し、 側廼の囃憾により、 踏切渋滞を解消

□同時に鉄通の後々縦化を行い、 輸送力を大幅に増強

□総事業費 約854億円 (うち、 鉄通事簿者負担 4軌億円)

鬮成城学園駅~登戸駅 L = 約2 4 km
o 走行速度は向上 8鰡/hから蘭蛔倉に

0 高架下の空間は、公共 ･公益施設などの空間として有効利用
◎経済効果 年間約75億円 (時間短縮十経費節減)

　　　　　　　　　　　　　　
　 　 　　　　 　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
事業後 を′こる窺 う躁箭曲‘ , 騨鞠後灘謎減猪燃箋熊毅報離合残淺滋墜鱸盤

0 5 10 お 鱒蛔汝 0 1仇贓 滋餓 就鰤 楓鱒 ぬ鰡掛

　　　　 　 　 　　　　　　

高架下空間の使途

駐輪場施設
駐車場施設
福 祉 施 設 ー

　 　　　　　保 育 施 設
スポーツ施設
駅 施 設
商藁事業施設 等

※H 9東京都調べ

施工前

※H n 東京都調べ



《事例 4 歩行者立体横断施設》

◆ 歩行者立体横断施設の設置(東武伊勢崎線纏竹ノ塚駅直近)

0 歩道橋設愛置後の効果
･歩道橋を含めた鉄道横断交通量が増加した一方で、踏切交通量が減少。
･特に、ピーク時8時台では、鉄道横断者の約8割が歩道橋を利用。

歩道撥 (エレベーター付き) の位置
歩道橋設置による歩行者･自転車交通量の変化

単位:人、台

踏切道 新設歩道橋 合計

整備前
(H 17 .11.8 )

1 13 1 13

整備後
(H 1 8 3.24 )

65

(17%)
32 5

薹圓圓
3 90

(l00%)

整備前 3 ,8 2 0 3 ,8 20

整備後 3 ,7 75 2 ,35 0 6 ,l2 5

※足立区調査資料より作成



《事例 5 ｢賢い踏切｣ 実証実験の結果》

◆ 『賢い踏切｣実証実験の結果

0 開かずの踏切等において、平成 # 年度に｢賢い踏切｣を設置した結果、ピーク時1時
間のうち最長で約9分、終日では最長1時間40分の遮断時間が短縮。

『賢い踏切』の設置効果例 (実測値)

躍鰐切カミ閉まっ
ているのに、
電車が亡な
　　　
電車がこない

踏切名 所在地
短縮効果

ピーク 1
時間

終日

梶原踏切 東京都北区 約 8 分 約 1 時間 5 分

第二岩槻踏切 埼玉県久喜市 約 5 分 約引分

野牛踏切 埼玉県白岡町 約 8 分 約 1 時間34分

JR東海道線 東海道踏切 神奈川県横浜
市

約 9 分 約 1 時間36分

八幡新田4号
踏切

愛知県知多市 約 5 分 約 1 時間39分

八幡新田5号
踏切

同上 約 7 分 約 1 時間31分

白沢1号踏切 愛知県阿久比
町

約 6 分 約 1 時間42分

【対策前】 礼{し
無駄な踏柳持ち時間

週熱、列車　　　　 　
　 　 　巍 ん ,;に日欧淡巻蜜蝋鷄さ袋 ◆- '

　 　 　 　　　　

※H 17国土交通省調べ



《事例6 情報提供 (迂回路の案内)》

鬮踏切迂回情搬の提供

: 輩

　
肛事例羽遮断時間が長い踏切での遼圓騰の案内(JR東海道雄縁翻尼崎駅繭側の踏切)

○ 遮断時間が長いことを知らせるとともぼこ、踏切道が長く危険な踏切であるため、歩行者罠
自転車 を自由通路や地下道等に誘導。

<情報提供の内容>

歩行者 自転車の左への蓮汗聾回のお願い

JR東海道本線 池田街道踏切はしや断時間が長く~ 大
変ご迷惑をおかけしております。
聡急ぎの方は、 ご不便をおかけしますが~
歩行者の方は①産業道路、 ②尼崎駅自由通路~ ③中川
地下道をご利用ください。
また、 自転車の方は、 ①産業道路、 ③中川地下道をご

利用ください。
無理な横断は危険ですので、お止め下さい。ご協力をお

いいたします。

< 踏切遮断の状況>

･ 踏切長 く39 m )

･ ピーク時の踏切遮断時間 (58分 / 時)

･最大継続遮断時間 (約17分)



《事例7 情報提供 (情報ステーション、 ホームページ)》

鬮踏切対策にかかる情報の提供

竈事柳瀬情報ステーシ酬ン
G 1･囮急癰、曲原縁讓下北沢駅)

小田急線･下北沢駅の改札機に情報ステーション
(シモチカナビ)を設置し、連続立体交差事業の概要、
工事方法、世田谷区･渋谷区のまちづくり情報を提供。

鬘事例1踏切での情報提擬
(JR中興線暮武蔵小金井駅直近)

は事例澤蘇一ムページを油崩した
完了期間の高言 鯖 奈良県

郡嘉計画通路の球鰯蘭蝋に向けてr完了期開国弩酪轆を公表します

　 　　　　 　　　　　
激震融け穆穆舞槌餓露鱗綿辯蓼総終盤記、際逮鰐雛霊暸離籍衾黎だろ窟鑑識
援ゆ観讓馨鞠監護資を踵講銭埜曲総務趣翌墜教 "撚一 期鷲枦跨り饗字を

o澱髯鰹鰍寂
鱗鞭
搬
匙瀦ば輝畿、寿 郷辞と縦‘

大和郡山 淋談も 蝨鉱幟 奈良磁

. ･ & “ "



《事例8 協働の取組み (ラッチ内地下道)》

藁周辺施設を活用した歩行者の安全性確保
r --“【--^------ -…- -~一--…修…--…--蝋…一…--●…--【一一--" ----…-"-…---- -- --------- --……-…一……….…--…- .一- -…----一…------} "-.----…----^ --.…--……-.…----……--…--…一--｢

, 0 ラッチ内地下道の運爛改善m延伸により地下通路を確保し、駅の営業時間内のみ
一般開放(鑑古屋市、名古屋鉄道嶋海獣)

･現在高架化工事中であり、仮線切替に伴い踏切延長や遮断時間が長くなることから、踏切を横断する歩行者等の安全対策を鉄道事業者に協議。
･その結果、もともとは改札口とホームを結ぶための連絡通路でしかなかった地下通路を駅舎の反対側まで貫通させ、地下通路の半分を柵で区切っ ;

て自由通路として駅の営業時間内のみ一般開放。

0 車いす利用者や高齢者
が踏切を渡らなくて済む
よう鱈こ、駅の営業時間内
にラッチ内を通行可能に
(JR中興總、武蔵小金井駅)

ラッチ内外を柵で区別

　　　 　 　　　　　　

< 掲示内容>

お知らせ

歩道橋を渡ることが困難な~ 車椅子ご利用

の皆さまやお年寄りの皆さまは~ 朝の 6 時

から終電までの間、 武蔵小金井構内を通行

できます。 改札口にお申し出ください。

し- ----‐------------------- ----←---------…----------.----…--- -- -------- -薙髪‐灘変心後報窓鰹--‐“一----- -変----------…----｢一一----- -- -----------------…--…- -- ---------…------------I



《事例 9 列車運行の工夫による時間短縮》

鬮踏切設備と信号制御の連携による踏切遮断時間の短縮

○高密度運転時の続行列車に対する踏切制御方式(踏切鱗舷洲による騎柳遮断時間の短鰭
{西武鎌道)

･開かずの踏切対策として~西武鉄道では列車が団子状態になっている際に、踏切設備と信号制
御の連携によりi駅手前の踏切遮断時間を短縮する取引組みを行っている。

先行列車が駅停止時に、後続列車が踏切制御区間に進入した場合踏切を30秒開放。
このため、列車後方の信号機を以下の通り運用することにより、後続列車が踏切に進入しな

し、ようにしている。
N o . フ、 5 ゐ 列車が駅に停車している場合、『赤信号』とし~踏切を開放。

N o7 が『赤表示』の場合の安全な停止距離を確保するため、N o.5を『黄信
号』とする。先行列車が駅を発車後~踏切の動作を開始し、30秒後にN o.7を
青信号とし列車が進行する。

踏切継続醤報対策(続行制御)
のままにする纖作 % 。“““

〆ゑ
分間畿をl

　　
　 　　　 　　

　
　

　　

　　 　　　　
先行列車

1 .動 作き(リレーロジック方式)

先行列車が踏切制御区間を抜けると閉そく億号機N o .フの億号観示を赤のままにして~踏切を3 0秒間
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⑲
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⑩
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自
動
車
交
通
に
よ
る
鮠
排
出
量
の
削
減
に
む
け
、
道
路

管
理
者
自
ら
の
取
組
み
だ
け
で
な
く
、
国
民
と
連
携
し
た

取
組
み
を
実
施
す
る
べ
く
、
国
土
交
通
省
道
路
局
で
は
平

成

一
人
年
度
よ
り

｢
エ
コ
ロ
ー
ド

･
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
｣
を

開
始
す
る
。

二

地
球
温
隠
化
防
止
に
向
け
た

『靴
削
減
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

平
成
一
七
年
四
月
二
八
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
京
都
議

定
書
目
標
達
成
計
画
の
確
実
な
達
成
を
は
じ
め
、
地
球
温

暖
化
防
止
の
た
め
に
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道
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野
に
お
い
て
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⑲
削
減
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⑲
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う
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、
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動
車
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通
全
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の
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量
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□
･
知
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は
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全
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三
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す
る
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れ
て
い
る
。
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の
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果
、
増
加
す
る
⑩
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出
量
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ー
⑩
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減
す
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と
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、
道
路
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⑲
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ア
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シ
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ン
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ロ
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ム
｣
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主
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や
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状
道
路
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備
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ど
の
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ド
施
策
や
路
上
工
事
の
縮
減
等
の
ソ
フ
ト
対
策
を
実
施
し

て
い
る
と
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で
あ
る
。
こ
の

｢
鮠
削
減
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
｣
の
取
組
み
に
よ
る
効
果
を
よ
り
一
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上
さ

せ
る
た
め
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及
や
高
速
道
路
の
利
用

促
進
な
ど
国
民
と
連
携
し
た
取
組
み
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強
化
す
る
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く
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｢
エ
コ
ロ
ー
ド

･
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
｣
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
た

(図
2
)
。



その他部門 0%

廃棄物 2.8 %

工業プロセス 41 %

家庭部門
13.0 %

業務
その他部門

17.5%。

国 人と車のかかわり方の

(2)渋滞がなくスムーズに
走れる道路の実現

(3)道路空間の活用 ･
工夫によるC 0 2削減

運輸音g門 鉄道 (2.9 % )

内航海運(4.9 % )

エれリギー
転換部門、
6.2 %

運輸部門C O弱E出量内訳 (2004年度)部門別C0 2排出量内訳 (2004年度)

出典 瀞温室効果ガスインベントリオフィス (G I O ) 公表値 (2006,8,30) より作成

図 1 C 0 2排出量内訳

不要 ･、不急の自動車利用を控える箒、個々人の自動車利用パターンの見直しを促進す
るため、 地域住民との見直しの動機づけになるようなコミュニケーションを実施する

公共交通の利便性を向上し、自動車交通から公共交通への転換を図る

アイドリングストップ等のエコドライブを推進し、走行時の燃料の向上を図る

荷主 ･物流事業者と一体となって、 環境負荷の少ない貨物輸送を推進する

都心部の渋滞解消等、 C 0 2排出抑制効果の高い環状道路等を重点的に整備する

C 0 2排出量の集中する主要渋滞ポイントの渋滞解消及びボトルネック踏切の除去を推
進する

バイパス等の整備とその旧道や周辺の生活道路の車道幅員を減少させる等の措置をパ

ッケージ化して進める

自動車交通をC0 2排出量の少ない高速道路への一般道路からの転換を図る

渋滞の主要な原因の 1つである路上工事を縮減する

道路空間内の緑化を進め、 C0 2の吸収量の増大を図る

打ち水効果を高める保水性舗装等の導入を促進する

道路照明に太陽光 ･風力等を活用する等、 道路空間における新エネルギーの活用を図る

都心部の渋滞解消を図るため、 ロードプライシング ･流人規制導入を検討する

(4)自動車交通の運用の
- T S (高度道路交逓システム)の活用等により、道路交通情報の提供を充実する

効率化

渋滞の主要な原因の 1つである違法な路上駐車をなくす

網掛け部分の施策がキャンペーン対象となる施策である。

図 2 C 0 2削減アクションプログラムの施策の体系

航空 (4,1 % )
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《
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"
＼ヘ

ミ
、
ミ
ム

、
ぶ
れち
ふ

｢こイベント& シンポジウムの開催、 ポスター ･パンフレット等の配布、
地域メディア、アクセスポイントを活用した具体的な情報発信等

仙台、 三郷、 金沢、 新潟、 豊田、 京都、 大阪、 奈良、 広島、 福山、 高松、 福岡、 那覇の14地区

キャンペーンの内容

全国的な取組み (実行委員会)
マスメディアを活用した情報発信、 キャンペーン& イベント事業への支援を通じて

地球温暖化防止に関わる社会的機運を醸成　　　　
鯛讓
聴
講幌

3

湖
図

一三
エ
コ
□
ー
ド
e
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
裏
朧
主
体

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
主
体
は
、国
土
交
通
省
道
路
局
、

各
地
方
整
備
局
、
北
海
道
開
発
局
、
沖
縄
総
合
事
務
局
、

及
び
高
速
道
路
会
社
六
社
か
ら
な
る

｢
エ
コ
ロ
ー
ド
･
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会
｣
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
道
路
利

用
者
と
最
も
接
触
す
る
機
会
が
多
く
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の

普
及
に
関
し
て
直
接
的
か
つ
効
果
的
に
道
路
利
用
者
に
情

報
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
道
路
管
理
者
が
一
致
協
力
し

て
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
後
援
と
し
て
、
他
日
本
自
動
車
工
業
会
、
㈲
日

本
自
動
車
販
売
協
会
連
合
会
、弛
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
、

硫
日
本
バ
ス
協
会
、
㈲
日
本
自
動
車
連
盟
、
全
国
地
方
新

聞
社
連
合
会
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

四

二
コ
ロ
ー
ド
e
審
ヤ
ン
ペ
ー
ン
の
内
容

国
民
に
幅
広
く
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
組
み
へ
の
参
加
を

呼
び
か
け
る
た
め
、
全
国
で
共
通
の
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
ス
テ
ッ
カ
ー
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
H
P
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
情
報
発
信
を
行

う
。
特
に
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
関
し
て
は
、
｢
ア
イ
ド
リ

ン
グ

.
ス
ト
ッ
プ
｣
や

｢
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
控
え
め
に

す
る
｣
、
｢
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル

｢
e
ス
タ
ー
ト
｣
｣
の
三

点
を
重
点
的
に
P
R
し
て
い
く
。
ま
た
、
⑲
削
減
に
効
果

的
な
施
策
の
推
進
に
向
け
、高
速
道
路
の
利
用
や
E
T
C
、

v
I
c
s
の
利
用
に
よ
る
⑲
削
減
効
果
を
積
極
的
に
打
ち

出
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、
特
に
国
民
と
一
体
と
な
っ
て
重
点
的
に
の
削

n

減
の
取
組
み
を
実
施
す
る

｢重
点
地
区
｣
(札
幌
、
豊
田

弼

な
ど
全
国
一
四
ヵ
所

…平
成
一
八
年
度
)
に
お
い
て
、
公

セ

共
交
通
の
利
用
促
進
な
ど
国
民
と
連
携
し
た
施
策
を
促
進

断

す
る

(図
3
)。

五

今
後
の
展
開

一
〇
月
二
四
日
よ
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
、
当
面

は
平
成
二
〇
年
三
月
ま
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始
後
、
全
国
の
道
の
駅
や
S
A
/
P
A

等
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
す
る

(※
)

ほ
か
、
新
聞
、
雑
誌
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
を
活
用
し
て
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
や
高
速
道
路
の
普
及
促

進
を
訴
え
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

(ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

…
8
9
5
温
を
)

※

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ス
テ
ッ
カ
ー
に
は
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
品

切
れ
の
場
合
お
渡
し
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ご
了
承
下
さ
い
。
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行躯緘籠について

に平成l8年度,

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
及
び

｢道
の
日
｣
の
行
事
と

し
て
中
部
地
方
整
備
局
並
び
に
管
内
の
道
路
関
係
事
務
所

が
、
地
方
公
共
団
体
及
び
地
元
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な

が
ら
様
々
な
広
報
活
動
等
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
イ
ベ
ン
ト
活
動

『第
二
〇
回
み
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

八
月
五
日

(土
)
に
行
っ
た

｢第
二
〇
回
み
ち
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
｣
は
、
最
高
気
温
三
七
℃
の
猛
暑
の
中
、
名
古

屋
栄
の
地
下
広
場
オ
ア
シ
ス
幻

(銀
河
の
広
場
)
に
お
い

て
、
総
合
司
会
者
に

｢
つ
ボ
イ
ノ
リ
オ
｣
さ
ん

(地
元
出

身
の
有
名
タ
レ
ン
ト
)
を
む
か
え
、
約

一
万
二
、
0
0
0

人
の
来
場
者
を
迎
え
、
盛
況
の
う
ち
に
無
事
終
え
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
以
下
、
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

今
年
は
、
｢や
さ
し
い
み
ち

み
ん
な
の
み
ち
｣
と
い

う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と

｢ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

道
と
の
か
か
わ
り
｣
を
テ
ー
マ
で
実
施
し
、
四
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
と
っ
ボ
イ
ノ
リ
オ
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
道
路
美
化
活
動
を
行
う
よ
う

に
な
っ
た
き
っ
か
け
、
現
在
の
活
動
状
況
や
今
後
の
取
組

み
な
ど
、
道
路
と
地
域
活
動
に
つ
い
て
の
様
々
な
お
話
で

写真 1 園児によるマーチングバンド演奏

｢き
れ
い
に
し
て
い
れ
ば
、
道
路
に
そ
ん
な
に
ゴ
ミ
は
捨

て
ら
れ
ま
せ
ん
。
逆
に
少
し
で
も
ゴ
ミ
が
あ
る
と
、
ど
ん

ど
ん
増
え
て
い
き
ま
す
。｣
な
ど
の
体
験
談
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
各
団
体
の
取
組
み
で
、
ゴ
ミ
は
ず
い
ぶ

ん
少
な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
が
、
ガ
ム
や
キ
ャ
ラ
メ
ル
の

包
み
紙
や
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
は
、
完
全
に
は
な
く
な
ら
な

い
よ
う
で
す
。
司
会
者
の

｢道
端
の
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
ゴ
ミ

は
子
供
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
煙
草
の
吸
い
殻
は
大
人
で

し
ょ
う
ね
。
反
省
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。｣
と
い

う
言
葉
に
会
場
一
同
、
納
得
顔
で
し
た
。
来
場
者
の
皆
さ

ん
に
道
路
愛
護
の
意
識
を
も
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
｢名
古
屋
市
消
防
音
楽
隊
｣
の

｢君

の
瞳
に
恋
し
て
る
｣
の
演
奏
に
始
ま
り
、
｢多
加
良
浦
保

育
園
リ
ト
ル
セ
ー
ラ
ー
ズ
｣
(写
真
ー
)
に
よ
る
マ
ー
チ

『道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
』
の
実
施
行
事



ン
グ
バ
ン
ド
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
つ
ボ
イ
ノ
リ
オ
さ

ん
と
み
ち
し
る
博
士
に
よ
る
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
説
明
や
道

路
特
定
財
源
の
使
わ
れ
方
な
ど
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た

｢大
治
太
鼓
｣
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
、
岐
阜
放
送
テ
レ

ビ

｢
み
の

･
ひ
だ
!

ぐ
る
っ
と
道
の
駅
｣
に
レ
ポ
ー
タ

リサイクル工作教室写真 3 飲酒運転危険体験ゲーム

ー
と
し
て
出
演
し
て
い
る
高
橋
み
つ
る
さ
ん
の
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
、
そ
し
て
東
邦
ガ
ス
の

｢ジ
ョ
イ
フ
ル
サ
ウ
ン
ズ
｣
に

よ
る
ジ
ャ
ズ
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
演
奏
等
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
し
た
。

会
場
の
展
示
･
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
剪
定
し
た
街
路

樹
の
枝
等
を
利
用
し
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な

ど
を
作
る
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
教
室

(写
真
2
)
で
環
境
に

対
す
る
取
組
み
を
体
験
し
て
も
ら
っ
た
り
、
放
置
自
動
車

を
撤
去
す
る
ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム
や
飲
酒
運
転
危
険
体
験
ゲ

ー
ム

(写
真
3
)
な
ど
で
道
路
機
能
の
維
持
や
交
通
安
全

対
策
に
つ
い
て
も
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
楽
し
み
な
が
ら

道
路
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
各
機
関
に
よ
る
事
業
展
示
ブ
ー
ス
の
他
、
管
内

一
七
ヵ
所
よ
り
集
ま
っ
た

｢道
の
駅
物
産
展
｣
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
道
の
駅
の
特
産
品
、
名
産
品
、
新
鮮
な
野
菜
な

ど
を
買
い
求
め
る
た
め
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

会
場
周
辺
で
実
施
さ
れ
た
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

(写
真
4
)

で
は
、
道
路
に
関
す
る
期
間
珍
問

(?
)
に
参
加
者
は
、

暑
い
中
、
さ
ら
に
頭
に
汗
を
か
き
な
が
ら
、
問
題
に
奮
闘

し
て
い
ま
し
た
。私
た
ち
に
と
っ
て
は
簡
単
な
問
題
で
も
、

案
外
、
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
、
P
R
不
足
を
実

感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
、
平
成
一
人
年
度

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

推
進
標
語
、
優
良
賞
一
般
の
部
の
山
下
さ
ん
の
表
彰
式
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
日
頃
か
ら
利
用
し
て
い

る
道
路
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
、
大
切
さ
と
親
し
み
を
感

じ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

『み
ち
フ
ェ
ス
タ
岐
阜
』

八
月
一
〇
日

(水
)
の

｢道
の
日
｣
に
岐
阜
市
柳
津
町

に
あ
る
道
の
駅

｢柳
津
｣
で
実
施
し
ま
し
た
。
｢道
路
防

災
｣
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験
、
降

雨
体
験
機
に
よ
る
大
雨
体
験
、
道
の
日
ク
イ
ズ
、
高
所
作

業
車
の
試
乗
、
照
明
車
展
示
、
道
路
愛
護
団
体
の
表
彰
、

パ
ネ
ル
展
示
等
を
実
施
し
、
多
数
の
親
子
連
れ
の
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
震
度
六
の
地
震
体
験
は
、

｢怖
か
っ
た
｣
｢家
の
中
の
家
具
を
固
定
し
よ
う
と
思
っ
た
｣

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
防
災
の
大
切
さ
を
改
め
て
実

感
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

写真4 道路に関するクイズラリー

◆
ペ
ー
パ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
コ
ン
テ
ス
ト

三
重
河
川
国
道
事
務
所
、
三
重
県
、
津
市
が
主
催
と



な
り
、
津
市
教
育
委
員
会
協
力
の
も
と
実
施
し
ま
し
た
。

｢わ
た
し
が
考
え
る
夢
の
橋
｣
が
今
年
の
テ
ー
マ
で
、
津

市
内
の
小
学
五
年
生
を
対
象
に
、
ボ
ー
ル
紙
を
使
っ
た
ペ

ー
パ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
制
作
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
｢祭
｣

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
や
材
料
に
ビ
ー
ズ
を
用
い
て
、

｢星
｣
に
み
た
て
た
も
の
な
ど
個
性
的
で
夢
あ
ふ
れ
る
作

品
が
、
多
数
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
二
〇
二
作
品

を
津
市
に
あ
る
｢滓
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
｣
に
て
展
示
し
、

特
に
優
秀
な
作
品
四
一
点
を
表
彰
し
ま
し
た
。

◆
道
路
工
事
ふ
れ
あ
い
見
学
会

名
四
国
道
事
務
所
の
工
事
現
場
の
一
般
国
道
一
五
三

号
足
助
バ
イ
パ
ス
(貫
通
間
近
の
足
助
第
一
ト
ン
ネ
ル
内
)

に
お
い
て
、
道
路
工
事
ふ
れ
あ
い
見
学
会
を
旧
足
助
町
の

八
小
学
校
の
親
子
七
五
名
を
対
象
に
、
開
催
し
ま
し
た
。

地
元
の
み
な
さ
ま

(特
に
小
学
生
)
に
工
事
現
場
の
体
験

を
と
お
し
て
、
道
路
に
つ
い
て
勉
強
を
し
て
い
た
だ
き
、

道
路
事
業
に
つ
い
て
ご
理
解
を
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
し
ま
し
た
。
見
学
会
で
は
、
ト
ン
ネ
ル
を
利
用

し
た
ビ
デ
オ
上
映
や
ト
ン
ネ
ル
掘
削
機
の
実
物
見
学
を
実

施
し
ま
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
掘
削
機
の
大
き
さ
に
思
わ
ず
、

｢わ
-
、
す
ご
い
-
こ
と
子
供
た
ち
の
大
き
な
歓
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。
や
は
り
地
元
で
ど
の
よ
う
な
工
事
が

実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
、
興
味
津
々
で
み
な
さ
ん
真
剣
に

見
学
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

◆
夏
休
み
自
由
研
究

｢お
た
す
け
隊
｣
!

豊
橋
総
合
動
植
物
公
園
で
実
施
さ
れ
る
｢市
民
農
業
ま

つ
り
｣
に
あ
わ
せ
て
、
｢道
｣
を
夏
休
み
自
由
研
究
の
テ

ー
マ
に
す
る
子
供
た
ち
を
応
援
す
る
た
め
に
、
東
海
幹
線

道
路
調
査
事
務
所
、
愛
知
県
、
豊
橋
市
が
一
体
と
な
り
、

｢道
｣
に
つ
い
て
の

｢な
ぜ
?
｣
に
答
え
る
、
｢道
の
な
ん

で
も
コ
ー
ナ
ー
｣
を
開
催
し
ま
し
た
。
｢ぼ
く
の
小
学
校

の
前
の
道
路
の
一
日
の
交
通
量
を
教
え
て
下
さ
い
。｣
と

か

｢転
ん
で
も
痛
く
な
い
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
あ
り
ま
す

か
?
｣
な
ど
、
様
々
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

道
に
関
す
る
ク
イ
ズ
、
標
識
や
区
画
線
な
ど
を
実
際
に
手

で
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
道
路
本
物
体
験
や
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
道
路
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を

提
供
し
ま
し
た
。

◆
そ
の
他
の
活
動

清
掃
活
動
、
不
法
占
用
指
導
、
道
路
施
設
点
検
、
特
殊

車
両
取
締
、
道
路
愛
護
団
体
表
彰
等
、
様
々
な
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

近
畿
地
方
整
備
局
で
は
、
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
｣
、
八
月
一
0
日
の

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
沿

っ
て
、

本
局
及
び
管
内
道
路
関
係
事
務
所
に
お
い
て
、
関
係
機
関

の
協
力
を
得
な
が
ら
大
小
合
わ
せ
て
五
〇
に
も
及
ぶ
様
々

な
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

◆

｢み
ち
｣
と

｢近
畿
｣
を
テ
ー
マ
に
し
た

シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

近
畿
地
方
整
備
局
で
は
、
｢み
ち
｣
と

｢近
畿
｣
を
テ

ー
マ
に
し
た
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
を
募
集
し
ま
し
た
。

日
頃
何
気
な
く
使
っ
て
い
る

｢道
｣
や
、
あ
っ
た
ら
い
い

な
と
思
う

｢道
｣
を
短
編
小
説
に
す
る
こ
と
で
、
｢道
｣

に
つ
い
て
考
え
、
ふ
れ
あ
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
作
品
を
通

じ
て
読
者
の
方
々
に
も
道
路
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

五
回
目
と
な
る
今
年
度
は
新
し
く
小
学
生
部
門
を
作

り
、
子
ど
も
達
の

｢未
来
あ
る
道
｣
作
品
を
募
集
し
ま
し

た
。応

募
作
品
に
つ
い
て
は
、
現
在
審
査
を
行
っ
て
お
り
一

〇
月
末
を
目
処
に
入
賞
作
品
を
決
定
し
、
一
二
月
二
日
に

大
阪
市
内
の
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
で
表
彰
式
を
行
う
予
定

で
す
。

◆

｢道
の
駅
｣
で
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

道
路
利
用
者
に
と
っ
て
、
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
い
る

｢道
の
駅
｣
で
す
が
、
そ
の
道
の
駅
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
福
井
、
奈
良
そ
し
て
福
知
山
の
各
事
務
所
で
行
い
ま

『道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
』
@

『道
の
目
｣
の
行
事
報
告



し
た
。
福
井
河
川
国
道
事
務
所
で
は
一
二
、
一
三
両
日
に

｢道
の
駅
シ
ー
サ
イ
ド
高
浜
｣
、
｢道
の
駅
河
野
｣
で

『ド

ラ
イ
ビ
ン
グ

･
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
デ
ー
』
と
題
し
て
、
道
の

駅
に
立
ち
寄
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
お
し
ぼ
り
サ
ー
ビ
ス
を

行
い
ま
し
た
。
奈
良
国
道
事
務
所
で
は
一
二
日
に

『道
路

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
m
道
の
駅

･
針
T

･
R

･
S

(テ
ラ

ス
)
』
と
題
し
、
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

･
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

(写
真
1
)
や
大
道
芸
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
ま
し

た
。
最
後
に
福
知
山
河
川
国
道
事
務
所
で
は
同
じ
く
一
二

日
に

『
み
ち
フ
ェ
ス
タ
m
道
の
駅

･
和

(な
ご
み
)
』
を

行
い
、
照
明
車
な
ど
の
建
設
機
械
の
展
示
や
道
路
に
関
す

る
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
し
た
。
何
れ
も
お
盆
の
時
期
に
行
っ

た
も
の
で
、
帰
省
中
の
ご
家
族
で
大
賑
わ
い
と
な
り
、
遊

び
心
を
交
え
な
が
ら
、
道
路
事
業
に
興
味
と
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

◆
住
民
と
一
体
と
な
っ
た
清
掃
活
動

管
内
各
所
に
お
い
て
道
路
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。
大
阪
国
道
事
務
所
で
は

｢な
ん
と
か
し
た
い
!

大

阪
の
道
｣
と
題
し
、
道
の
日
で
あ
る
八
月
一
〇
日
に
大
阪

の
顔
で
あ
る
御
堂
筋
を
市
民
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と

一
緒
に
掃
除
し
ま
し
た
。
京
都
国
道
事
務
所
で
は
道
路
ふ

れ
あ
い
月
間
初
日
に

｢五
条
通
一
斉
清
掃
｣
、
一
ニ
ニ
日
に

｢九
条
通
一
斉
清
掃
｣
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
和
歌
山
、

紀
南
の
両
事
務
所
で
は
、
和
歌
山
県
全
域
で

｢紀
州
路
ク

リ
ー
ン
大
作
戦
髄

~
美
し
い
街
は
道
路
か
ら
~
｣
を
二

六
日
に
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
和
歌
山
県
内
の
全
市
町
村

の
道
と
い
う
道
全
て
の
清
掃
を
行
い
、
今
年
も
一
万
人
以

上
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
住
民
か
ら
は
も
っ
と
機

写真2 紀州路クリーン大作戦

会
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
も
聞
い
て
お
り
、
ま
さ

に
住
民
主
催
で
の
道
路
愛
護
が
広
が
っ
て
い
る
と
実
感
で

き
ま
し
た

(写
真
2

･
3
)
。

紳当該千)"" つnr、ハ 1r、 つく

写真3 大阪市 ･御堂筋での道路清掃活動

◆
親
子
で
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

滋
賀
国
道
事
務
所
で
は
、
八
月
一
〇
日
に
同
事
務
所
で

恒
例
と
な
っ
て
い
る
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
イ
ベ
ン
ト

｢親

子
ふ
れ
あ
い
劇
場
｣を
滋
賀
県
栗
東
市
で
実
施
し
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
道
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

｢
こ
っ
ち
だ
ヨ

ウ
平
、
ヨ
ウ
子
｣
が
会
場
の
み
ん
な
と
一
緒
に
道
に
関
す

る
ク
イ
ズ

(写
真
4
)、
｢夢
と
き
め
き
-
･

フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
｣
で
は
、
｢だ
ん
ご
三
兄
弟
｣
を
歌
う
速
水

け
ん
た
ろ
う
さ
ん
と
、
｢と
な
り
の
ト
ト
ロ
｣
な
ど
の
ジ



プ
リ
ン
ン
グ
歌
手
の
井
上
あ
ず
み
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
お
招

き
し
、
会
場
が
一
体
と
な
っ
て
、
親
子
そ
ろ
っ
て
楽
し
み

な
が
ら
道
路
へ
の
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
毎
年
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
参
加
希
望
者
が
多

く
、
今
年
は
午
前
、
午
後
の
二
回
に
分
け
て
公
演
し
ま
し

た
が
、
募
集
一
、
五
〇
〇
八
に
対
し
四
、
0
0
0
人
の
応

募
が
あ
り
、
こ
の
応
募
数
か
ら
も
盛
況
ぶ
り
が
伺
え
ま
し

た
。

◆
最
後
に

誌
面
で
は
詳
し
く
ご
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、
他
に
も
各

地
域
に
お
い
て
、
清
掃
、
広
報
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
等
、
多

種
多
様
な
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

-$}
{ ･塞ぎ実益 、、 仝でき-ふさぎ《'

写真 4 子ども達に大人気の ｢こっちだヨウ平｣

今
後
と
も
、
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
及
び
道
の
日
の
行
事

を
通
じ
て
、
住
民
の
方
々
に
道
路
に
対
す
る
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
活
動
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

中
国
地
方
整
備
局
で
は
、
毎
年
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ

い
月
間
｣
、
八
月

一
0
日
の

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
沿
っ

て
、
各
地
方
公
共
団
体
等
の
協
力
を
得
て
、
本
局
及
び
各

道
路
関
係
事
務
所
に
お
い
て
様
々
な
行
事
を
実
施
し
ま
し

た
の
で
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
道
路
に
関
す
る
作
文
･
ポ
ス
タ
ー
の
募
集

中
国
地
方
整
備
局
の
主
催
で
、
中
国
地
方
の
小
･
中
学

生
を
対
象
に
、
道
路
に
関
す
る
作
文
･
ポ
ス
タ
ー
募
集
を

実
施
し
、
今
年
度
は
、
小
学
校
九
四
校
と
一
団
体
、
中
学

校
二
九
校
と
一
団
体
か
ら
、
作
文
一
〇
五
縞
、
ポ
ス
タ
ー

一
、
0
一
五
点
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら

特
に
優
秀
な
作
品
と
し
て
、
作
文
六
編
、
ポ
ス
タ
ー
九
点

を
中
国
地
方
整
備
局
長
賞
に
決
定
し
、
八
月
一
目
に
広
島

市
内
に
お
い
て
表
彰
式
を
実
施
し
ま
し
た

(写
真
1
)。

そ
の
後
、
受
賞
者
を
対
象
と
し
た
現
地
見
学

(紙
園
幹

線
共
同
溝
)
を
行
い
、
受
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
広
島
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル
で
展
示
す
る
な
ど
、
管
内
の
道
路
愛
護

を
呼
び
か
け
る
広
報
活
動
で
積
極
的
に
使
用
し
ま
し
た
。

写真 1 作文 ･ポスター表彰式

◆
中
国
地
方
道
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

中
国
地
方
整
備
局
と
地
方
公
共
団
体
等
の
計
九
機
関
で

構
成
さ
れ
た

｢道
の
日
｣
中
国
実
行
委
員
会
の
主
催
で
、

中
国
地
方
道
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
中

国
地
方
に
お
け
る
道
路
の
役
割
や
、
私
た
ち
と
道
路
と
の

関
わ
り
な
ど
、
写
真
を
通
し
て
、
よ
り
鮮
明
に
と
ら
え
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
｢
一

般
部
門
｣、
｢ビ
ギ
ナ
ー
部
門
｣
に
分
け
て
実
施
し
、
二
〇

回
目
と
な
る
今
年
度
は
一
、
一
七
三
点
の
応
募
が
あ
り
ま

26 道ネテセ 2006.lo

『道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
･

『道
の
日
｣
の
行
事
報
告
に
つ
い
て



し
た
。
そ
の
中
か
ら
特
に
優
秀
な
作
品
と
し
て
、
一
般
部

活
動
、講
演
会
な
ど
各
種
の
広
報
活
動
を
行
い
(写
真
2
)、

華
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

門
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優
秀
賞
五
点
、
入
選
一
〇
点
、

道
路
愛
護
精
申
の
啓
発
と

日

を
文
っ

、
ま

。

☆

し

ま
、
、
荏

　　 　　
　

圏 オーブニンノをレモヱ　　　　　　　　　　　　　　　　

ビ
ギ
ナ
ー
部
門
か
ら
ビ
ギ
ナ
ー
特
別
賞
五
点
を
決
定
し
、

八
月
三
日
に
広
島
市
内
に
お
い
て
表
彰
式
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
八
月

一
一
目
か
ら
八
月
一
七
日
ま
で
の
間
、

中
国
五
県
の

｢道
の
駅
｣
を
中
心
に
計
一
三
ヵ
所
で
同
時

に
受
賞
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

◆
事
務
所
に
お
け
る
行
事

中
国
地
方
整
備
局
管
内
の
各
道
路
関
係
事
務
所
に
お
い

て
も
、
作
文
･
ポ
ス
タ
ー
事
務
所
長
表
彰
を
は
じ
め
、
街

頭
P
R
活
動
、
現
地
見
学
会
、
道
路
一
斉
清
掃
、
地
元
行

事
へ
の
参
加
、
一
日
出
張
所
長
に
よ
る
道
路
パ
ト
や
P
R

道
路
愛
護
精
神
の
啓
発
と
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
、
道
路
の
役
割
や
重

要
性
に
つ
い
て
、
広
く
国
民
の
皆
様
の
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

写真 1 四国道路ふれあい協議会
会長挨拶

◆
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
実
施

四
国
道
路
ふ
れ
あ
い
協
議
会
が
主
催
す
る
平
成
一
八
年

度
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
八

月
五
日

(土
)
午
後
一
時
か
ら
愛
媛
大
学
、
総
合
情
報
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、約

一
五
〇
名
が
参
加
し
て
、

内
容
と
し
て
は
、
主
催
者
で
あ
る
四
国
道
路
ふ
れ
あ
い

協
議
会
長

(道
路
部
長
)
の
挨
拶
、
主
催
県
代
表
と
し
て

愛
媛
県
土
木
部
長
の
挨
拶
の
後
、
道
路
関
係
功
労
者
の
表

彰
、
四
国
の
道
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
の
表
彰
を
行

い
ま
し
た

(写
真
2
)。
休
憩
を
挟
ん
で
園
芸
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
武
井
道
夫
さ
ん
の

｢花
い
っ
ぱ
い
の
道
づ
く
り
｣

と
題
し
て
の
講
演
、
愛
媛
大
学
大
学
院

･
谷
田
部
教
授
が

｢愛
媛
の
災
害
と
道
路
防
災
｣
、
愛
媛
大
学
生
･
上
田
さ
ん

が

｢道
路
整
備
と
市
民
参
加
｣
、
同
･
水
場
さ
ん
が

｢道

路
と
地
域
づ
く
り
｣
、
南
予
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
参
加
団
体

代
表
と
し
て
二
神
さ
ん
が
｢道
路
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
｣

と
題
し
て
、
｢道
路
を
ま
も
る
、
つ
く
る
、
い
か
す
、
と

も
に
活
動
す
る
｣
の
事
例
紹
介
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
後
、

平
成
一人
年
度

『道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
結
果
報
告

写真 2 道路ふれあいフェスタ



写真 3 シンポジウムの様子

　　　　
　~

　　　
　

東
京
大
学
大
学
院
羽
藤
助
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
に
迎

え
、
道
路
部
長
も
参
加
し
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま

し
た

(写
真
3
)。
今
年
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
P
C
及
び
V

T
R
で
活
動
状
況
を
流
し
紹
介
し
な
が
ら
の
進
行
で
し
た
の

で
、
な
か
な
か
華
や
か
な
セ
レ
モ
ニ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
松
山
河
川
国
道
事
務
所
管
内
の
出
張
所
で
は
、

小
学
生
及
び
父
兄
を
対
象
と
し
た
オ
ー
プ
ン
出
張
所
を
開

催
し
、
工
事
車
両
の
展
示
や
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
体
験
な
ど

を
行
い
、
｢道
路
と
ふ
れ
あ
い
、
道
路
の
役
割

･
重
要
性

を
再
認
識
し
、
道
路
を
い
つ
く
し
む
｣
と
い
う
道
路
ふ
れ

あ
い
月
間
の
趣
旨
に
貢
献
で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
8
8
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
ク
四
国
を
実
施

去
る
八
月
八
日

(火
)
早
朝
、
四
国
全
域
の
全
て
の
道

路
を
対
象
と
し
て
、
一
斉
に
清
掃
す
る
2
0
0
6

｢8
8

ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
四
国
｣
を
開
催
し
、
今
年
は
三
一、

二
九
四
人
が
早
朝
、
四
国
各
地
で
道
路
清
掃
を
一
斉
に
実

施
し
ま
し
た
。
当
日
、
四
国
は
各
地
と
も
好
天
候
で
、
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

(写
真
4
)。

｢8
8
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
四
国
｣
は
継
続
事
業
と
し

て
次
年
度
以
降
も
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
四

国
の
道
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
に
ご
理
解
、
ご
支
援
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
今
年
の
各
県
、
各
コ
ー
ス
の
参
加
数
内
訳
は
次

の
と
お
り
で
す
。

0
各
県
別

･
徳
島
県

二

、
四
八
四
人

･
香
川
県

…
三
、
五
四
八
人

･
愛
媛
県

…
三
、
八
七
五
人

･
高
知
県

…
三
、
三
人
七
人

○
コ
ー
ス
別

①

自
由
コ
ー
ス
…
一
0
、
二
六
二
人

②

に
ぎ
わ
い
コ
ー
ス

･
徳
島
市
阿
波
お
ど
り
会
館
…
二
五
三
人

･
高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松

…
三
九
三
人

･
松
山
市
松
山
中
央
公
園

二

九
二
人

.高
知
市
横
堀
公
園
…
三
〇
九
人

③

道
の
駅
コ
ー
ス

…七
二
五
人

④

小
中
学
生
コ
ー
ス
…
一
六
〇
人

◆
｢花
壇
の
花
植
え
｣
の
実
施
(香
川
河
川
国
道
事
務
所
)

八
月
六
日

(日
)
に

｢花
壇
の
花
植
え
｣
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
の
取
組
み
は
今
年
が
最
初
で
あ
り
、
道
路
の
美

化
活
動
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
〈
こ
と
で
、
道
路
へ
の
愛

着
を
よ
り
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
高
松
市
内
の
国
道
レ
一
号
･
新
川
大
橋
と
新
春

日
川
橋
の
歩
道
花
壇
に
可
愛
ら
し
い
ポ
ー
チ
ユ
ラ
カ
の
花

植
え
を
実
施
、
こ
れ
に
は
付
近
の
屋
島
小
学
校
の
子
供
会

三
団
体
及
び
ふ
れ
あ
い
四
国
路
の
屋
島
を
よ
く
す
る
会
、

写真4 88クリーンウオーク四国 (高知県)



表 四国地方整備局内のその他の実施項目

事務所名 行 事 月日 実施場所 実施内容

徳島河川国道

事務所

オープニングキャンペーン 8月1ロ J R徳島駅前 P Rグッズ、チラシの配布を行い、道路愛護思想の普及及び道路の正しい利用の
啓発を図る.

オープン間薊野 8月6日徳島国道出張罪野 地元小学生37名の参加で、出張所を1日間放し車両見学、各機器の見学及びパト
ロールカー体験をとおし出張費野の役割と道路管理の大切さを理解して貰った

道路見学会 8月10日
徳島雨脚大潮各油と移れレ工
事卯易

期剤･学校4~ 6年生 (2路)で法花トン為し工事見学や出張所の業務説明を行
い湖各の理解を深めて貰った

香川河川国道

事務所

街頭キャンペーン 8月10日 J R高松駅ほか 道路の大切さや道路愛護への普及のたぬ グッズ及びパンフレソトを配布しP R
を行った

翔子道路見学会

8月1日加茂沿道環境改善工事兜易 林田小学校の醇繞対象【道路の建設現場を見学してもらい、道路の果たす役割
と大切さを学んで貰った

8月2日 六町交差点改良工事現場 牟礼小学校の生徒及び保護者に道路の建設現場を見学してもらい、道路の果たす
役割と大切さを学んで買った

松山河川国道

事務所

オープン出張所 8月5R

西条国道維持出張所
小学生及びその保護者に旧聞農所郡撤し、道路管理に関する学習会や現場見
学を行った蹠硼二回避住持出張所

松山第一国道維持出張科野

費顔道路交通環境安全推進連絡会
議(現地検討封 8月31日西条国道維持出張所 愛媛県警滓と合同で現場点検を実施し、対策案等を腐すし芯

大洲河川国道

事務所

特殊車両取り締まり
8月2 R 江良検問所

警察と合同で違反車両の取り締まりを実施し、灘各愛護思想の啓蒙を困った
8月3日津島町高田

クリーン新宇和島 8月6日宇和商l吶 宇和島市主催の一斉清掃に参加し、道路愛護思想の普及を図った

安全協議会 8月1OR
宇和島出張所管内 叢県警、労働基準局、施工業者と共に、施工現場の点検を行うことに鼻)、安

め気運を高め癪大洲出張所管内

放置自転車自動締まり 8月28日宇和島市 愛媛県蜜 愛奏県 宇和島市と合同で、放置自転翼尭法等を通じ、正しい道路の
利用をPRする,

国道合同点検 8月30日大洲l事務所管内8カ所
愛媛県警等と合同で、道路施設の点検を行い、道路を瀬と広く美しく、安全に利
用する気運を高め癪

1日パトロール体験
8月24日

8月28日

字和島出張所管内

大洲出張所管内
･学生を対象に、パトロールカーに乗ってもらい、道路の大切さをP Rした

オレンジロード廓団体｣突破記念
イベント 7月29日宇和島市津島町

ルンジロード実施副本が、大潮阿川国道事務所が管理する国道56号と同じ団体
認ご達し婦己急ご遁路愛護の広報を図り、ボランティア活動が発展するた潮解F
r粍の調印式を行う.また、小学生･固児を対象に、道路とふれあい理解を深
りてもらうため!こイベントを開催し癪

中村河川国道

事務所

広報活動 8月1日
~31日 管内 重幕横断幕等での広報 湖御卜での広報道路表示板への表示

歩道清掃
8月1日四万十町床鍋 万十町立影野小学校児童 ボランティア団体及び道路管理者により歩道の清掃

実施

8月8ロ 四万十市内 中村道路ふれあい協議会｣メンバーによる歩道清掃

親子ふれあい出張所 7月29日中村国道出張所 学生及びその保護者に旧聞期舵開放し、道路管理に関する学習会や道路管
機器や建設機械の体験操作を行う,

上佐国道

事務所

広報活動 8月1月
~31日

高知‘M t家協議会参画機用庁
舎外 周期間中、懸垂墓及び横断幕他ごてP Rを行った.

歩道‐斉清掃 8月旧 高知市内 知道路ふれあい協試会にて、高知市内中心部の国道、県道、市道の歩道一斉;背
を実施,

攻置自転車取り締まり 8月』日 脚市内 知市内の剛萱において、放置自転車の一斉取り締まりを実施



オ
ア
シ
ス
ロ
ー
ド
ク
ラ
ブ
か
ら
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
総

勢
七
五
名
で
朝
の
八
時
よ
り
約
二
時
間
い
い
汗
を
流
し
ま

し
た

(写
真
5
･
6
)。

写真 5 小学生も参加し
て花壇の花植え

九
州
地
方
整
備
局
で
は
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
と

写真6 花壇に備え付け
られた立て札

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
管
内
の
道
路
関
係
事
務

所
に
お
い
て
、
関
係
機
関
及
び
民
間
団
体
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
多
彩
な
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

◆
地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ
た
道
づ
く
り

宮
崎
県
内
で
は
、
道
守
み
や
ざ
き
会
議
主
催
に
よ
る

｢道
守
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｣
を
宮
崎
市
内
で
開
催
し
、
会
場

は
、
道
守
会
員
、
一
般
参
加
者
等
の
道
守
に
関
心
を
寄
せ

る
約
三
〇
〇
人
の
聴
衆
者
で
埋
ま
り
ま
し
た
。

同
会
議
代
表
世
話
人
で
九
州
大
学
名
誉
教
授
の
樗
木
先

生
が

｢道
守
活
動
と
日
本
風
景
街
道
｣
と
題
し
て
基
調
講

寅
し
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、
地
域
の
資
源
を
活

か
し
た
道
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

1 日南市の小学生による
パ、、ルデ スカツションイ

ー

ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
道
路
美
化

活
動
な
ど
に
取
り
組
む
団
体
代
表
者
ら
六
名
が
登
壇
。

｢道
路
は
地
域
住
民
の
出
会
い
の
場
。
顔
の
見
え
る
関
係

を
つ
く
り
、
住
ん
で
い
る
地
域
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
大

切
｣
な
ど
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
南
市
の
小
学
生
の
発
表
も
あ
り
、
学
校
ぐ
る

み
で
続
け
て
い
る
通
学
路
清
掃
な
ど
の
活
動
を
紹
介
。
ゴ

ミ
の

｢ポ
イ
捨
て
｣
が
ウ
ミ
ガ
メ
の
生
態
系
に
ま
で
及
ん

で
い
る
実
情
に
つ
い
て
、
大
人
達
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
世
代
を
つ
な
ぐ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

な
り
ま
し
た

(写
真
ー
)。

写真 2 道路一斉清掃出発式の様子

◆
道
路
愛
護
活
動
へ
の
取
組
み

熊
本
県
下
で
は
、
地
域
住
民
に
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

の
行
事
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
道
路
へ
の
関
心
と
道
路
愛

『道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
･

｢道
の
日
｣
の
行
事
報
告



護
精
神
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
平
成
一
七
年
度
か
ら
道
の

日
に
熊
本
県
下
道
路
一
斉
清
掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

道
守
く
ま
も
と
会
議
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
、
県
内

幅
広
く
呼
び
か
け
、
今
年
は
三

一
団
体
二
、
三
四
〇
名

の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

メ
イ
ン
会
場
の
能
m本
市
の
白
川
公
園
で
、
朝
七
時
か
ら

出
発
式
を
行
い
、熊
本
河
川
国
道
事
務
所
長
の
挨
拶
の
後
、

国
道
三
号
、
市
道
沿
線
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た

(写

真
2

･
3
)
。

写真3 道路一斉清掃の様子

◆

一
日
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

大
隅
河
川
国
道
事
務
所
で
は

｢道
の
日
｣
に
菱
田
小
学

校
二
五
名

(う
ち
先
生
二
名
)
へ
道
路
監
理
員
の
任
命
を

行
い
、
二
台
の
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
で

｢
一
目
道
路
パ
ト
ロ

ー
ル
｣
を
実
施
し
ま
し
た

(写
真
4
)。

｢ 1 日道路パトロール｣ に参加した
皆さん

　　
　

′｣嶬
写

走
行
巡
回
を
中
心
に
出
張
所
で
の
道
路
情
報
機
器
の
見

学
、道
の
駅
の
施
設
見
学
や
降
雨
体
験
機
で
の
大
雨
体
験
、

建
設
機
械
の
見
学
等
を
行
っ
た
後
に
、
今
回
の
学
習
を
踏

ま
え
た
上
で
の
現
場
見
学
等
に
よ
り
、
道
路
へ
の
知
識
や

道
路
愛
護
精
神
が
芽
生
え
た
よ
う
で
し
た
。

◆
絵
画
･
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

雲
仙
復
興
事
務
所
で
は
、
管
内
の
小
学
校
四
~
六
年
生

を
対
象
に

｢道
の
絵
｣
コ
ン
ク
ー
ル
･
｢道
の
日
｣
標
語

の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

道
路
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
力
作
揃
い
の
作
品
の
中

か
ら
入
賞
作
品
を
実
行
委
員
会
に
て
決
定
し
、
八
月
一
〇

の

｢道
の
日
｣
に
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

へ標
語
入
賞
作
品
〉

○
最
優
秀
賞

大
切
に

こ
れ
か
ら
未
来
へ

つ
な
ぐ
道

○
優
秀
賞

が
ん
ば
っ
て

ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
み
ち

つ
く
ろ
う
よ

町
つ
な
ぐ

心
も
つ
な
ぐ

長
い
道

◆
様
々
な
行
事
を
通
じ
た
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い

佐
賀
国
道
事
務
所
で
は
、
八
月
五
日
に
佐
賀
市
唐
人
町

通
り
に
て
、
｢2
0
0
6
佐
賀
道
路
フ
ェ
ア
m
栄
の
国
ま

つ
り
｣
を
開
催
。
ス
タ
ッ
フ
と
来
場
者
と
の
、
ゲ
ー
ム
を

通
し
た
交
流
や
、
振
動
実
験
車
で
の
地
震
体
験
、
パ
ネ
ル

で
の
道
路
展
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
佐
伯
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
に
お
け
る
道
の
日
行
事
の
一
環
と
し
て
、
八
月
九
日

に
道
の
駅

｢や
よ
い
｣
に
て
道
の
日
ロ
ゴ
入
り
風
船
の
配

布
な
ど
を
行
い
、
P
R
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
｢振
動
実
験
車
｣
に
よ
り
、

阪
神
･
淡
路
大
震
災
や
中
越
地
震
な
ど
が
体
験
で
き
る
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

大
分
県
で
は
今
年
に
入
り
、
二
回
の
地
震
が
発
生
し
て

い
る
た
め
か
関
心
が
高
く
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

多
く
の
方
が
体
験
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
予
想
外
の
揺
れ
の
強
さ
に
驚
き
を
隠
せ
な
い

様
子
で
し
た

(写
真
5
)。



振動実験車｣

ゞ
ミ

ナ

そ
の
他
、
管
内
で
は
住
民
と
協
働
で
の
不
法
占
用
取
締

り
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
て
の
広
報
活
動
、
小
学

生
を
対
象
に
し
た

｢道
の
日
探
検
隊
バ
ス
ツ
ア
ー
｣
等
、

様
々
な
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
も
っ
と
住
民
が
主
体
と
な
る
よ
う
な
行

事
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
後
の

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

'
｢道
の
日
｣
の
行
事

の
中
で
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
目
的
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
当
事
務
局
と
沖
縄
県
･
県
内

各
市
町
村
･
西
日
本
高
速
道
路
㈱
九
州
支
社
沖
縄
管
理
事

務
所
で
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
沖
縄
推
進
協
議
会
を

設
置
し
、
｢道
の
日
｣
及
び

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
に

お
い
て
様
々
な
行
事
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
中
か
ら

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
図
画
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

図
画
作
文
を
通
し
て
道
路
の
美
化

･
愛
護
思
想
の
普
及

を
図
る
た
め
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
二
〇
回
を

数
え
る
に
至
り
、
県
内
小
･
中
学
生
か
ら
図
画
約
二
、
0

0
0
点
、
作
文
約
三
、
0
0
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
だ
け
の
応
募
総
数
で
あ
る
う
え
、
個
性
的
で
甲
乙
つ

け
が
た
い
作
品
の
数
々
を
目
の
前
に
、
審
査
員
の
方
々
は

苦
労
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
上
位
入
選
者
に
対
し
て
は
七
月

下
旬
に
表
彰
式
を
行
い
、
那
覇
市
及
び
名
護
市
に
お
い
て

展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
作
品
の
傾
向
と
し
て
は
道
路

を
き
れ
い
に
し
て
い
こ
う
、
と
い
う
主
旨
の
も
の
が
多
い

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

二
〇
回
の
節
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
、
一
〇
万
点
近
く

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
当
コ
ン
ク
ー
ル
を
契
機
に
、
公

共
施
設
や
公
共
事
業
の
大
切
さ
を
子
供
達
に
感
じ
て
も
ら

う
良
い
機
会
と
し
て
、
ま
す
ま
す
充
実
し
た
も
の
と
な
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

(写
真

1
)
。

◆

｢道
の
日
｣
の
開
催
イ
ベ
ン
ト

八
月
一
O
日
の

｢道
の
日
｣
に
ち
な
ん
で
、
八
月

一
〇

日
に
那
覇
市
の
国
際
通
り
に
あ
る

｢那
覇
市
ぶ
ん
か
テ
ン

ブ
ス
館
｣
に
て
、
道
路
愛
護
功
労
者
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た

(写
真
2
)。

今
年
度
は
団
体
の
部
と
個
人
の
部
に
お
い
て
、
国
土
交

通
大
臣
表
彰
の
受
賞
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
日
本
道
路
協

会
表
彰
二
団
体
･沖
縄
地
方
推
進
協
議
会
会
長
表
彰
二
団

体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
県
内
第
一
号
と
し
て
名
護
市
に
誕
生
し
た

｢道
の
駅

許
田
｣
が
日
本
道
路
協
会
会
長
賞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
｢道
の
駅

許
田
｣
は
、
年
間
利
用
者
数
約

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
』
･

｢道
の
日
｣
の
行
事
報
告

1 ｢図画 ･作文コンクール｣ 表彰式



　
　
　

し

真
　　
　 日本道路協会会長賞を受賞した

｢道の駅 許田｣

一
五
〇
万
人
と
大
き
な
賑
わ
い
の
空
間
と
な
り
、
北
部
の

玄
関
口
と
し
て
道
路
利
用
者
や
地
域
の
人
々
へ
の
情
報
発

信
の
拠
点
と
し
て
、
展
示
即
売
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
様
々

な
企
画
が
行
わ
れ
地
域
文
化
の
交
流
促
進
、
地
域
産
業
の

発
展
向
上
の
場
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す

(写

真
3
)。

表
彰
式
終
了
後
に
ミ
ス
沖
縄
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
を
は
じ
め

と
し
て
国
、
沖
縄
県
、
那
覇
市
の
関
係
機
関
職
員
が
会
場

周
辺
や
国
際
通
り
で
、
道
行
く
人
々
へ
の
街
頭
広
報
活
動

を
行
い
ま
し
た

(写
真
4
)。

ま
た
、
国
道
事
務
所
及
び
県
土
木
事
務
所
に
お
い
て
県

内
の
小
･
中
学
生
を
対
象
に

｢
一
日
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
｣

｢夏
休
み
親
子
道
路
施
設
見
学
会
｣
(写
真
5
)
を
行
っ
た

ほ
か
、
県
内
の
各
道
路
管
理
者
が
関
係
機
関

(所
轄
警
察

署
、
地
元
自
治
会
)
な
ど
の
協
力
を
得
て

｢不
法
占
用
物

件
の
一
掃
｣
｢道
路
清
掃
、
除
草
、
空
缶
収
集
｣
等
の
道

路
ク
リ
ー
ン
運
動
を
、
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
の
期
間
中
県

内
各
地
で
実
施
し
、
道
路
の
正
し
い
利
用
及
び
道
路
愛

護
,
美
化
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

写真 4 街頭広報活動

写真 5 道路 1日パトロール

写真 2 ｢道路愛護功労者｣ 表彰式
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騨
覊
豊
日鼠
囮粥団
細
田
護
圈
霊
国
目国
難
拙
朝蟄
轤
留
日は誇
軽
圏
制錮個
仙劃
綬藺
躍
園
=團
雷刷
圃
鰻
耀醇区
園
日
罐
簡
錮
囲
蛔劃細
獨醒脛
簸国
田
囲
副棚㈲
鑓猷國
扣醇
圈
田
図鯏出
掴
調
酌國篝
齦隅
田団園
硼削間
倒
m
國馨
腕

へ道
路
局
路
政
課
の
ダ
イ
蔵
係
長
と

ど
ん
な
目
談
だ
っ
た
の
?

新
人
係
員
シ
ン
イ
チ
の
あ
る
金
曜
日
の
夜
の
一
コ
マ
〉

シ
ン
イ
チ

係
長
、
も
う
八
時
過
ぎ
で
す
ね
。
お
な
か
減

り
ま
し
た
ー
。
ま
だ
帰
ら
な
い
ん
で
す
か
?

ダ
イ
蔵

今
日
は
ち
ょ
っ
と
い
ろ
い
ろ
難
し
い
仕
事
が
回

っ
て
き
て
ね
、
気
に
し
な
い
で
先
帰
っ
て
い
い
よ
。
明

日
は
土
曜
日
だ
し
、
デ
ー
ト
の
約
束
で
も
入
っ
て
る
ん

じ
ゃ
な
い
の
?

シ
ン
イ
チ

い
や
い
や
、
明
日
は
家
の
近
く
の
町
内
会
で

運
動
会
が
あ
る
ん
で
そ
れ
に
出
る
予
定
な
ん
で
す
。

ダ
イ
蔵

へ
ー
、
そ
れ
は
面
白
そ
う
だ
ね
。
じ
や
あ
、
な

お
さ
ら
早
く
帰
ら
な
い
と
だ
め
じ
ゃ
な
い
か
。

一
応
聞
く
け
ど
仕
事
の
関
係
で
何
か
聞
い
て
お
き
た

い
こ
と
と
か
な
い
の
?

シ
ン
イ
チ

(は
っ
と
し
た
顔
を
し
て
)
あ
、
大
事
な
こ

と
を
忘
れ
て
ま
し
た
!

昨
日
電
話
で
問
い
合
わ
せ
を

受
け
た
件
が
あ
っ
て
、
ご
相
談
し
よ
う
と
思
っ
て
た
ん

で
す
。

ダ
イ
蔵

な
に
な
に
、
そ
れ
は
大
事
な
話
じ
ゃ
な
い
か
。

ど
ん
な
相
談
だ
っ
た
の
?

シ
ン
イ
チ

え
ー
と
、
あ
る
町
役
場
の
道
路
管
理
部
門
の

方
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
山
を
走
っ

て
い
る
町
道
で
い
わ
ゆ
る
ポ
ン
コ
ツ
車

(事
故
か
な
に

か
で
大
部
分
が
大
破
し
て
い
る
模
様
。
た
だ
、
ナ
ン
バ

ー
は
つ
い
て
い
て
所
有
者
は
確
認
で
き
る
と
の
こ
と
)

が
放
置
さ
れ
て
い
た
の
で
撤
去
し
た
い
ら
し
い
の
で
す

が
、
道
路
管
理
者
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
措
置
を
と
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
質
問
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。

ダ
イ
蔵

な
る
ほ
ど
ね
。
な
か
な
か
難
し
い
問
題
だ
ね
。

で
も
道
路
に
そ
ん
な
も
の
が
置
か
れ
た
ま
ま
だ
っ
た

ら
、
他
の
通
行
者
の
安
全
な
通
行
を
阻
害
し
か
ね
な
い

し
、
道
路
管
理
者
と
し
て
す
み
や
か
に
適
切
な
処
置
を

す
べ
き
だ
よ
ね
。
シ
ン
イ
チ
君
は
ど
う
考
え
た
の
か

　
　　
　

シ
ン
イ
チ

実
は
少
し
考
え
て
分
か
ら
な
か
っ
た
ん
で
、

来
週
じ
っ
く
り
考
え
よ
う
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
な
ん

で
す
!
。
(道
路
法
令
総
覧
を
め
く
り
な
が
ら
)
う
ー

ん
と
、
あ
、
係
長
わ
か
り
ま
し
た
。
道
路
法
第
六
七
条

の
二
の
違
法
放
置
物
件
に
対
す
る
措
置
の
規
定
を
使
っ

て
移
動
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ダ
イ
蔵

う
ー
ん
、
目
の
付
け
所
と
し
て
は
い
い
け
ど
、

第
六
七
条
の
二
を
よ
く
読
ん
で
み
た
?

当
該
規
定
を

使
え
る
の
は

｢道
路
の
改
築
、
修
繕
若
し
く
は
災
害
復

旧
に
関
す
る
工
事
又
は
除
雪
そ
の
他
の
道
路
の
維
持
の

施
行
の
た
め
緊
急
や
む
を
得
な
い
場
合
｣
で
あ
っ
て
、

極
め
て
限
定
さ
れ
た
場
合
で
し
か
適
用
さ
れ
な
い
ん
だ

よ
ね
。
し
か
も
対
象
物
と
し
て
は

｢車
両
｣
と
な
っ
て

い
る
か
ら
、
問
い
合
わ
せ
の
あ
っ
た
ケ
ー
ス
で
は
ポ
ン

コ
ツ
車
両
で
大
破
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
車
両
と
呼
ぶ

の
は
難
し
い
だ
ろ
う
ね
。

シ
ン
イ
チ

そ
う
か
ー
。
た
し
か
に
道
路
法
解
説
に
は

｢緊
急
や
む
を
得
な
い
場
合
｣
と
は
、
道
路
の
改
築
等

を
し
な
け
れ
ば
、
道
路
の
構
造
に
損
害
が
生
じ
、
あ
る

い
は
一
般
交
通
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
と
認
め
ら
れ

る
場
合
と
書
か
れ
て
い
る
し
、
今
回
の
ケ
ー
ス
は
山
道

で
あ
ま
り
交
通
量
も
多
く
な
い
と
こ
ろ
み
た
い
な
の

で
、
厳
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

ダ
イ
蔵

そ
の
と
お
り
。
基
本
的
に
道
路
上
の
車
両
の
放

置
に
対
し
て
は
、
道
路
交
通
法
に
基
づ
く
警
察
に
よ
る

適
時
適
切
な
取
締
り
を
期
待
す
べ
き
だ
し
、
道
路
法
上

は
道
路
上
に
車
両
を
と
め
て
お
く
こ
と
も
通
行
の
一
形

態
で
あ
っ
て
、
違
法
な
行
為
に
は
当
た
ら
な
い
と
解
さ

れ
る
ん
だ
。
だ
け
ど
、
道
路
は
一
般
交
通
の
用
に
供
す

る
公
物
で
あ
っ
て
、
円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
と
い
う



の
も
大
事
な
要
素
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
使
用
に
つ
い
て

一
定
の
合
理
的
な
範
囲
内
で
私
人
の
権
利
が
制
限
さ
れ

る
こ
と
も
妥
当
で
あ
る
と
い
う
の
が
本
条
の
思
想
な
ん

だ
。
だ
か
ら
、
本
条
の
適
用
に
は
道
路
管
理
行
為
の
執

行
上
必
要
と
さ
れ
る
一
定
の
場
合

(す
な
わ
ち
、
道
路

の
改
築
等
の
た
め
緊
急
や
む
を
得
な
い
場
合
)
に
限
る

の
が
妥
当
と
言
え
る
だ
ろ
う
ね
。

シ
ン
イ
チ

な
る
ほ
ど
ー
、
勉
強
に
な
り
ま
す
。
あ
、
係

長
、
第
四
四
条
の
二
の
違
法
放
置
物
件
に
対
す
る
措
置

の
適
用
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
?

道
路
上
に
違
法
放

置
物
件
が
置
か
れ
て
い
る
場
合
で
、
道
路
の
構
造
に
損

害
を
及
ぼ
し
、
又
は
交
通
に
危
険
を
及
ぼ
し
て
い
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
道
路
管
理
者
が
自
ら
当
該
放
置

物
件
を
除
去
し
、
又
は
命
じ
た
者
等
に
除
去
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
規
定
で
こ
の
ケ
ー
ス
に
も
あ
て
は

ま
り
そ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
が
。

ダ
イ
蔵

う
ー
ん
、
ま
た
ま
た
視
点
と
し
て
は
い
い
け
ど

も
う
少
し
だ
ね
。
第
四
四
条
の
二
に
よ
る
措
置
を
行
う

要
件
と
し
て
、
条
文
に
は

｢当
該
違
法
放
置
物
件
の
占

有
者
、
所
有
者
そ
の
他
当
該
違
法
放
置
物
件
に
つ
い
て

権
限
を
有
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所
を
知
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
｣
と
書
か
れ
て
い
る
ね
。

問
い
合
わ
せ
の
ケ
ー
ス
で
は
車
に
は
ナ
ン
バ
ー
が
つ

い
て
い
る
わ
け
だ
か
ら

警
察
署
等
に
解
答
云す
れ
ば
当

然
所
有
者
等
が
わ
か
る
は
ず
だ
か
ら
当
該
要
件
に
は
該

当
し
な
い
こ
と
に
な
ら
な
い
か
な
?

シ
ン
イ
チ

確
か
に
そ
の
と
お
り
で
す
ね
･･･。
道
路
法
解

説
に
も
道
路
管
理
者
は
必
要
に
応
じ
、
放
置
場
所
付
近

の
住
民
等
か
ら
の
聞
き
取
り
を
行
う
な
ど
占
有
者
等
の

確
認
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
と
書
い
て
あ
り
ま
す
し
、

占
有
者
等
を
特
定
す
る
た
め
に
一
定
の
努
力
を
果
た
し

た
上
で
分
か
ら
な
い
場
合
に
、
初
め
て
第
四
四
条
の
二

は
適
用
で
き
る
ん
で
す
ね
。

ダ
イ
蔵

そ
の
通
り
。
あ
と
、
付
け
加
え
の
論
点
と
し
て
、

そ
も
そ
も
当
該
規
定
は
通
常
の
車
両
に
適
用
す
る
こ
と

は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
知
っ
て
い
る
か
な
?

当
該
規
定
は
平
成
三
年
に
創
設
さ
れ
た
ん
だ
け
ど
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
破
片
、
段
ボ
ー
ル
、
タ
イ
ヤ
や
空
き
缶
等

の
放
置
物
件
が
多
数
道
路
上
に
放
置
さ
れ
、
道
路
交
通

に
重
大
な
支
障
を
及
ぼ
し
て
い
た
当
時
の
状
況
に
鑑

み
、
道
路
管
理
者
と
し
て
も
道
路
構
造
に
及
ぼ
す
べ
き

損
害
を
防
ぐ
た
め
に
早
急
に
違
法
放
置
物
件
を
除
去
で

き
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
と
い
う
趣
旨
で
作
ら
れ
た
ん

だ
。
当
時
の
通
達
の
中
で
も

｢違
法
放
置
物
件
に
は
、

車
両

(廃
棄
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を

除
く
。)
が
含
ま
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。｣
が
確
認

さ
れ
て
い
る
ん
だ
よ
ね

(平
成
三
年
三

月
一
日
建
設

省
道
政
発
第
六
〇
号
建
設
省
道
路
局
路
政
課
長
通
達
)。

た
だ
、
今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
大
部
分
が
大
破
し
て
い
る

み
た
い
だ
し
、
廃
棄
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る

余
地
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
ね
。

シ
ン
イ
チ

そ
う
か
。
じ
ゃ
あ
今
回
の
ケ
ー
ス
も
ナ
ン
バ

ー
が
な
く
て
占
有
者
等
が
特
定
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ

れ
ば
第
四
四
条
の
二
を
使
っ
て
除
去
す
る
こ
と
は
可
能

な
ん
で
す
ね
。

ダ
イ
蔵

う
ん
、
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
ね
。
た
だ
、
違

法
放
置
物
件
の
処
理
に
つ
い
て
は
道
路
管
理
者
だ
け
で

な
く
、
警
察
も
行
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
緊
密
な
情
報
交

換
を
行
う
必
要
が
あ
る
し
、
平
成
三
年
の
通
達
で

｢違

法
放
置
物
件
が
現
金
･有
価
証
券
や
貴
重
品
等
の
場
合

に
は
、
道
路
管
理
者
は
、
当
該
違
法
放
置
物
件
が
放
置

さ
れ
て
い
た
場
所
を
管
轄
す
る
警
察
署
の
署
長
に
連
絡

し
て
遺
失
物
法
に
定
め
る
手
続
を
と
る
こ
と
。｣
(同
通

達
)
と
さ
れ
て
い
て
、
財
産
価
値
が
あ
る
程
度
認
め
ら

れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
遺
失
物
法
の
手
続
き
に
従
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
。

シ
ン
イ
チ

そ
う
な
ん
で
す
ね
-
、
道
路
の
管
理
の
た
め

と
い
っ
て
も
、
道
路
管
理
者
が
一
元
的
に
行
う
わ
け
に

は
い
か
な
い
ん
で
す
ね
。
(道
路
法
令
総
覧
を
め
く
り

な
が
ら
)
係
長
!

さ
っ
き
の
ペ
ー
ジ
の
続
き
に
占
有

者
等
の
氏
名
及
び
住
所
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に

は
、
法
第
七
一
条
第
一
項
の
監
督
処
分
に
よ
っ
て
そ
の

者
に
速
や
か
に
除
去
を
命
ず
る
こ
と
と
な
る
と
書
い
て

あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
ケ
J
ス
も
第
七
一
条
に
基
づ

い
て
監
督
処
分
は
で
き
る
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
?

ダ
イ
蔵

そ
う
、
や
っ
と
正
解
に
た
ど
り
つ
い
た
ね
。
今

回
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
特
殊
な
場
合
と
言
え
る
か
も
し

れ
な
い
け
ど
、
第
七
一
条
に
基
づ
い
て
監
督
処
分
を
す



る
こ
と
は
可
能
だ
と
考
え
ら
れ
る
ね
。

シ
ン
イ
チ

そ
う
で
す
よ
ね
、
第
四
三
条
第
二
項
に
違
反

し
て

｢み
だ
り
に
道
路
に
土
石
、
竹
木
等
の
物
件
を
た

い
積
し
、
そ
の
他
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及

ぼ
す
虞
の
あ
る
行
為
｣
を
し
て
い
る
し
、
第
七
一
条
は

処
分
の
相
手
が
当
然
分
か
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す

か
ら
、
今
回
の
ケ
ー
ス
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
ね
。

ダ
イ
蔵

そ
う
い
う
こ
と
だ
ね
、
難
し
か
っ
た
け
ど
勉
強

に
な
っ
た
だ
ろ
う
。

シ
ン
イ
チ

は
い
、
係
長
、
長
々
と
す
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

も
う
こ
ん
な
時
間
だ
し
、
明
日
の
た
め
に
も
今
日
は
お

先
に
帰
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

ダ
イ
蔵

そ
う
だ
ね
。
じ
や
あ
、
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
か
わ
い

そ
う
だ
か
ら
、
最
後
に
シ
ン
イ
チ
君
で
も
分
か
る
簡
単

な
問
題
を
出
し
て
あ
げ
よ
う
。
去
年
、
試
験
勉
強
し
て

た
か
ら
、
た
や
す
い
問
題
だ
と
思
う
け
ど
最
高
裁
の
判

例

(※
)
上
、
道
路
管
理
者
が
故
障
車
両
が
放
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
対
処
し
な
か
っ
た
た
め
に
事

故
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
い
、
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
た

事
件
が
あ
っ
た
と
思
う
け
ど
、
そ
れ
は
ど
れ
く
ら
い
の

時
間
だ
っ
た
っ
け
?

シ
ン
イ
チ

え
ー
と
、
え
ー
と
、
じ
や
あ
明
日
の
徒
競
走

に
向
け
て
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
、
家
に
帰
り
ま
ー
す
。
さ

よ
う
な
ら
~

(猛
ダ
ッ
シ
ュ
で
部
屋
か
ら
逃
走
)。

ダ
イ
蔵

こ
ら
ー
、
待
て
ー
。

※
･･白
取
高
裁
昭
和
五
〇
年
七
月
二
五
日
判
決

幅
員
七
･
五
m
の
国
道
の
中
央
線
付
近
に
故
障
大
型
車
が
約
八
七
時
間

に
わ
た
っ
て
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
に
起
き
た
事
故
に
関
し
、
判
例
は
、

道
路
の
安
全
性
を
著
し
く
欠
如
す
る
状
態
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

看
視
体
制
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
放
置
の
事
実
す
ら
知
ら
ず
、
安

全
を
保
持
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
措
置
を
ま
っ
た
く
講
じ
て
い
な
か

っ
た
の
は
道
路
管
理
者
に
お
い
て
道
路
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
認
め
た

(昭
和
二
十
七
年
六
月
十
日
法
律
第
百
八
十
号
)。

(参
照
条
文
)

(道
路
に
関
す
る
禁
止
行
為
)

第
四
十
三
条

何
人
も
道
路
に
関
し
、
左
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら

な
い
。

一

み
だ
り
に
道
路
を
損
傷
し
、
又
は
汚
損
す
る
こ
と
。

二

み
だ
り
に
道
路
に
土
石
、
竹
木
等
の
物
件
を
た
い
積
し
、
そ
の
他

道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
あ
る
行
為
を
す
る
こ

"と
0

金
違
法
放
置
物
件
に
対
す
る
措
置
)

第
四
十
四
条
の
二

道
路
管
理
者
は
、
第
四
十
三
条
第
二
号
の
規
定
に
違

反
し
て
、
道
路
を
通
行
し
て
い
る
車
両
か
ら
落
下
し
て
道
路
に
放
置
さ

れ
た
当
該
車
両
の
積
載
物
そ
の
他
の
道
路
に
放
置
さ
れ
た
物
件

(以
下

こ
の
条
に
お
い
て

｢違
法
放
置
物
件
｣
と
い
う
。)
が
、
道
路
の
構
造
に

損
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
交
通
に
危
険
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
違
法
放
置
物
件
の
占
有
者
、
所
有
者
そ
の
他
当

該
違
法
放
置
物
件
に
つ
い
て
植
原
を
有
す
る
者

(以
下
こ
の
条
に
お
い

て

｢違
法
放
置
物
件
の
占
有
者
等
｣
と
い
う
。)
の
氏
名
及
び
住
所
を
知

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
、
第
七
十
一
条
第

一

項
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
き
は
、
当
該
違
法
放
置
物
件
を
自
ら
除
去
し
、
又
は
そ
の
命
じ
た

者
若
し
く
は
委
任
し
た
者
に
除
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
~
8

(略
)

(長
時
間
放
置
さ
れ
た
車
両
の
移
動
等
)

第
六
十
七
条
の
二

道
路
管
理
者
又
は
そ
の
命
じ
た
者
若
し
く
は
そ
の
委

任
を
受
け
た
者
は
、
道
路
の
改
築
、
修
繕
若
し
く
は
災
害
復
旧
に
関
す

る
工
事
又
は
除
雪
そ
の
他
の
道
路
の
維
持
の
施
行
の
た
め
緊
急
や
む
を

得
な
い
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
道
路
に
長
時
間
放
置
さ
れ
た

車
両
に
つ
い
て
、
現
場
に
当
該
車
両
の
運
転
を
す
る
者
そ
の
他
当
該
車

両
の
管
理
に
つ
い
て
責
任
が
あ
る
者
が
い
な
い
と
き
に
限
り
、
当
該
車

両
が
放
置
さ
れ
て
い
る
場
所
か
ら
の
距
離
が
五
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な

い
道
路
上
の
場
所
に
当
該
車
両
を
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
当
該
車
両
が
放
置
さ
れ
て
い
る
場
所
か
ら
の
距
離
が
五

十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
範
囲
の
地
域
内
の
道
路
上
に
当
該
車
両
を
移

動
す
る
場
所
が
な
い
と
き
は
、
自
動
車
駐
車
場
、
空
地
、
こ
の
項
前
段

に
規
定
す
る
場
所
以
外
の
道
路
上
の
場
所
そ
の
他
の
場
所
に
当
該
車
両

を
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
1
5

(略
)

(道
路
管
理
者
等
の
監
督
処
分
)

第
七
十
一
条

道
路
管
理
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

に
対
し
て
、
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
っ

て
与
え
た
許
可
若
し
く
は
承
認
を
取
り
消
し
、
そ
の
効
力
を
停
止
し
、

若
し
く
は
そ
の
条
件
を
変
更
し
、
又
は
行
為
若
し
く
は
工
事
の
中
止
、

道
路

(連
結
許
可
等
に
係
る
自
動
車
専
用
道
路
と
連
結
す
る
施
設
を
含

む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。)
に
存
す
る
工
作
物
そ
の
他
の
物
件

の
改
築
、
移
転
、
除
却
若
し
く
は
当
該
工
作
物
そ
の
他
の
物
件
に
よ
り

生
ず
べ
き
損
害
を
予
防
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
を
す
る
こ
と
若
し
く

は
道
路
を
原
状
に
回
復
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
又
は
こ
れ

ら
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
て
い
る
者

二

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
る
許
可
又

は
承
認
に
付
し
た
条
件
に
違
反
し
て
い
る
者

三

詐
偽
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基

づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
る
許
可
又
は
承
認
を
受
け
た
者

2
~
7

(略
)

;6 濱冬〒セ 2006.10
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合
併
に
伴
う
鬮
週
市
の
遭
幡
衝
鯉

田
辺
市
建
設
部
管
理
課
管
理
係

二

合
併
の
経
緯

当
地
域
の
合
併
の
論
議
は
、
全
国
的
に
市
町
村
合
併
の

動
き
が
高
ま
る
中
、
和
歌
山
県
内
の
六
つ
の
広
域
市
町
村

圏
の
一
つ
で
あ
る

｢田
辺
周
辺
広
域
市
町
村
圏
組
合
｣
を

組
織
す
る
関
係
一
0
市
町
村
の
中
で
、
合
併
に
関
す
る
意

見
交
換
、
研
修
会
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
一

三
年
五
月
に
助
役
と
合
併
担
当
職
員
で
構
成
す
る

｢田
辺

周
辺
市
町
村
合
併
研
究
会
｣
を
設
置
し
、
合
併
に
関
す
る

調
査
研
究
の
取
組
み
を
始
め
ま
し
た
。こ
の
研
究
会
で
は
、

関
係
市
町
村
が
行
っ
て
い
る
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
行
政

事
務
の
現
状
を
比
較
す
る
た
め
の
｢事
務
事
業
現
況
調
査
｣

と
と
も
に
、
合
併
協
議
の
中
で
策
定
す
る
市
町
村
建
設
計

画
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
の

｢将
来
構
想
基
礎
調
査
｣

を
行
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
調
査
研
究
を
も
と
に
、
平
成

=

は
じ
め
に

和
歌
山
県
田
辺
市
は
、
紀
伊
半
島
の
南
西
部
側
、
和
歌

山
県
の
南
部
に
位
置
し
て
い
ま
す

(図
1
)。
東
西
約
四

五
如
、
南
北
約
四
六
血
で
、
総
面
積
は
、
一
、
0
二
六
･

六
三
蝸
あ
り
、
和
歌
山
県
全
域

(四
、
七
二
五
嬬
)
の
二

割
を
超
え
る
県
下
最
大
の
広
大
な
面
積
を
有
し
、
人
口
は

約
八
六
、
0
0
0
人
で
す
。
市
道
の
総
延
長
も
約
一
、
三

四
二
如
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
形
に
つ
い
て
は
、

海
岸
部
か
ら
す
ぐ
山
岳
地
帯
へ
と
移
行
し
て
お
り
、
森
林

面
積
が
九
一
七
幅
と
全
体
の
約
九
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
は
、
神
秘
的
で
奥
深
い
森
林
･
渓
谷
、
景
観
の

良
い
海
岸
な
ど
の
豊
か
な
自
然
と
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ

る
新
鮮
で
豊
富
な
海
山
川
の
幸
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
熊
野
古
道

･
熊
野
本
宮
大
社
に
代
表
さ
れ
る
歴
史
や
文

化
、
龍
神
温
泉
や
湯
の
峰
･
川
湯
･
渡
瀬
温
泉
を
は
じ
め

と
す
る
温
泉
、
自
然
を
生
か
し
た
多
種
多
彩
な
活
動
や
遊

び
、
気
候
や
地
理
的
条
件
に
恵
ま
れ
た
農
林
水
産
業
と
そ

の
産
物
を
活
か
し
た
加
工
業
や
観
光
リ
ゾ
ー
ト
産
業
の
ほ

か
、
中
心
市
街
地
に
は
商
業

･
飲
食
業
や
金
融
･
医
療

･

文
化

･
行
政
機
関
な
ど
の
都
市
的
機
能
が
集
積
し
て
い
ま

す
。
中
心
市
街
地
か
ら
は
、
京
阪
神
地
域
や
関
西
国
際
空

港
に
二
時
間
、
首
都
圏
に
は
南
紀
白
浜
空
港
よ
り
飛
行
機

で
一
時
間
と
い
う
時
間
距
離
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
高

速
道
路
の
南
伸
に
よ
っ
て
、
大
阪
都
市
圏
と
は
更
な
る
時

間
距
離
の
短
縮
が
期
待
さ
れ
る
な
ど
、
自
然
や
歴
史
な
ど

の
資
源
が
豊
か
な
山
村
地
域
と
、
県
南
部
の
都
市
的
機
能

の
中
核
を
担
う
都
市
的
地
域
を
有
し
て
い
ま
す
。
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図 1 田辺市の位置図

一
四
年
四
月
一
日
を
も
っ
て
、
田
辺
市
、
龍
神
村
、
南
部

川
村
、
南
部
町
、
白
浜
町
、
中
辺
路
町
、
大
塔
村
、
上
富

田
町
、
日
置
川
町
、
す
さ
み
町
、
の
一
市
六
町
三
村
か
ら

な
る
田
辺
広
域
任
意
合
併
協
議
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

以
後
、
狩
余
曲
折
を
経
て
平
成
一
七
年
五
月
一
日
に
田
辺

市
、
龍
神
村
、
中
辺
路
町
、
大
塔
村
、
本
宮
町
の
一
市
二

町
二
村
か
ら
な
る
新
｢田
辺
市
｣
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
市
の
紹
介
で
述
べ
た
よ
う
に
大
変
広
い
市
域
で

あ
る
た
め
、
旧
田
辺
市
役
所
を
本
庁
と
し
、
旧
四
町
村
役

場
に
行
政
局
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

(図
2
)。

亘

合
併
時
の
諸
問
題

合
併
に
よ
る
問
題
点
の
確
認
と
し
て
は
、
占
用
許
可
申

請
及
び
料
金
の
統
一
、
各
種
申
請
書
の
受
付
及
び
許
可
業

務
、
道
路
台
帳
の
整
備
等
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

占
用
許
可
申
請
に
つ
い
て
は
、
旧
田
辺
市
の
基
準
を
用

い
、
平
成
一
七
年
度
中
の
新
規
申
請
に
つ
い
て
、
許
可
期

間
を
一
年
以
内

(平
成
一
人
年
三
月
三
一
日
)
と
し
平
成

一
八
年
度
に
概
許
可
物
件
の
一
斉
継
続
申
請
を
行
う
。
ま

た
、
平
成
一
八
年
度
以
降
は
、
許
可
期
間
を
最
長
五
年
以

内
と
し
、
平
成
二
三
年
三
月
三
一
日
に
す
べ
て
の
占
用
許

可
期
限
の
統
一
を
図
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
占
用
料
金
に

つ
い
て
は
、
平
成
一
七
年
度
四
月
分
に
つ
い
て
は
旧
市
町

村
の
単
価
を
用
い
、
五
月
以
降
は
、
新
市
の
単
価
で
算
定

す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

各
種
申
請
書

(占
用
許
可
、
工
事
施
工
承
認
、
掘
削
許

可
、
公
共
用
地
の
境
界
確
定
等
)
の
受
付
及
び
許
可
業
務

に
つ
い
て
は
、
施
行
場
所
等
に
よ
り
窓
口
を
設
定
し
基
本

的
に
旧
田
辺
市
分
は
本
庁
で
旧
四
町
村
分
は
各
行
政
局
で

支
障
の
有
無
壁
寸を
確
認
し
た
後
、
許
可
等
を
行
う
事
と
し

ま
し
た
。
但
し
、
広
範
囲
に
お
よ
ぶ
関
西
電
力
株
式
会
社

及
び
西
日
本
電
信
電
話
会
社
等
の
占
用
料
金
が
発
生
す
る
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継
続
申
請
に
つ
い
て
は
、
本
庁
で
対
応
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
各
種
様
式
及
び
必
要
書
類
に
つ
い
て
も
統

一
化
を
図
り
ま
し
た
。

路
線
に
つ
い
て
は
、
旧
市
町
村
道
を
す
べ
て
市
道
認
定

し
路
線
名
に
つ
い
て
は
、現
状
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

道
路
及
び
道
路
付
属
物
の
損
傷
等
の
情
報
に
つ
い
て

は
、
合
併
に
よ
り
職
員
の
削
減
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
旧

市
町
村
が
個
別
に
地
元
郵
便
局
と
覚
書
を
締
結
し
て
い
た

｢住
民
生
活
に
係
る
情
報
提
供
に
関
す
る
覚
書
｣
を
新
市

と
し
て
新
た
に
締
結
し
、
危
険
箇
所
等
の
早
期
発
見
に
努

ヌ

め
て
い
ま
す
。

道
路
台
帳
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
合
併
協
議
の
中
で
具

体
的
な
方
法
の
取
組
み
ま
で
は
決
定
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。
問
題
点
と
し
て
は
、
旧
市
町
村
で
道
路
台
帳
作
成
の

委
託
会
社
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
た
め
台
帳
の
精
度
に
大

き
な
開
き
が
あ
り
、
更
新
期
間
に
つ
い
て
も
毎
年
更
新

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
二
、
三
年
お
き
の
と
こ

ろ
も
あ
っ
た
た
め
で
す
。
現
状
は
、
紙
ベ
ー
ス
の
道
路

台
帳
で
あ
り
、
合
併
前
と
同
じ
よ
う
に
更
新
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
お
客
様
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
本
庁
で
す

べ
て
把
握
で
き
て
い
な
い
の
で
、
各
行
政
局
で
し
か
要

望
に
お
答
え
で
き
な
い
状
況
も
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
今
後
は
、
電
子
デ
ー
タ
化
を
視
野
に
入
れ
ど
こ

で
も
お
客
様
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
答
え
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
便
利
で
分
か
り
や
す
い
道
路
台
帳
の
整
備
に

向
け
、
財
政
課
等
と
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

四

弱
わ
り
に

綱
｢市
町
村
合
併
と
道
路
管
理
｣
に
つ
い
て
は
、
合
併
協

橇

議
の
中
で
は
各
市
町
村
間
に
お
い
て
、
あ
ま
り
大
き
な

擬
相
違
点
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
o

基
本
的
に
各
自
治
体

の市

と
も
道
路
法
に
準
拠
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

腿
の
寄
稿
を
礬

に
よ
り
良
ぃ
道
路
管
理
に
つ
ぃ
て
･

皆

2

様
方
の
参
考
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
、
嬉
し
く

図

思
い
ま
す
。
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きざ拌
讃
ぎ溝

現
場
の
取
組
み
事
例

熟
さ
浚
き

/

｣

ま
ち
づ
く
り
と
雪
邇
事
情

青
森
県
中
油
町
建
設
課
長

横
山

和
行

日

韓
油
町
の
棚
襄

青
森
県
中
泊
町
は
、
青
森
県
津
軽
半
島
の
中
央
部
を
走

る
津
軽
山
地
の
西
に
位
置
し
、
平
成
一
七
年
三
月
二
人
日

に
様
々
な
狩
余
曲
折
を
経
て
、
旧
中
里
町
と
旧
小
泊
村
が

旧
市
浦
村

(現
在
は
五
所
川
原
市
)
を
挟
ん
で
飛
び
地
合

併
し
て
誕
生
し
た
町
で
す

(図
↓

。

総
面
積
は
二
一
六
･
二
五
嬬
、
人
口
が
約
一
四
、
七
〇

〇
人
で
、
中
里
地
域
は
東
西
一
三
如
、
南
北
二
一
如
の
広

さ
を
持
ち
、
面
積
は
一
五
一
･
六
三
覇
、
小
泊
地
域
は
東

西
一
三
如
、
南
北
一
六
如
、
面
積
が
六
四
･
六
二
嬬
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

両
地
域
の
中
心
部
は
約
二
五
m
の
距
離
に
あ
り
、
車
で

の
所
要
時
間
は
三
〇
分
程
度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

合
併
し
て
か
ら
一
年
六
ヵ
月
経
ち
ま
し
た
が
、
今
年
三

むつ市 　
　

　

北
岡
＼
!
&
Jも
ゾ
メ
六
ヶ所
村

　
　

　
　
　
　
　

　
平内町

町

}

市

　
　
　

　
　

東北町 ゞ

　
　

泊
に
す
い

、左
れ
い
平

中
調
動
て
陽
(

ま
て
(

基
躍
し
太
緑
恵
し

　

　

の

僻

　

　

中

箒

2

横

繊
麗

図 1 中泊町の位置図

中油町

八戸市



こ
れ
は
農
業
の
中
里
地
域

(写
真
1
)、
漁
業
と
観
光

の
小
泊
地
域

(写
真
2
)
の
特
性
を
活
か
し
、
行
政
と
住

民
が
一
体
と
な
っ
て
飛
び
地
合
併
の
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
し

な
が
ら
歩
む
未
来
へ
の
道
し
る
べ
と
し
た
も
の
で
す
。

二

動
き
瑳
し
た
申
油
丸

新
町
建
設
に
は
、
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す

が
、
町
民
の
一
体
感
の
醸
成
と
各
種
情
報
の
共
有
化
、
更

な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
、
行
政
側
が
早
急
に
取
り

組
む
べ
き
課
題
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
次
の
よ
う
な
施
策
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

1

地
域
連
絡
バ
ス
の
連
行

平
成
一
七
年
七
月
三

日
か
ら
地
域
連
絡
バ
ス
を
一
日

二
往
復
、
連
行
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
バ
ス
は
、
中
泊
本
庁
と
小
泊
支
所
及
び
町
内
の
主

要
公
共
施
設
を
巡
回
す
る
も
の
で
、
本
年
八
月
末
ま
で
の

利
用
者
数
は
延
べ
二
一
、
四
五
一
人
を
数
え
、
一
日
平
均

約
七
四
人
の
利
用
が
あ
り
、
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
無
慾
酬
、
利
用
料
は
無
料
で
す
。

2

中
泊
町
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
運
用
開
始

平
成
一
人
年
三
月
三
日
か
ら
は
、
中
泊
町
地
域
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
の
運
用
も
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
本
庁

･
支
所
･
各
公
共
施
設
･
小
中
学
校
を
光

月
に
策
定
し
た

｢中
泊
町
長
期
総
合
計
画
｣
で
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
理
念
を

｢大
地
の
恵
み
と
海
の
幸

心
ひ

と
つ
に
希
望
の
ま
ち
｣
へ
み
ん
な
で
築
く
活
力

･
安
心

･

快
適
の
ふ
れ
あ
い
の
町
〉
と
掲
げ
て
お
り
ま
す
。 写真2 小泊港 (旧小泊村) 写真 1 中里地区 (旧中里町)

フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
で
接
続
し
、
各
公
共
施
設
に
設
置

さ
れ
て
い
る
専
用
の
パ
ソ
コ
ン
で
議
会
中
継
や
行
政
情
報

(
ニ
ュ
ー
ス
･
行
事
案
内

･
窓
口
案
内
な
ど
)
を
視
聴
す

る
こ
と
が
で
き
、
健
康
相
談
な
ど
を
含
む
新
た
な
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

3

防
災
行
政
用
無
線
の
整
備

最
新
情
報
を
正
確
か
つ
迅
速
に
町
内
一
円
へ
放
送
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
希
望
す
る
世
帯
に
は
戸
別
受
信
機

を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

本
庁
を
親
局
と
し
、
支
所
を
地
域
統
制
局
、
二
つ
の
消

防
署
と
二
つ
の
漁
業
協
同
組
合
を
遠
隔
制
御
局
に
、
屋
外

子
局
四
九
局
を
設
置
し
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
情
報
手
段

を
構
築
、
災
害
時
や
緊
急
時
に
お
け
る
対
応
な
ど
に
万
全

を
期
す
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

4

道
路
台
帳
の
統
合

合
併
に
伴
い
、
旧
中
里
町
と
旧
小
泊
村
で
管
理
し
て
い

た
道
路
台
帳
一
式
を
統
合
管
理
し
、
合
併
後
の
道
路
管
理

の
円
滑
化

･
効
率
化
を
図
り
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
一
括
管
理

で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
す
る
計
画
で
進
め
て
お
り
ま
す
。

当
町
も
ご
多
分
に
も
れ
ず
高
齢
化
と
過
疎
化
が
急
速
に

進
み
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
、
漁
業
の
担
い
手
不
足
が

深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
福
祉
･
医
療
･
教
育

･
産

業
な
ど
の
各
分
野
に
お
い
て
も
新
町
建
設
に
向
け
た
各
種



施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

豊

中
油
師
の
道
路
変
通
網
と
そ
の
問
題
点

津

軽

山

主要地方道

1

道
路
交
通
網

大
動
脈
は
国
道
三
三
九
号
で
、
ル
ー
ト
は
弘
前
市
を
起

点
と
し
、
本
町
を
縦
断
し
て
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
に
あ

た
る
龍
飛
崎
ま
で
で
、
こ
れ
に
県
道
の
主
要
地
方
道
一
路

線
と
一
般
県
道
七
路
線
が
幹
線
道
路
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

町
道
は
四
八
五
路
線
で
延
長
が
二
九
三
･
四
如
あ
り
、

こ
の
う
ち
生
活
関
連
路
線
で
あ
る
一
級
町
道
は
二
六
路

線

･
延
長
五
五
皿
、
三
級
町
道
は
一
九
路
線

･
延
長
三
四

蛔
、
そ
の
他
の
町
道
は
四
四
〇
路
線
二
〇
四
m
と
な
っ
て

い
ま
す

(図
3
)。

五所川原市金木町

国道 3 3 9 号

五所川原市

五所川原市相

2

各
道
路
の
問
題
点

国
道
三
三
九
号
は
、
小
泊
地
域
の
山
間
部
か
ら
龍
飛
崎

ま
で
の

｢竜
泊
ラ
イ
ン
｣
が
一
一
月
下
旬
か
ら
翌
年
の
四

中

　

　
　
　

　

　
　

　

弘前市
町道路概要図図

月
下
旬
ま
で
の
約
半
年
間
、
積
雪
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
る
た

め
、
小
泊
地
域
は
折
戸
地
区
で
地
滑
り
等
が
発
生
し
た
場

合
、
陣
の
孤
島
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

町

m

枷

ま
た
、
県
道
は
小
泊
地
域
に
お
い
て
一
部
未
改
良
区
域

骼

が
あ
り
そ
の
整
備
が
望
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

図

町
道
に
っ
ぃ
て
は
総

じ
て
道
路
幅
員
が
狭
小
な
ぅ
ぇ
、

鉈

急
勾
配
や
急
カ
ー
ブ
が
多
く
、
特
に
冬
期
間
は
積
雪
寒
冷

首

の
厳
し
い
自
然
条
件
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
更
に
道
路
幅
員

“

日

本

海



が
減
少
し
住
民
生
活
に
重
大
な
支
障
を
き
た
し
て
お
り
ま

す
。

表 合併前5年間の除排雪費
(単位 :千円)

旧中里町 旧小泊村

平成12年 70
,
500

“平成13年 54
,
100 18

,
900

平成14年 ㈱ 勤平成15年 鰔 勲平成16年 純 鱒平 均 " 鰡

四

雪
は
郡
禽
が
か
か
る

雪
を
地
域
の
資
源
と
し
て
、
有
効
に
活
用
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

夏
場
の
冷
房
用
や
野
菜

･
果
物
の
貯
蔵
に
、
確
か
日
本

酒
や
ワ
イ
ン
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
般
に
は
普
及
し
て
い
ま
せ
ん
。

表
は
、
平
成
一
二
年
度
か
ら
平
成
一
六
年
度
ま
で
の
旧
中

里
町
と
旧
小
泊
村
の
除
排
雪
費
用
を
示
し
た
も
の
で
す
。

平
成
一
七
年
度
は
中
泊
町
と
し
て
約
一
億
四
、
一
三
〇

万
円
を
支
出
し
て
お
り
ま
す
。

雪
が
降
れ
ば
降
る
ほ
ど
除
排
雪
費
が
か
さ
む
、
ス
リ
ッ

プ
な
ど
に
よ
る
事
故
も
多
い
で
す
。
今
年
は
灯
油
も
高
く

家
計
を
圧
迫
し
そ
う
で
す
。
住
民
も
家
の
前
の
雪
片
付
づ

け
に
追
わ
れ
時
に
は
屋
根
の
雪
降
ろ
し
も
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
作
業
中
の
転
落
事
故
や
屋
根
雪
の
下
敷
き
に

な
っ
た
り
も
し
ま
す
。

春
に
な
れ
ば
、
消
え
て
な
く
な
る
雪
な
の
で
す
が
!
、

津
軽
に
は
こ
う
し
た
現
実
が
あ
り
ま
す
。

雪
の
降
ら
な
い
地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
人
々
に
と
っ

て
、
雪
は
幻
想
的
で
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に
映
る
ら
し
い
の
で

す
が
、
そ
う
思
っ
て
い
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

五

冬
期
に
お
け
る

道
路
変
通
の
嚢
傘
確
保
が
最
大
の
使
命

中
泊
町
は
津
軽
地
方
の
北
部
に
位
置
し
て
お
り
、
冬
は

大
陸
か
ら
の
強
い
季
節
風
が
吹
く
た
め
、
降
雪
が
多
く
、

し
ば
し
ば
地
吹
雪
が
発
生
し
、
｢白
い
悪
魔
｣
と
し
て
恐

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
季
節
風
を
年
配
の
人
の
中
に
は

｢シ
ベ
リ
ア
降
ろ
し
｣
と
言
う
人
も
い
ま
す
。

雪
の
降
り
方
も
そ
の
日
の
天
候
で
大
き
な
違
い
を
見
せ

ま
す
。

参
パ
タ
ー
ン
そ
の
l

童
謡

｢雪
｣
の
三
即
に
あ
る
よ
う
に
、
た
だ
ひ
た
す

ら
降
っ
て
は
ず
ん
ず
ん
積
る
雪
、
こ
ん
な
日
は
あ
ま
り

風
が
強
く
な
い
日
で
あ
る
。

◆
パ
タ
ー
ン
そ
の
2

雪
が
空
か
ら
降
る
こ
と
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
が
、

風
が
強
い
日
は
そ
う
で
は
な
い
。

横
な
ぐ
り
の
雪
が
空
中
を
縦
横
無
尽
に
舞
い
、
視
界

も
悪
く
車
は
ノ
ロ
ノ
ロ
運
転
、
歩
行
者
は
顔
を
あ
げ
て

歩
く
こ
と
が
で
き
な
い

(写
真
3
)。

◆
パ
タ
ー
ン
そ
の
3

極
め
つ
け
は
雪
が
下
か
ら
降
る
日
で
あ
る
。

雪
質
を
歌
手

･
新
沼
謙
治
さ
ん
の

｢津
軽
恋
女
｣
の

津
軽
の
七
つ
の
雪
の
中
か
ら
選
ぶ
と
す
れ
ば
、
｢こ
な写真 3 吹雪の中を走る自動車
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図

7.4

管理に期待すること

雪
｣
だ
ろ
う
か
、
マ
イ
ナ
ス
四
〇
度
前
後
の
シ
ベ
リ
ア

降
ろ
し
が
降
り
積
も
っ
た
雪
を
も
巻
き
込
ん
で
、
地
表

か
ら
上
空
に
舞
い
上
が
り
舞
い
降
り
、
横
か
ら
斜
め
か

ら
好
き
勝
手
に
暴
れ
狂
っ
た
状
態
と
な
る
。
こ
う
な
る

と
道
路
に
沿
っ
て
設
置
さ
れ
て
い
る
防
雪
欄
の
威
力
も

な
く
な
り
、
視
界
は
ゼ
ロ
、
車
は
前
が
見
え
な
い
の
で

進
め
な
い
。

仮
に
進
め
た
と
し
て
も
、
対
向
車
が
目
の
前
に
来
な

い
と
わ
か
ら
な
い
。
止
ま
れ
ば
止
ま
っ
た
で
、
後
続
車

に
追
突
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
車
線
が
わ
か
ら
な
い

の
で
、
道
路
で
の
車
の
位
置
が
わ
か
ら
な
い
。

ま
さ
に
命
が
け
で
あ
る
。

穴

県
民
(町
民
)
が

道
路
整
備
e
曹
理
に
期
待
斬
る
こ
と

図
4
は
、
青
森
県
が
六
月
に
県
政
モ
ニ
タ
ー
二
〇
〇
人

に
対
し
て
実
施
し
た
道
路
行
政
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で
す

(八
七
･
五
%
、
一
七
五
人
が
回
答
)。

や
は
り
、
冬
場
の
除
雪

･
排
雪
の
充
実
を
望
む
が
ニ

ニ
･
九
%
で
第

一
位
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
第
二
位
は
、

歩
道
の
設
置
･
拡
幅
で
一
六
･
三
%
、
第
三
位
が
道
路
の

拡
幅
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
中
泊
町
に

も
当
て
は
ま
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
逆
の
言
い
方
を
す
れ

ば
、
こ
の
問
題
の
解
決
が
行
政
側
の
責
務
で
あ
る
訳
で
す
。

中
里
地
域
と
小
泊
地
域
で
は
雪
の
降
り
方
や
積
雪
量
に

か
な
り
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
合
併
し
て
ふ
た
冬
目
を
目

前
に
除
排
雪
事
業
計
画
を
、
細
部
に
渡
り
見
直
し
す
る
こ

と
も
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

七

お
わ
り
に

前
後
の
脈
絡
も
考
え
ず
に
思
う
が
ま
ま
に
書
き
、
今
回

の
テ
ー
マ
か
ら
だ
い
ぶ
か
け
離
れ
た
よ
う
で
、
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。
本
文
で
紹
介
し
忘
れ
た
こ
と
を
記
し
て
、
終

わ
り
と
い
た
し
ま
す
。

中
泊
町
は
、
本
州
最
北
の
私
鉄

｢津
軽
鉄
道
｣
の
終
着

駅
の
あ
る
町
で
す
。

季
節
毎
に
風
鈴
列
車
、
鈴
虫
列
車
、
ス
ト
ー
ブ
列
車
が

走
り
ま
す
。
特
に
ス
ト
ー
ブ
列
車
は
毎
年
N
H
K
で
放
映

さ
れ
、
津
軽
の
冬
の
風
物
詩
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
真
夏
の
ス
ト
ー
ブ
列
車
と
題
し
て
夏
の
暑
い
日

に
、
列
車
内
の
石
炭
ス
ト
ー
ブ
に
火
を
入
れ
、
ス
ル
メ
な

ど
を
焼
き
な
が
ら
冷
た
い
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
、
五
所
川
原

駅
か
ら
津
軽
中
里
駅
間
を
往
復
乗
車
す
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。車

内
は
五
0
℃
位
に
な
る
そ
う
で
す
。

｢百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
｣
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
一
度
、
中
泊
町
へ
お
い
で
下
さ
い
。

22.9
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〔
一
審
判
決
〕
平
成
一
七
年
七
月
二
九
日

京
都
地
方
裁
判
所

請
求
棄
却

(確
定
)

は
じ
め
に

国
家
賠
償
法
二
条
一
項
の
営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
の

瑕
疵
と
は
、
営
造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て

い
る
こ
と
を
い
い
、
瑕
疵
が
あ
っ
た
か
否
か
は
、
当
該
営

造
物
の
構
造
、
用
法
、
場
所
的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
諸

般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
具
体
的
個
別
的
に
判
断
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
事
例
紹
介
は
、
原
動
機
付
自
転
車
を
運
転
中
、

被
告
が
設
置
･
管
理
す
る
市
道
上
に
あ
る
境
界
ブ
ロ
ッ
ク

に
乗
り
上
げ
転
倒
し
た
原
告
が
、
被
告
に
対
し
、
国
家
賠

償
法
二
条
一
項
に
基
づ
き
、
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
件

を
取
り
上
げ
、
道
路
の
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
に
つ
い
て

の
裁
判
所
に
お
け
る
判
断
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

一三 ′‐ ‐
　

　
　 　 　

璽

事
案
の
概
襄
等

1

請
求

被
告
は
、
原
告
に
対
し
一
、
一
八
七
万
円
及
び
こ
れ
に

対
す
る
支
払
済
み
ま
で
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
金
員
を
支

払
え
。

2

事
案
の
概
要

争
い
の
な
い
事
実
及
び
証
拠
に
よ
り

容
易
に
認
め
ら
れ
る
事
実

①
被
告
は
、
市
道
桂
経
七
号
線

(以
下

｢本
件
市
道
｣

と
い
う
)
及
び
、
本
件
市
道
と
そ
の
南
側
に
隣
接
し
て

並
行
す
る
府
道
京
都
八
幡
木
津
自
転
車
道
線

(以
下

｢府
道
｣
と
い
う
)
を
分
離
す
る
た
め
に
本
件
市
道
南

端
部
分

(路
側
)
に
設
置
さ
れ
て
い
る
境
界
ブ
ロ
ッ
ク

(以
下

｢本
件
ブ
ロ
ッ
ク
｣
と
い
う
)
を
設
置
･
管
理

し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
。

②
次
の
交
通
事
故

(以
下

｢本
件
事
故
｣
と
い
う
)

が
発
生
し
た
。

ア

日
時
･･･平
成

一
四
年
五
月
二
九
日

午
後
九
時

一
〇
分
頃

イ

場
所
･･･京
都
市
西
京
区

(以
下

｢本
件
事
故
現

場
｣
と
い
う
)

ウ

態
様
･･･原
告
が
、
原
動
機
付
自
転
車

(以
下

｢本
件
事
故
車
両
｣
と
い
う
)
を
運
転
し

て
、
本
件
市
道
を
東
か
ら
西
に
向
け
て

進
行
し
て
い
た
際
、
上
記
日
時

･
場
所

に
お
い
て
、
対
向
車
と
の
離
合
の
た
め

に
左
側
端

(南
側
)
に
寄
り
、
府
道
と

の
間
に
設
け
ら
れ
た
側
帯
部
分

(以
下

｢本
件
側
帯
｣
と
い
う
)
に
進
入
し
た
と

こ
ろ
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
に
乗
り
上
げ
転

原
動
機
付
画
幟
薹
が
市
道
趾
に
あ
る
境
界
ブ
ロ
ッ
ク
に
乗
り
趾
げ

喩
倒
し
た
事
轢
に
縮
い
て
遭
蹄
の
管
理
職
癩
が
争
わ
れ
た
事
例

ー
京
都
市
道
原
付
自
転
車
転
倒
損
害
賠
償
請
求
事
件
ー

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

岡
崎

之
彦



倒
し
た
。

三

亀
窓
争
点
と
当
事
者
の
董
賑

1

主
な
争
点

1

本
件
市
道
及
び
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
･
管
理
の

瑕
疵
の
有
無

2

因
果
関
係

3

損
害
額

【略
】

2

当
事
者
の
主
張

国

争
点
1

(本
件
市
道
及
び
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
･

管
理
の
瑕
疵
の
有
無
)
に
つ
い
て

①

原
告
の
主
張

ア

設
置
の
瑕
疵
が
あ
っ
た
こ
と

本
件
市
道
の
北
側
は
、
白
線
の
す
ぐ
外
側
が
急
斜

面
の
堤
防
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
柵
等
が
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
本
件
市
道
を
西
か
ら
束
に
向
け
て
走
行

す
る
自
動
車
は
、
通
常
道
路
中
央
を
走
行
す
る
。
そ

の
た
め
、
本
件
市
道
を
東
か
ら
西
に
向
け
て
走
行
す

る
原
動
機
付
自
転
車
が
対
向
車
と
離
合
す
る
際
、
南

側
に
あ
る
本
件
側
帯
に
寄
っ
て
走
行
す
る
必
要
が
生

じ
、南
側
に
あ
る
白
線
を
越
え
て
雑
草
に
分
け
入
り
、

本
件
ブ
ロ
ッ
ク
に
乗
り
上
げ
転
倒
し
て
事
故
が
発
生

す
る
危
険
性
が
高
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
事

故
現
場
付
近
の
本
件
市
道
及
び
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
が
通

常
期
待
さ
れ
る
べ
き
安
全
性
を
備
え
る
た
め
に
は
、

本
件
市
道
を
初
め
て
通
る
人
間
が
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
を

め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
も
容
易
で
あ
っ
た
。
ち
な

無
月
の
夜
間
で
も
祝
認
で
き
る
よ
う
に
、
本
件
プ
ロ

み
に
、
そ
の
後
反
射
板
は
破
損
し
て
お
り
、
本
件

ツ
ク
に
は
反
射
板
、
本
件
市
道
に
は
街
路
灯
等
を
設

置
し
、
さ
ら
に
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
を
本
件
側
帯
を
示
す

白
線
か
ら
安
全
が
確
保
さ
れ
る
程
度
に
離
れ
た
位
置

に
設
置
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
本
件
ブ

ロ
ッ
ク
は
、
幅
約
一
人
皿
、
高
さ
約
三

皿
、
長
さ

約
六
〇
皿
の
形
状
で
路
面
と
の
段
差
も
さ
ほ
ど
な

く
、
路
面
と
同
系
色
の
灰
色
で
、
反
射
板
も
設
置
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
上
、
本
件
事
故
現
場
付
近
に
は
街

路
灯
等
が
な
く
、
無
月
の
夜
間
は
暗
闇
状
態
に
な
る

か
ら
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
は
視
認
で
き
な
い
状
態
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
自
転
車
通
路
側

は
白
線
と
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
の
間
が
三
0
m
以
上
も
あ

る
の
に
、
車
道
側
は
本
件
側
帯
を
示
す
白
線
か
ら
一

〇
皿
な
い
し
一
三
皿
し
か
な
く
、
原
動
機
付
自
転
車

の
運
転
者
が
上
記
白
線
付
近
を
走
行
し
た
場
合
は
、

上
記
白
線
に
わ
ず
か
に
前
輪
タ
イ
ヤ
が
触
れ
る
程
度

に
南
側
に
寄
る
だ
け
で
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
に
接
触
し

て
し
ま
う
位
置
関
係
に
あ
っ
た
。
現
に
、
本
件
ブ
ロ

ッ
ク
の
東
端
に
は
多
数
の
衝
突
痕
が
残
っ
て
お
り
、

事
故
が
反
復
し
て
発
生
し
て
い
た
か
ら
、
上
記
危
険

は
予
見
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
被
告
は
、
本
件
事

故
後
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
に
反
射
板
を
設
け
た
り
、
本

件
ブ
ロ
ッ
ク
の
両
端
の
み
黄
色
に
塗
る
な
ど
し
て
お

り
、
本
件
の
よ
う
な
夜
間
衝
突
事
故
発
生
防
止
の
た

み
に
、
そ
の
後
反
射
板
は
破
損
し
て
お
り
、
本
件
事

故
後
も
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
衝
突
事
故
が
反
復
し

て
発
生
し
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
市
道
及
び
本
件
ブ
ロ
ッ
ク

に
は
、
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
が
な
く
、
設
置
の
瑕

疵
が
あ
っ
た
。

イ

管
理
の
瑕
疵
が
あ
っ
た
こ
と

本
件
市
道
は
、
夜
間
も
原
動
機
付
自
転
車
が
走
行

す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
そ
の
幅
員
か
ら
対
向
車

と
の
離
合
等
の
た
め
に
本
件
側
帯
に
近
づ
い
て
進
行

す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
、
本
件
市
道
で
は
雑
草
に
よ

り
隠
れ
た
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
に
乗
り
上
げ
転
倒
す
る
危

険
が
高
く
、
か
か
る
事
故
は
予
見
可
能
で
あ
っ
た
か

ら
、
本
件
事
故
現
場
付
近
の
本
件
市
道
及
び
本
件
ブ

ロ
ッ
ク
が
通
常
期
待
さ
れ
る
べ
き
安
全
性
を
備
え
る

た
め
に
は
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
付
近
の
雑
草
の
除
草
を

行
い
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
が
視
認
で
き
る
よ
う
に
管
理

す
べ
き
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
本
件
事
故
現
場
は
、
前
年

(平
成
一

三
年
)
の
一
〇
月
な
い
し
三

月
頃
か
ら
六
ヵ
月
以

上
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
除
草
措
置
を
講
じ
ら
れ
て

お
ら
ず
、
相
当
量
の
草
が
茂
っ
て
お
り
、
本
件
ブ
ロ

ッ
ク
の
ほ
ぼ
全
域
に
わ
た
っ
て
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
の
高

さ
を
上
回
る
雑
草
が
繁
茂
し
、
一
部
の
本
件
ブ
ロ
ッ

ク
は
雑
草
に
よ
っ
て
完
全
に
覆
わ
れ
て
い
て
、
本
件



ブ
ロ
ッ
ク
を
祝
認
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

道
と
自
転
車
道
を
分
離
す
る
た
め
に
設
置
し
た
も
の

両
の
保
安
基
準
等
に
よ
れ
ば
、
原
動
機
付
自
転
車
の

仮
に
、
原
告
が
接
触
し
た
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
が
本
件

で
あ
る
が
、
本
件

説

発

ま
で
に
･
牛

熟
次
と
百

･U

こ
ま

･
寄

り

.

又

口束

事
故
当
時
雑
草
に
隠
れ
て
見
え
な
い
状
況
に
は
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
こ
れ
に
密
接

し
て
相
当
量
の
雑
草
が
繁
茂
し
て
い
た
か
ら
、
原
告

は
も
ち
ろ
ん
一
般
人
も
、
原
告
が
接
触
し
た
本
件
ブ

ロ
ッ
ク
付
近
に
は
雑
草
し
か
生
え
て
い
な
い
と
認
識

す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
雑
草
の
中
か
ら
垣
間
見

え
る
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
を
祝
認
す
る
こ
と
を
要
求
す
る

こ
と
は
不
可
能
を
強
い
る
こ
と
で
あ
り
、
雑
草
が
繁

茂
す
る
の
を
放
置
す
る
こ
と
は
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
に

乗
り
上
げ
転
倒
す
る
危
険
を
高
め
る
も
の
で
あ
っ

た
。
以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
市
道
及
び
本
件
ブ
ロ
ッ

ク
に
は
、
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
は
な
く
、
管
理
の

瑕
疵
が
あ
っ
た
。

②

被
告
の
主
張

争
う
。

ア

設
置
の
瑕
疵
が
な
い
こ
と

本
件
事
故
現
場
付
近
の
本
件
市
道
の
幅
員
は
、
約

四
七
O
m
あ
り
、
普
通
乗
用
自
動
車
同
士
で
も
十
分

離
合
で
き
る
だ
け
の
幅
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

仮
に
対
向
車
が
中
央
寄
り
を
走
行
し
て
接
近
し
て
き

た
と
し
て
も
、
原
告
は
、
減
速
又
は
一
旦
停
止
を
行

う
な
ど
に
よ
り
余
裕
を
も
っ
て
衝
突
を
回
避
す
る
こ

と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
昭

和
五
一
年
頃
に
被
告
が
府
道
を
整
備
し
た
際
に
、
車

で
あ
る
が
、
本
件
事
故
発
生
ま
で
に
本
件
事
故
と
同

様
の
事
故
は
一
切
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
本
件
市
道
及
び
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
設
置
の
瑕

疵
は
な
か
っ
た
。
原
告
は
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
に
多
数

の
衝
突
痕
が
存
在
す
る
と
主
張
す
る
け
れ
ど
も
、
本

件
ブ
ロ
ッ
ク
の
傷
跡
が
衝
突
痕
で
あ
る
か
否
か
は
判

然
と
し
な
い
。
加
え
て
、
仮
に
衝
突
痕
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
衝
突
痕
は
、
通
常
車
の
接
触
事
故
や
目
損

事
故
等
運
転
手
の
不
注
意
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
衝
突
痕
が
あ
る
こ
と

を
も
っ
て
、
本
件
市
道
及
び
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
の
設

置
･
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
。次

に
、
本
件
事
故
現
場
付
近
の
本
件
市
道
に
街
路

灯
等
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
件
事
故
現
場
付

近
の
本
件
市
道
は
、
｢道
路
照
明
施
設
設
置
基
準
｣

(昭
和
五
六
年
三
月
二
七
日
建
設
省
都
市
局
長
及
び

道
路
局
長
名
通
達
)
で
規
定
す
る
道
路
照
明
を
必
要

と
す
る
場
所
で
は
な
い
か
ら
、
設
置
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
を
も
っ
て
、
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
に
欠
け
る

も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
原
告
は
、
法
定
速
度
を
遵
守
し
、
前

照
灯
を
、
点
灯
し
て
前
方
を
注
視
し
て
走
行
し
て
い

れ
ば
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
を
発
見
し
衝
突
を
回
避
す
る

こ
と
は
容
易
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
道
路
運
送
車

前
面
に
は

｢夜
間
前
方

一
五
m
(最
高
速
度
二
〇

鬮
/
h
以
上
の
第
二
種
原
動
機
付
自
転
車
に
備
え
る

も
の
に
あ
っ
て
は
、
五
0

m
)
の
距
離
に
あ
る
交
通

上
の
障
害
物
を
確
認
で
き
る
性
能
｣
を
有
す
る
前
照

灯
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
原
告
が
運
転
し
て
い
た
本
件
事
故
車
両
の
前
面

に
も
少
な
く
と
も
夜
間
に
一
五
m
手
前
か
ら
本
件
ブ

ロ
ッ
ク
を
確
認
で
き
る
だ
け
の
性
能
を
有
す
る
前
照

灯
が
備
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

本
件
事
故
現
場
付
近
の
本
件
市
道
は
、
約
四
五
0
m

の
直
線
で
見
通
し
の
良
い
道
路
で
あ
り
、
前
照
灯
を

点
灯
し
て
前
方
を
注
視
し
て
走
行
し
て
い
れ
ば
、
事

前
に
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
の
存
在
を
発
見
す
る
こ
と
は
十

分
に
可
能
で
あ
っ
た
。
実
際
、
原
告
は
、
前
照
灯
を
、

点
灯
し
て
お
り
、
車
道
と
自
転
車
道
の
境
界
に
あ
る

白
線
及
び
雑
草
の
存
在
を
認
識
し
た
と
い
う
の
で
あ

る
か
ら
、
そ
こ
が
車
道
と
自
転
車
道
と
の
境
界
で
あ

り
、
こ
れ
を
分
離
す
る
た
め
に
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
等
の

障
害
物
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
予
見
す
る
こ
と

は
十
分
に
可
能
で
あ
っ
た
。

夜
間
走
行
時
に
お
け
る
前
照
灯
に
よ
る
障
害
物
の

見
え
方
は
、
運
転
者
の
視
野
が
昼
間
と
異
な
っ
て
狭

く
な
っ
て
い
る
上
に
、
対
向
車
の
前
照
灯
に
よ
る
眩

し
さ
な
ど
の
た
め
非
常
に
見
え
に
く
い
も
の
で
あ
る

か
ら
、
運
転
者
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
事
情
を
考
慮



し
、
自
重
の
速
度
を
調
整

(減
速
)
す
る
義
務
を
負

っ
て
い
る
。
原
告
は
、
時
速
約
二
〇
師
/
h
と
い
う

低
速
で
走
行
し
、
ま
た
、
減
速
措
置
を
と
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
の
う
ち
二
番
目
又
は

三
番
目
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
衝
突
し
た
と
主
張
す
る
が
、

仮
に
原
告
が
低
速
で
走
行
し
減
速
措
置
を
と
っ
た
と

す
れ
ば
、
手
前
の
一
番
目
又
は
二
番
目
の
ブ
ロ
ッ
ク

の
横
を
通
過
し
た
時
点
で
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
の
存
在
を

認
識
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
原
告
は
、
本
件

ブ
ロ
ッ
ク
に
衝
突
し
た
地
点
か
ら
お
よ
そ
三
m
も
離

れ
た
地
点
で
転
倒
し
た
と
主
張
す
る
が
、
仮
に
、
原

告
が
主
張
す
る
衝
突
地
点
及
び
転
倒
地
点
が
事
実
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
原
告
は
、
時
速
二
〇
皿
/
h
を
超

え
る
速
度
で
、
か
つ
、
何
ら
減
速
措
置
を
講
じ
ず
に

本
件
ブ
ロ
ッ
ク
に
衝
突
し
た
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
原
告
が
通
常
払
う
べ
き
注
意
を
も

っ
て
走
行
し
て
い
れ
ば
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
衝
突

を
容
易
に
回
避
で
き
た
は
ず
で
あ
り
、本
件
事
故
は
、

明
ら
か
に
原
告
の
前
方
不
注
視
と
運
転
操
作
ミ
ス
に

よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

加
え
て
、
本
件
市
道
か
ら
、
原
動
機
付
自
転
車
に

よ
る
通
行
が
予
定
さ
れ
て
い
な
い
府
道
に
本
件
側
帯

を
通
っ
て
入
る
と
い
う
異
常
な
行
動
を
取
る
こ
と

は
、
予
想
し
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
本
件
事

故
に
つ
き
予
見
可
能
性
は
な
い
。

イ

管
理
の
瑕
疵
が
な
い
こ
と

被
告
は
、
本
件
事
故
以
前
か
ら
、
年
三
回
程
度
定

期
的
に
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
付
近
の
雑
草
に
つ
い
て
除
草

の
措
置
を
講
じ
て
い
た

(本
件
事
故
当
時
は
、
毎
年

六
月
頃
、
八
月
頃
、
一
〇
月
又
は
三

月
頃
の
年
三

国
雑
草
に
つ
い
て
除
草
の
措
置
を
講
じ
て
い
た
)。

確
か
に
本
件
事
故
は
六
月
の
除
草
を
行
う
直
前
に
発

生
し
て
い
る
が
、
冬
季
は
雑
草
が
枯
れ
て
い
る
か
ら

除
草
を
す
る
必
要
が
な
く
、
六
月
の
除
草
は
春
に
伸

び
た
雑
草
を
刈
る
た
め
に
行
う
も
の
で
あ
り
、
=

月
頃
の
除
草
か
ら
翌
年
の
六
月
頃
の
除
草
ま
で
の
期

間
が
そ
れ
以
外
の
期
間
の
除
草
の
サ
イ
ク
ル
に
比
べ

不
当
に
長
期
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
か

ら
、
被
告
が
除
草
を
怠
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
も
、
本
件
事
故
当
時
の
本
件
ブ
ロ
ッ

ク
付
近
で
雑
草
が
繁
茂
し
て
い
た
場
所
は
、
主
と
し

て
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
の
南
側
で
あ
る
自
転
車
道
側

(府
道
側
)
で
あ
り
、
本
件
市
道
側
で
あ
る
車
道
側

か
ら
見
る
と
、
雑
草
の
量
は
少
な
く
、
特
に
原
告
の

進
行
方
向
か
ら
見
る
と
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
に
雑
草
が

覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
は
な
く
、
本

件
ブ
ロ
ッ
ク
の
存
在
は
十
分
に
認
識
で
き
る
状
況
で

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
市
道
及
び
本
件
ブ
ロ

ッ
ク
は
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
備
え
て
い
た
も
の

で
あ
り
、
管
理
の
瑕
疵
は
な
か
っ
た
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
市
道
及
び
本
件
ブ
ロ
ッ
ク

に
つ
き
、
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
が
あ
る
と
評
価
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

②

争
点
2

(因
果
関
係
)
に
つ
い
て

①

原
告
の
主
張

本
件
事
故
は
、
原
告
が
、
本
件
市
道
及
び
本
件
ブ
ロ

ッ
ク
に
つ
き
上
記
設
置

･
管
理
の
瑕
疵
が
あ
っ
た
た

め
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ず
、
本
件

事
故
現
場
付
近
の
南
側
の
本
件
側
帯
を
示
す
白
線
を
超

え
て
雑
草
に
分
け
入
っ
て
走
行
し
た
と
こ
ろ
、
同
白
線

に
近
接
し
て
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
が
設
置
さ
れ
て
い
た
た

め
、こ
れ
に
乗
り
上
げ
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

上
記
各
瑕
疵
と
本
件
事
故
の
発
生
に
は
因
果
関
係
が
あ

る
o

③

被
告
の
主
張

争
う
。

三

葦
な
鯛
点
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断

主

文
1

原
告
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

2

訴
訟
費
用
は
原
告
の
負
担
と
す
る
。

1

争
点
1

(本
件
市
道
及
び
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
･

管
理
の
瑕
疵
の
有
無
)
に
つ
い
て

①
本
件
市
道
及
び
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
き
、
国
家
賠

償
法
二
条
一
項
の

｢瑕
疵
｣
が
あ
る
と
い
う
た
め
に

は
、
営
造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
瑕
疵
が
あ
っ
た



か
否
か
に
つ
い
て
は
、
当
該
営
造
物
の
構
造
、
用
法
、

場
所
的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
、
並
び
に
事
故
の
予

見
可
能
性
等
諸
般
の
事
情
を
総
合
検
討
し
て
具
体
的

個
別
的
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。

②
証
拠
及
び
弁
論
の
全
趣
旨
に
よ
れ
ば
、
次
の
事
実

が
認
め
ら
れ
る
。

市道 桂経7号線

ア

本
件
市
道
は
、
桂
川
の
堤
防
の
上
を
ア
ス
フ
ァ

に
連
ね
ら
れ
て
設
置
さ
れ

(以
下
、
こ
の
ブ
ロ
ッ

新

別図

ル
ト
舗
装
さ
れ
た
道
路
で
あ
る
。
北
側
は
堤
防
の

端
に
接
し
、
本
件
事
故
現
場
付
近
の
本
件
市
道
の

南
側
は
本
件
市
道
の
途
中
か
ら
作
ら
れ
た
自
転
車

歩
行
者
専
用
道
路
で
あ
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
さ

れ
た
府
道
に
接
し
て
い
る
。
本
件
事
故
現
場
付
近

に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ
東
西
方
向
に
走
る
直
線
道
路

で
あ
る
。

イ

本
件
事
故
現
場
の
状
況
は
、
別
図
の
と
お
り
で

あ
る
。

本
件
市
道
(同
図
面
で
は
｢市
道
桂
経
七
号
線
｣

と
記
載
さ
れ
て
い
る
)
の
幅
員
は
四
一
〇
皿
で
あ

る
。
本
件
事
故
現
場
付
近
の
本
件
市
道
に
は
、
本

件
事
故
当
時
、
街
路
灯
等
は
設
置
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。

本
件
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
複
数
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
東
端
に
は
、
横

(幅
)
一

八
皿
、
縦
六
一
皿
、
高
さ
約
一
一
m
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
五
個
が
縦
に
連
ね
ら
れ
て
設
置
さ

れ

(全
長
三
〇
七
m
、
以
下
、
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
、

｢先
頭
の
ブ
ロ
ッ
ク
｣
と
い
う
｣
、
先
頭
の
ブ
ロ
ッ

ク
西
端
の
一
六
五
皿
西
側
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
六
個
が
縦
に
連
ね
ら
れ
て
設
置
さ
れ

(以

下
、
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
を

｢
二
番
目
の
ブ
ロ
ッ
ク
｣

と
い
う
)、
二
番
目
の
ブ
ロ
ッ
ク
西
端
の
一
四
七

m
西
側
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
六
個
が
縦

ク
を

｢
三
番
目
の
ブ
ロ
ッ
ク
｣
と
い
う
)
、
三
番

目
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
西
端
か
ら

一
五

一
皿
西
側
か
ら

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
六
個
が
縦
に
連
ね
ら
れ

て
設
置
さ
れ
て
い
た

(以
下
、
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
を

｢
四
番
目
の
ブ
ロ
ッ
ク
｣
と
い
う
)
。
本
件
ブ
ロ
ッ

ク
は
、
本
件
側
帯
を
構
成
す
る
本
件
市
道
側
、
府

道
側
の
二
本
の
白
色
実
線
の
間
に
あ
り
、
北
側
の

白
色
実
線
か
ら
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
の
間
は
一
〇
皿
な

い
し
一
三
飢
、
南
側
の
白
色
実
線
か
ら
本
件
ブ
ロ

ッ
ク
の
間
は
三
五
皿
程
度
で
あ
っ
た
。
先
頭
の
ブ

ロ
ッ
ク
の
東
側
の
三
本
の
白
色
実
線
は
、
東
に
向

か
う
に
従
い
幅
が
狭
ま
り
、
先
頭
の
ブ
ロ
ッ
ク
の

東
端
か
ら
一
一
m
八
0
m
東
で
一
点
に
収
束
し
て

い
る
。

本
件
事
故
当
時
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
を
構
成
す
る

各
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
反
射
板
が
設
置
さ
れ
て
お
ら

ず
、
ま
た
、
路
面
と
同
系
色
で
あ
っ
た
。
な
お
、

被
告
は
、
本
件
事
故
発
生
後
、
先
頭
の
ブ
ロ
ッ
ク

を
澄
色
に
塗
装
し
て
い
る
。

ウ

本
件
事
故
発
生
日
の
二
日
後
で
あ
る
平
成
一
四

年
五
月
三
一
日
時
点
で
の
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
付
近
の

雑
草
の
状
態
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

先
頭
の
ブ
ロ
ッ
ク
付
近
は
、
南
側

(府
道
側
)

に
沿
っ
て
雑
草
が
わ
ず
か
に
生
え
て
い
る
だ
け

で
、
本
件
市
道
側
に
は
生
え
て
お
ら
ず
、
雑
草
が

オイル漏れ箇所

-停車中のトランクl

境界ブロック

雑草 (黒塗り部分)



先
頭
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
隠
す
状
態
で
は
な
か
っ
た
。

市
道
側
)
に
は
生
え
て
い
な
い
。

(府
道
側
)
に
、
本
件
事
故
車
両
か
ら
漏
れ
出
し

二
番
目
の
ブ
ロ
ッ
ク
付
近
も
、
南
側
(府
道
側
)

エ

被
告
は
、
本
件

故
以
前
か
ら
、
年
三
回
星

又

た
オ
イ
ル
で
オ
イ
ル
溜
ま
り
ぎ
で
き
た
。

に
沿
っ
て
雑
草
が
生
え
て
い
る
が
、
本
件
市
道
側

に
は
生
え
て
お
ら
ず
、
雑
草
が
二
番
目
の
ブ
ロ
ッ

ク
を
隠
す
状
態
で
は
な
か
っ
た
。

三
番
目
の
ブ
ロ
ッ
ク
付
近
も
、
南
側
(府
道
側
)

に
沿
っ
て
雑
草
が
生
え
て
い
る
が
、
本
件
市
道
側

に
は
生
え
て
お
ら
ず
、
雑
草
の
量
が
先
頭
の
ブ
ロ

ッ
ク
、
二
番
目
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
南
側

(府
道
側
)

に
沿
っ
て
生
え
て
い
る
も
の
よ
り
多
い
と
は
い

え
、
雑
草
が
三
番
目
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
隠
す
状
態
で

は
な
か
っ
た
。

三
番
目
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
四
番
目
の
ブ
ロ
ッ
ク
と

の
間
付
近
は
、
雑
草
が
半
球
状
に
繁
茂
し
、
そ
の

高
さ
も
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
高
く
ま
で
伸
び
て
い

る
。
雑
草
が
生
え
て
い
る
範
囲
は
、
二
本
の
白
色

実
線
の
間
に
収
ま
っ
て
お
り
、
雑
草
が
繁
茂
し
て

い
る
半
球
状

(楕
円
形
)
の
大
き
さ
は
、
短
径
が

約
六
六
伽
程
度

(白
色
実
線
二
本
の
間
の
距
離
程

度
)、
長
径
が
一
五
一
節
程
度

(三
番
目
の
ブ
ロ

ッ
ク
と
四
番
目
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
間
の
距
離
程

度
)
ま
で
で
あ
っ
た
。

四
番
目
の
ブ
ロ
ッ
ク
付
近
は
、
南
側
(府
道
側
)

に
沿
っ
て
雑
草
が
繁
茂
し
て
お
り
雑
草
が
南
側

(府
道
側
)
の
白
色
実
線
の
一
部
を
覆
い
、
ブ
ロ

ッ
ク
の
上
に
ま
で
伸
び
て
い
る
が
、
北
側

(本
件

エ

被
告
は
、
本
件
事
故
以
前
か
ら
、
年
三
回
程
度

定
期
的
に
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
付
近
の
雑
草
に
つ
い
て

除
草
の
措
置
を
講
じ
て
い
た
。
被
告
は
、
本
件
事

故
当
時
は
、
毎
年
六
月
頃
、
九
月
頃
及
び
三

月

頃
の
年
三
回
定
期
的
に
除
草
し
て
お
り
、
本
件
事

故
発
生
前
最
後
に
除
草
し
た
の
は
、
平
成
一
三
年

三

月
頃
で
あ
っ
た
。

オ

原
告
が
本
件
市
道
を
通
行
し
た
の
は
、
本
件
事

故
当
日
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
原
告
は
、
本
件
事

故
車
両
を
運
転
し
て
桂
川
に
架
か
る
上
野
橋
を
北

か
ら
南
に
渡
り
、上
野
橋
の
南
詰
め
を
右
折
し
て
、

本
件
市
道
を
東
か
ら
西
に
向
け
て
走
行
し
て
い

た
。
原
告
は
、
前
照
灯
を
点
灯
し
、
時
速
約
二
〇

蹴
/
h
で
本
件
事
故
現
場
に
差
し
掛
か
っ
た
際
、

本
件
市
道
の
南
端
に
三
本
の
白
色
実
線
が
存
在
す

る
こ
と
に
気
付
い
た
。

原
告
は
、
本
件
事
故
車
両
を
運
転
し
て
本
件
市

道
を
中
央
辺
り
あ
る
い
は
中
央
よ
り
や
や
南
側
に

寄
っ
て
走
行
し
て
い
た
が
、
普
通
乗
用
自
動
車
が

本
件
市
道
の
中
央
寄
り
を
対
向
走
行
し
て
き
た
こ

と
に
気
付
き
、
離
合
し
よ
う
と
、
減
速
し
て
南
側

(府
道
側
)
に
寄
り
、
二
本
の
白
色
実
線
の
う
ち

北
側
の
線
の
上
に
踏
み
込
み
、
雑
草
に
分
け
入
っ

て
走
行
し
た
と
こ
ろ
、
三
番
目
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
乗

り
上
げ
て
転
倒
し
、
三
番
目
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
南
側

た
オ
イ
ル
で
オ
イ
ル
溜
ま
り
が
で
き
た
。

カ

な
お
、
原
告
は
、
対
向
車
を
発
見
し
た
の
と
、

三
番
目
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
四
番
目
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
の

間
で
半
球
状
に
繁
茂
し
て
い
た
雑
草
を
見
た
の

と
、
ど
ち
ら
が
先
で
あ
っ
た
の
か

(前
後
関
係
)

は
覚
え
て
い
な
い
と
供
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
原

告
は
、
三
番
目
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
四
番
目
の
ブ
ロ
ッ

ク
と
の
間
に
繁
茂
し
て
い
た
雑
草
の
手
前
(東
側
)

に
、
雑
草
が
生
え
て
い
た
か
否
か
は
暗
か
っ
た
た

め
覚
え
て
い
な
い
と
供
述
す
る
一
方
、
三
番
目
の

ブ
ロ
ッ
ク
と
四
番
目
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
間
に
繁
茂

し
て
い
た
雑
草
の
向
こ
う
側

(西
側
)
に
草
が
生

い
茂
っ
て
い
た
の
は
見
え
た
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
は

暗
か
っ
た
た
め
見
え
な
か
っ
た
と
供
述
し
て
い

る
。ま

た
、
原
告
は
、
本
件
事
故
現
場
付
近
で
は
、

同
様
の
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
乗
り
上
げ
事
故
が
多
数
発

生
し
て
い
る
と
主
張
す
る
け
れ
ど
も
、
本
件
ブ
ロ

ッ
ク
そ
れ
自
体
か
ら
も
判
然
と
せ
ず

、
原
告
主

張
の
事
実
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。

③
以
上
認
定
の
事
実
関
係
に
よ
れ
ば
、
本
件
事
故
現

場
付
近
の
本
件
市
道
は
、
北
側
が
桂
川
の
堤
防
の
端

に
当
た
る
も
の
の
幅
員
が
四
一
0
m
あ
り
、し
か
も
、

ほ
ぼ
直
線
道
路
で
あ
る
か
ら
、
仮
に
、
対
向
走
行
す

る
自
動
車
の
一
方
が
比
較
的
大
型
の
普
通
乗
用
自
動



車
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
他
方
が
原
動
機
付
自
転
車

で
あ
れ
ば
、
容
易
に
離
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
。
確
か
に
、
本
件
市
道
に
は
街
路
灯

等
は
な
く
、本
件
市
道
の
北
側
は
桂
川
で
あ
る
か
ら
、

本
件
事
故
発
生
日
原
告
主
張
の
通
り
無
月
で
あ
っ
た

な
ら
夜
間
暗
闇
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
認
さ
れ
る
け
れ

ど
も
、
走
行
す
る
対
向
車
双
方
が
前
照
灯
を
点
灯
さ

せ
走
行
す
る
と
い
う
通
常
の
事
態
を
前
提
に
す
れ

ば
、
本
件
市
道
を
走
行
す
る
運
転
者
は
、
夜
間
で
も
、

自
重
の
前
照
灯
又
は

(及
び
)
対
向
車
の
前
照
灯
に

よ
り
対
向
車
と
安
全
に
離
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
認
め
ら
れ
る
。

前
記
認
定
の
と
お
り
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
を
構
成
す

る
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
反
射
板
が
設
置
さ
れ
て
お
ら

ず
、
か
つ
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
が
道
路
と
同
系
色
で
あ
っ

た
け
れ
ど
も
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
は
三
本
の
白
色
実
線

の
間
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、
白
色
実
線
は
前
照
灯
に

反
射
し
て
容
易
に
視
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

(現
に
原
告
も
白
色
実
線
に
気
付
い
て
い
た
こ
と
)
、

二
本
の
白
色
実
線
の
間
に
設
置
さ
れ
て
い
る
本
件
ブ

ロ
ッ
ク
の
高
さ
は
三

皿
あ
っ
て
本
件
市
道
と
は
か

な
り
の
段
差
が
あ
る
か
ら
、
前
照
灯
で
照
ら
せ
ば
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
さ
れ
た
本
件
市
道
と
区
別
す
る

こ
と
が
さ
ほ
ど
困
難
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
本
件
市
道
を
走
行
す
る
運
転
者
は
、
夜

間
で
も
、
自
車
の
前
照
灯
に
よ
り
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
を

容
易
に
視
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
認
め
ら
れ

か
っ
た
た
め
見
え
な
か
っ
た
と
供
述
し
て
い
る
の
で

る
oさ

ら
に
、
前
記
認
定
の
と
お
り
、
被
告
は
、
本
件

ブ
ロ
ッ
ク
付
近
の
雑
草
に
つ
い
て
、
本
件
事
故
当
時

毎
年
年
三
回
程
度
除
草
の
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
本

件
事
故
が
六
月
の
除
草
の
直
前
に
発
生
し
、
雑
草
が

繁
茂
し
て
い
た
も
の
の
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
の
う
ち
先

頭
の
ブ
ロ
ッ
ク
、
二
番
目
の
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
原
告
が

乗
り
上
げ
た
三
番
目
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
南
側

(府
道

側
)
に
雑
草
が
生
え
て
い
た
だ
け
で
、
北
側

(本
件

市
道
側
)
に
は
生
え
て
お
ら
ず
、
雑
草
が
本
件
ブ
ロ

ッ
ク
を
隠
す
状
態
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、

本
件
市
道
を
原
告
と
同
様
東
側
か
ら
西
側
に
向
け
て

走
行
す
る
運
転
者
は
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
に
気
付
く
こ

と
に
何
の
困
難
も
な
か
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
市
道
及
び
本
件
ブ
ロ
ッ
ク

が
、
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
も
の
と

は
認
め
が
た
い
。

そ
し
て
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
告
は
、
前

判
示
の
と
お
り
、
三
番
目
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
四
番
目
の

ブ
ロ
ッ
ク
と
の
間
に
繁
茂
し
て
い
た
雑
草
の
手
前

(東
側
)
に
、
雑
草
が
生
え
て
い
た
か
否
か
は
暗
か

っ
た
た
め
覚
え
て
い
な
い
と
供
述
す
る
一
方
、
三
番

目
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
四
番
目
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
間
に
繁

茂
し
て
い
た
雑
草
の
向
こ
う
側

(西
側
)
に
草
が
生

い
茂
っ
て
い
た
の
は
見
え
た
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
は
暗

あ
る
か
ら
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
原
告
は
、
対
向
車
に

気
を
取
ら
れ
る
な
ど
し
て
前
方
注
視
を
欠
い
た
た

め
、
本
件
市
道
の
南
端
部
分

(路
側
)
の
二
本
の
白

色
実
線
の
間
に
設
置
さ
れ
て
い
た
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
に

気
付
か
ず
、
北
側
の
白
色
実
線
の
上
を
踏
み
越
え
た

た
め
、
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
に
乗
り
上
げ
転
倒
し
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

な
お
、
前
記
認
定
の
と
お
り
、
被
告
は
、
本
件
事

故
発
生
後
、
先
頭
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
橙
色
に
塗
装
す
る

な
ど
の
事
故
防
止
策
を
と
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
道

路
の
管
理
者
と
し
て
よ
り
安
全
な
措
置
を
講
じ
た
こ

と
を
も
っ
て
、
当
該
措
置
を
講
じ
る
前
は
本
件
市
道

及
び
本
件
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ

っ
た
も
の
と
推
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
市
道
及
び
本
件
ブ
ロ
ッ
ク

の
設
置
･
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う
原
告
の
主

張
を
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

2

以
上
の
次
第
で
、
そ
の
余
の
点
を
判
断
す
る
ま
で
も

な
く
、
原
告
の
請
求
は
理
由
が
な
い
。

3

結
論

よ
っ
て
、
原
告
の
被
告
に
対
す
る
請
求
は
理
由
が
な
い

か
ら
こ
れ
を
棄
却
し
、
訴
訟
費
用
の
負
担
に
つ
き
民
訴
法

六
一
条
を
適
用
し
て
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。
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知
っ
て
い
た
秋
囲
の
道
、
知
ら
ず
に
い
た
東
京
の
道

e
は
じ
め
に

道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
を
ご
覧
の
皆

様
方
、
こ
の
四
月
か
ら
一
世
帯
あ
た

り
の
乗
用
車
保
有
台
数
が
、
約
一
･

四
台
と
い
う
自
動
車
の
王
国
、
秋
田

県
か
ら
約
0
･
三
台
と
全
国
で
二
番

目
に
少
な
い
豊
島
区

(平
成
一
七
年

三
月
末
)
に
居
住
し
て
い
る
秋
田
県

東
京
事
務
所
の
畑
中
と
申
し
ま
す
。

私
は
三
月
ま
で
、
秋
田
県
道
路
課

に
在
籍
し
て
お
り
ま
し
て
、
私
生
活

で
も
ど
こ
に
行
く
と
き
も
、
自
動
車

で
移
動
と
い
っ
た
感
じ
で
、
公
私
と

も
に
自
動
車
に
関
わ
り
合
い
を
も
っ

て
生
き
て
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
、
現
在
は
近
く
の
駐
車
場

料
金
の
あ
ま
り
の
高
さ

(
一
日
に
す

る
と
八
〇
〇
円
ほ
ど
)
に
、
も

っ
ぱ

ら
自
転
車
を
利
用
す
る
生
活
を
し
て

秋
田
県
東
京
事
務
所

畑
中

直
人

い
る
次
第
で
す
。
つ
く
づ
く
自
動
車

の
あ
り
が
た
み
と
自
動
車
を
使
わ
な

く
な
っ
た
分
、
よ
く
歩
く
よ
う
に
な

っ
た
た
め
か
、
な
ぜ
か
体
調
が
い
い

こ
と
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
と
、
自

分
の
こ
と
は
こ
の
ぐ
ら
い
に
し
て
、

秋
田
県
の
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

◆
秋
田
県
に
つ
い
て

秋
田
県
は
、
首
都

･
東
京
の
ほ
ぼ

真
北
約
四
五
〇
鹸
に
あ
り
、
西
は
日

本
海
に
面
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
北
京
等
と
ほ
ぼ
同
じ

緯
度
上
に
あ
り
、
総
面
積
は

=
、

六

一
二
嬬
で
全
国
六
番
目
の
広
さ

で
、
東
京
の
五
･
三
倍
に
相
当
し
、

北
の
県
境
に
は
世
界
遺
産
の
白
神
山

地
、
南
の
県
境
に
は
東
北
第
二
の
高

峰
で
あ
る
鳥
海
山
が
そ
び
え
る
風
向

明
娼
な
地
勢
に
加
え
、竿
灯
ま
つ
り
、

男
鹿
の
な
ま
は
げ
、
横
手
の
か
ま
く

ら
な
ど
、
伝
統
行
事
が
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
継
承
さ
れ
て
い
る
悠
久
の
地

で
す
。

ま
た
、
平
成
一
九
年
に
秋
田
県
を

会
場
と
し
て

｢君
の
ハ
ー
ト
よ

位

置
に
つ
け
｣
を
合
い
言
葉
に
、
｢秋

田
わ
か
杉
国
体
｣
が
、
二
月
一
〇
日

~

-
三
日
に
冬
季
大
会
、
九
月
二
九

1 平成19年秋田わか杉国体 月 一 、 よ 田
一 0 ｢ 県マスコット ｢ス ギッチ｣ 五 日 秋 位 を

図

日
~
一
〇
月
九
日
に
本
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
一
人
一
役
、
県
民
総
参

加
で
盛
り
上
げ
て
、
成
功
さ
せ
よ
う

と
が
ん
ば
っ
て
お
り
ま
す

(図
1
)。

こ
の
よ
う
な
秋
田
県
の
道
路
の
整

備
状
況
と
、
私
が
約
五
カ
月
間
生
活

し
て
感
じ
た
東
京
の
道
路
に
つ
い
て

記
述
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
東
京
の
道
に
つ
い
て

東
京
に
来
て
初
め
て
の
休
日
、
道

の
探
求
の
た
め
に
自
転
車
で
宿
舎

(池
袋
付
近
)
か
ら
職
場
の
都
道
府

県
会
館
ま
で
地
図
を
片
手
に
行
っ
て

み
ま
し
た
。
目
白
通
り
を
、
学
習
院

大
学
を
越
え
て
明
治
通
り
を
と
い
っ

た
ル
ー
ト
を
想
定
し
て
行
っ
た
の
で

す
が
、
地
図
で
は
あ
る
は
ず
の
明
治

通
り
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
立
体

交
差
で
明
治
通
り
が
目
白
通
り
の
下

を
通
っ
て
お
り
、
驚
き
ま
し
た

(写

真
ー

･
2
)
。

こ
の
よ
う
な
箇
所
、
例
え
ば
、
新

三
河
島
駅
近
く
の
明
治
通
り
で
は
、

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
を
避
け
る
た

め
の
オ
ー
バ
ー
パ
ス
等
、
東
京
の
幹

西から東から



線
道
路
同
士
は
立
体
交
差
構
造
が
多

い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す

(写
真
3
･

4
)
0秋

田
の
道
も
通
勤
時
間
帯
で
は
、

幹
線
道
路
同
士
の
平
面
交
差
点
が
起

因
と
考
え
ら
れ
る
渋
滞
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
が
、
立
体
交
差
構
造
と
い
う

と
、秋
田
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

鉄
道
と
道
路
の
交
差
構
造
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
。
今
後
は
渋
滞
対
策
と
環

境
の
両
面
か
ら
、
道
と
道
と
の
立
体

交
差
の
整
備
も
必
要
と
思
い
ま
し
た

穴 4 三源 の陸 部 写真 3 新三河島 ･明治通立体交差
スクランブル交差点回避のための明治通の立体交差部 (鞄=区区新三河島)

写真 5 西武池袋線椎名町駅の

(東
京
で
も
J
R
山
手
線
の
外
側
で

県
道
等
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
重
要
で
は

は
、
道
路
と
鉄
道
の
平
面
交
差
部
と

な
い
か
と
思
い
ま
し
た

(写
真
6
)。

開
か
ず
の
踏
切
が
多
数
あ
り
、
渋
滞

自
転
車
で
走
っ
て
い
る
と
、
東
京

の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
が
ー
)

の
道
は
坂
が
多
く
、
幹
線
道
路
で
も

(写
真
5
)。

縦
断
勾
配
が
き
つ
い
箇
所
が
多
く
見

ま
た
、
東
京
で
は
、
幹
線
道
路
に

受
け
ら
れ
ま
す
。
積
雪
寒
冷
地
で
な

青
山
通
り
、
青
梅
街
道
等
と
名
称
が

い
た
め
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
秋
田

付
い
て
お
り
、
道
路
に
愛
着
や
な
じ

の
幹
線
道
路
で
は
、
縦
断
勾
配
は
約

み
や
す
さ
を
感
じ
ま
す
。秋
田
で
は
、

四
%

(積
雪
凍
結
道
路
で
、
荷
物
を

国
道
七
号
線
、
県
道
で
は
起
終
点
の

満
載
し
た
ト
ラ
ッ
ク
が
坂
で
一
旦
止

地
名
で
、
例
え
ば
秋
田
岩
見
船
岡
線

ま
っ
て
、
再
度
発
車
で
き
る
限
界
勾

等
、
起
点
と
終
点
と
ど
こ
を
通
っ
て

配
)
で
整
備
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、

い
る
か
は
分
か
り
ま
す
が
、
な
ん
と

そ
れ
以
上
の
勾
配
部
に
つ
い
て
は
、

な
く
長
く
親
し
み
に
く
い
よ
う
に
感

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
の
対
策
を

じ
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
幹
線
道
路
、

施
し
て
い
ま
す
。

写真6 山手通 ･川越街道の交差点

目白通から見た千登世橋
びっくりした目白通と明治通の立体交差部 (豊島区千登世間

　
　

　

そ
ぎき



歩
道
部
に
関
し
て
は
、
歩
行
者
及

び
自
転
車
の
交
通
量
が
多
く
、
写
真

7
の
よ
う
な
分
離
型
構
造
の
自
転
車

歩
道
で
な
け
れ
ば
、
危
な
い
感
じ
が

　

　
　

ち
濃
嚢釀露

中
佐

　
　

　

　　

　
　
　

醸し出す街路樹がきれいな中杉通
写真 8 おしゃれな街の雰囲気を

写真9 一般道へダイレクトタッチできる
I C 構造のランプ (豊島区池袋)

し
ま
す
。

そ
れ
と
、
霞
ヶ
関
、
青
山
通
り
等

の
街
路
樹
は
、
道
路
と
よ
く
マ
ッ
チ

し
て
い
る
風
景
に
な

っ
て
い
ま
す
。

東
京
の
道
路
の
街
路
樹
は
、
見
た
目

が
き
れ
い
で
、
成
長
が
早
く
、
自
動

車
の
排
ガ
ス
に
強
い
と
い
う
理
由
か

ら
、
ト
チ
ノ
キ
が
多
い
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
よ
く
選
定
さ
れ
て
い
る
な

あ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た

(写
真

8
)
0ま

た
、
首
都
高
速
道
路
に
関
し
て

で
す
が
、
本
線
か
ら
一
般
道
へ
一
般

道
か
ら
本
線
へ
ダ
イ
レ
ク
ト
に
ま
た

ス
ム
ー
ズ
に
高
速
道
路
本
線
に
乗
り

降
り
で
き
る
、
少
な
い
用
地
を
有
効

活
用
し
た
I
C
構
造

(料
金
一
律
体

系
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
わ
け
で
す
が

!
)、
ま
さ
に
現
在
の
ス
マ
ー
ト
I
C

の
先
進
事
例
と
い
っ
た
感
じ
で
、
す

ば
ら
し
い
I
C
構
造
だ
と
思
い
ま
す

(首
都
高
の
J
C
T
部
の
大
渋
滞
は
い

た
だ
け
ま
せ
ん
が
!
)
(写
真
9
)。

な
ど
な
ど
、
東
京
の
道
ば
か
り
の

こ
と
を
書
い
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

今
度
は
秋
田
の
道
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

"
秋
田
の
道
に
つ
い
て

秋
田
県
の
高
速
道
路
に
つ
い
て
で

す
が
、
昭
和
六
一
年
に
東
北
縦
貫
自

動
車
道
が
鹿
角

･
小
坂
地
区
で
開
通

し
た
の
を
始
め
、
平
成
九
年
に
東
北

中
央
自
動
車
道

(湯
沢
横
手
道
路
)

が
湯
沢
ま
で
延
伸
さ
れ
、
三

月
に

は
東
北
横
断
自
動
車
道

(秋
田
自
動

車
道
)
が
昭
和
ま
で
全
線
開
通
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
日
本
海
沿
岸
東
北

自
動
車
道
が
平
成
一
四
年
に
能
代
ま

で
、
一
〇
月
に
は
岩
城
ま
で
延
伸
し

て
お
り
ま
す

(次
頁
図
2
)。

そ
し
て
、
本
年
の
七
、
八
月
で
琴

丘
能
代
道
路
の
能
代
南
I
C
~
能
代

東
I
C
間

(六
･
七
如
)、
湯
沢
横
手

道
路
の
須
川
I
C
~
三
関
I
C
間

(五
･
五
節
)
が
開
通
し
、
秋
田
県
内

の
高
速
道
路
の
供
用
率
は
六
三
%
と

な
り
ま
し
た
。
来
年
度
の
平
成
一
九

年
度
の

｢秋
田
わ
か
杉
国
体
｣
ま
で

に
は
、
約
七
七
%
の
高
速
道
路
が
供

用
さ
れ
る
予
定
で
す
(写
真
髄
‘
“
。

県
内
の
高
速
道
路
は
、
秋
田
自
動

車
道
が
東
北
自
動
車
道
に
接
続
し
て

い
る
ほ
か
は
、
す
べ
て
県
内
で
止
ま

っ
て
お
り
、
県
内
外
の
交
流
や
産

業
･
経
済

･
文
化
の
振
興
等
に
支
障

を
来
し
て
お
り
高
規
格
幹
線
道
路
に

よ
る
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
早

期
に
完
成
さ
せ
る
た
め
に
日
本
海
沿

岸
東
北
自
動
車
道
の
酒
田
み
な
と
~

象
潟
間
及
び
二
ツ
井
~
鷹
巣
間
、
並

び
に
東
北
中
央
自
動
車
道
の
新
庄
~

雄
勝
間
の
事
業
未
着
手
区
間
に
つ
い

て
、
山
形
県
等
の
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
、
早
期
事
業
着
手
を
図
る
こ

;兄 う首ネ〒セ ?nnんln
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と
と
し
て
い
ま
す
。

な
ぐ
夢
ロ
ー
ド
｣
秋
田
中
央
道
路
の

一
般
国
道
、
県
道
に
つ
い
て
も
、

整
備
促
進
等
、
来
た
る
平
成
一
九
年

秋
田
県
の
気
候
風
土
、
交
通
事
情
等

の

｢秋
田
わ
か
杉
国
体
｣
で
全
国
の

を
考
慮
し
た

｢秋
田
ス
ペ
ッ
ク
｣
を

皆
様
を
暖
か
く
迎
え
る
た
め
の
道
づ

基
本
と
し
て
、
平
成
一
八
年
豪
雪
等

く
り
に
向
け
て
、
鋭
意
努
力
し
て
い

の
災
害
に
強
い
道
づ
く
り
を
目
指
す

ま
す
。

と
と
も
に

｢秋
田
の
東
西
の
心
を
つ

月 例

…供用区間 廟都築中国聞く街圏麟選本計國区間
予定路線 鍼供用区間 轆事集中区間 函

今
お
わ
り
に

昨
年
、
県
庁
の
道
路
課

に
在
籍
し
て
い
た
際
に
高

速
道
路
の
利
用
状
況
調
査

を
行
い
ま
し
た
が
、
と
あ

る
長
距
離
運
輸
会
社
に
伺

っ
た
際
に
、
利
便
性
の
良 図 2 秋田県高規格幹線道路網図

写真10 琴丘能代道路開通式



い
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
が
で
き
れ
ば
高
速

写真制 琴丘能代道路 ･能代南 I C写真12 琴丘能代道路 ･能代東 I CC

道
路
を
使
う
の
は
当
然
で
あ
る
が
、

隣
県
と
高
速
道
路
が
つ
な
が
れ
ば
、

有
料
、
無
料
に
関
わ
ら
ず
、
渋
滞
回

避
及
び
安
全
性
等
の
面
か
ら
高
速
道

路
は
利
用
す
る
と
い
う
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

つ
な
が
っ
て
こ
そ
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
て
こ
そ
、

高
速
道
路
な
の
で
す
。

秋
田
県
内
の
高
速
道
路
は
、
今
後

開
通
す
る
予
定
の
道
路
は
原
則
無
料

の
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
に
な
る
予
定
で

す
。
計
画
ど
お
り
に
進
む
と
、
有
料

道
路
が
約
六
割
、
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
が

約
四
割
の
高
速
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
完
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

早
期
実
現
に
向
け
た
努
力
を
す
る
と

と
も
に
高
速
道
路
の
利
便
性
を
高
め

る
施
策

(ス
マ
ー
ト
I
C
、
追
加
I

C
等
)
の
積
極
的
な
推
進
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

か
く
な
る
私
も
本
年
は
雪
の
な
い

冬
を
東
京
で
迎
え
る
予
定
で
あ
り
、

今
後
も
東
京
の
道
を
存
分
に
勉
強
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

写真13 湯沢横手道路開通式

写真14 湯沢横手道路 多動= I C



艦れ鬱鰺廳嶬

音
楽

の
観
光

◎
食
◎
ま
ち

『卿
崎
』

神
奈
川
県
川
崎
市
は
、
大
正
一
三

年
に
人
口
約
五
万
人
で
ス
タ
ー
ト
し

て
、
現
在
で
は
人
口
一
三
〇
万
人
を

超
え
る
、
全
国
で
も
指
折
り
の
大
都

市
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

古
く
は
東
海
道
の
宿
場
町
と
し

て
、
ま
た
戦
後
の
高
度
成
長
期
に
は

京
浜
工
業
地
帯
の
中
核
と
し
て
日
本

の
産
業
を
支
え
る
と
と
も
に
多
摩
川

や
多
摩
丘
陵
な
ど
の
豊
か
な
自
然
の

恵
み
に
も
育
ま
れ
て
発
展
し
て
き
た

歴
史
あ
る
｢ま
ち
｣
で
す
。
近
年
は
、

こ
れ
ま
で
の
基
盤
産
業
だ
け
で
な

く
、
I
T
を
は
じ
め
と
す
る
先
端
技

術
系
の
企
業
や
研
究
機
関
の
集
積
が

進
み
、
先
端
技
術
都
市
へ
と
変
化
し

て
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
川
崎
市
は

首
都
圏
の
中
心
部
に
位
置
し
、
東

京

･
横
浜
い
ず
れ
に
対
し
て
も
鉄

川
崎
市
塞
尿
事
務
所

馬
場

良
幸

道

･
道
路
な
ど
交
通
の
利
便
性
の
高

い
ま
ち
で
す
。

今
回
は
川
崎
市
が
目
指
し
て
い
る

ま
ち
づ
く
り
と
川
崎
駅
周
辺
の
現
状

に
つ
い
て
い
く
つ
か
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
東
海
道
川
崎
宿

慶
長
六
年

(
一
六
〇
一
年
)、
徳

川
家
康
が
東
海
道
を
新
た
に
整
備
し

て
三
九
宿
を
定
め
ま
し
た
が
、
元
和

九
年

(
一
六
二
三
年
)、
徳
川
家
光

の
時
の
追
加
制
定
に
伴
い
、
品
川
･

神
奈
川
間
の
伝
馬
継
立
を
短
縮
し

て
、
伝
馬
百
姓
の
負
担
軽
減
の
た
め

に
開
設
さ
れ
た
宿
場
町
が
｢川
崎
宿
｣

で
、
い
わ
ゆ
る
東
海
道
五
十
三
次
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
｢川
崎
大
師
｣

参
拝
客
の
増
加
と
と
も
に
大
き
な
に

写真 1 明治天皇六郷渡御碑

ぎ
わ
い
を
見
せ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。当

時
、
東
海
道
の
往
来
の
た
め
に

大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た

｢六

郷
の
わ
た
し
｣
は
、
常
時
一
〇
数
隻

の
船
で
旅
人
や
荷
馬
を
渡
し
て
お
り

ま
し
た
。明
治
元
年
(
一
人
六
八
年
)、

明
治
天
皇
の
渡
御
の
際
に
は
二
三
隻

に
よ
る
船
橋
が
架
け
ら
れ
、
現
在
の

新
六
郷
橋
の
橋
詰
に
は

｢渡
船
跡
の

碑
｣
、
｢
明
治
天
皇
六
郷
渡
御
碑
｣

(写
真
1
)
が
建
ち
、
欄
干
に
は
渡

船
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

(写
真
2
)
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
一
三
年
に
は
川
崎
宿
の
中
心

と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
砂
子
の
地
に
海

鼠
壁
の
江
戸
町
屋
風
の

｢
い
さ
ご
の

里
資
料
館
｣
を
開
設
し
、
三
〇
〇
年

前
の
東
海
道
川
崎
宿
の
模
型
の
展
示

や
毎
月
、
東
海
道
を
テ
ー
マ
に
し
た

浮
世
絵
を
中
心
と
し
た
企
画
展
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
資
料
館
前
に
は
市
内写真2 六郷橋に設置されたモニュメント

西から東から



小
学
校
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
を

譲
り
受
け
、
昔
懐
か
し
い
丸
型
郵
便

ポ
ス
ト

(写
真
3
)
を
実
際
の
郵
便

ポ
ス
ト
と
し
て
設
置
し
ま
し
た
。

平
成
一
七
年
に
は
、
日
進
町
の
旧

川
崎
宿
の
外
れ
に
あ
た
る
場
所
に

｢芭
蕉
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
｣
(写
真
4
)

が
完
成
し
ま
し
た
。
付
近
は
芭
蕉
が

弟
子
達
と
の
別
れ
を
惜
し
み
、
句
を

詠
み
交
わ
し
た
場
所
と
さ
れ
、
そ
の

年
の
秋
に
芭
蕉
は
大
阪
で
帰
ら
ぬ
人

と
な
り
、
弟
子
達
に
と
っ
て
は
本
当

に
最
後
の
別
れ
の
場
所
と
な
っ
て
お

り
、
七
人
の
弟
子
達
の
句
が
彫
ら
れ

た
石
盤
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
武
の
神
と
さ
れ
る

武
甕
槌
神
を
能
っ
た
古
社
で
樹
齢

写真 4 芭蕉ポケットパーク

一
〇
〇
〇
年
と
推
定
さ
れ
る
大
銀
杏

が
あ
る

｢稲
毛
神
社
｣
、
旧
六
郷
橋

の
親
柱
を
保
管
し
て
い
る

｢稲
毛
公

園
｣
、
大
正
時
代
に
活
躍
し
た
詩
人

で
歌
謡
曲
の

｢赤
城
の
子
守
唄
｣

｢人
生
劇
場
｣
や

｢六
甲
お
ろ
し
｣

を
作
詞
し
た
佐
藤
惣
之
助
は
佐
藤
本

陣
の
あ
っ
た
地
域
の
出
生
で
記
念
碑

が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
東
海
道
の
歴

史
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
と
と

も
に
歴
史
的
景
観
や
史
跡
を
意
識
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
地
域
は
、
｢上
を
向

い
て
歩
こ
う
｣
｢見
上
げ
て
ご
ら
ん

夜
の
星
を
｣
｢涙
く
ん
さ
よ
な
ら
｣

な
ど
の
ヒ
ッ
ト
曲
で
知
ら
れ
る
、
日

本
の
代
表
的
な
歌
手

｢坂
本
九
｣
さ

ん
が
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
で
す
。

◆
臨
海
部
の
再
生

冒
頭
に
も
記
述
い
た
し
ま
し
た

が
、
京
浜
工
業
地
帯
の
中
核
で
あ
っ

た
臨
海
部
に
は
多
く
企
業
が
立
地
し

て
お
り
、
日
本
の
近
代
化
を
支
え
、

二
〇
世
紀
の
日
本
の
地
位
を
築
い
た

産
業
技
術
の
発
展
の
歴
史
を
物
語
る

近
代
化
遺
産
、
産
業
文
化
財
や
資
料

が
数
多
く
残
存
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
近
年
の
産
業
構
造

･
社
会
構
造

《ネットワーク上、考慮すべき道路》
①環状八号線 ②空港アクセス道路
③国道409号線 ④市道殿町夜光線

路　
　
　　

　
　
　

ア
殿

　
　
　

　

空
市

鳩

、②
④

状

上

環　

　
　　

の
変
化
と
と
も
に
急
速
に
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
社
会

的
資
源
を
活
用
し
、
も
の
づ
く
り
技

術
と
文
化
の
継
承
発
展
を
目
指
し

て
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
教
育

や
市
民
の
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
新

た
な
観
光
産
業
の
柱
と
し
て
市
民
･

企
業
･
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
方
で
は
、
川
崎
臨
海
部

　
　浜{　　

　
　
　

図 I 連絡道路の課題



の
再
生
と
都
市
拠
点

･
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
と
し
て
、
産
業
経
済
の
再

生
や
魅
力
あ
る
都
市
の
形
成
を
目
指

し
、
首
都
圏
の
拠
点
都
市
の
一
つ
と

し
て
、
自
立
性
の
高
い
都
市
機
能
の

形
成
や
隣
接
都
市
と
の
連
携
の
強

化
、
広
域
的
な
交
通
基
盤
や
都
市
拠

点
の
形
成
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
、
二
〇
〇

九
年
完
成
を
目
標
に
進
め
ら
れ
て
い

る
羽
田
空
港
再
拡
張

･
国
際
化
事
業

に
よ
る

｢神
奈
川
口
構
想
｣
の
推
進

が
あ
り
ま
す
。
本
事
業
に
よ
り
京
浜

臨
海
部
を
は
じ
め
、
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
た
め
、
多
摩
川
を
渡
る

羽
田
側
と
の
連
絡
路
等
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
空
港
の
対
岸
地
域
に
空

港
近
接
性
に
着
目
し
た
施
設
や
産
業

の
集
積
促
進
を
図
り
、
再
拡
張
･
国

際
化
に
対
応
し
た
新
た
な
交
流
拠
点

を
形
成
し
よ
う
と
す
る
構
想
で
す

(図
1
)。

平
成
一
六
年
二
月
に
国
土
交
通
大

臣
･
神
奈
川
県
知
事

･
横
浜
市
長
･

川
崎
市
長
で
構
成
し
た

｢神
奈
川
口

構
想
に
関
す
る
協
議
会
｣
で
検
討
を

写真5 川崎縦貫道路

進
め
て
い
ま
す
。

川
崎
市
と
し
て
、
羽
田
空
港
へ
の

近
接
性
や
多
摩
川
に
面
し
た
優
れ
た

地
域
特
性
を
活
か
し
、
大
規
模
工
場

跡
地
を
活
用
し
た
塩
浜
周
辺
地
区
の

整
備
と
羽
田
空
港
へ
の
連
絡
道
路
や

交
通
ア
ク
セ
ス
、
新
駅
な
ど
の
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
既
に
建
設
が
進
み
、
一
部

区
間

(川
崎
浮
島
J
C
T
~
殿
町
J

C
T
)
で
は
開
通
し
て
い
る

｢川
崎

縦
貫
道
路
｣
(写
真
5
)
は
南
北
に

細
長
い
川
崎
市
域
を
縦
断
方
向
に
結

び
、
川
崎
市
の
都
市
機
能
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
首
都
圏
の
広
域
交
通

◆
音
楽
の
ま
ち
･
か
わ
さ
き

川
崎
駅
西
口
市
街
地
再
開
発
事
業

の
一
環
で
も
あ
る

｢ミ
ュ
ー
ザ
川
崎

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
｣
(写
真
6
)

は
、
川
崎
市
が
市
制
八
〇
周
年
を
迎

え
た
二
〇
〇
四
年
七
月
に

｢音
楽
の

ま
ち
.
川
崎
｣
の
象
徴
と
し
て
、
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

｢
M
U
Z
A
｣
と
は
、
｢
M
U
S
I

C
｣
と
人
が
集
ま
る
場
所
を
意
味
す

る

｢座
｣
を
合
わ
せ
た
造
語
で
、
川

崎
は
も
と
よ
り
世
界
中
か
ら
人
々
が

集
ま
り
、
音
楽
を
共
通
の
言
葉
と
し

て
語
り
合
い
た
い
と
い
う
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
七
区
に
お
い
て
も
、

各
区
ご
と
に

｢
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン

サ
ー
ト
｣
を
行
う
な
ど
、
｢音
楽
の

ま
ち
づ
く
り
｣
が
着
実
に
進
ん
で
い

ま
す
。

◆
川
崎
駅
西
口
再
開
発

川
崎
駅
周
辺
に
は
、
首
都
圏
最
大

規
模
の
シ
ネ
コ
ン

｢
ラ

チ
ッ
タ
デ

ッ
ラ
｣
や

｢
T
O
H
O
シ
ネ

マ
ズ

川
崎
｣
の
複
合
型
商
業
施
設
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
前
述
し
た
川
崎
駅

西
口
の

｢
ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
｣
に
加
え
て
、
二
〇
〇

六
年
九
月
二
八
日
に
は
、
商
業
施
設

｢ラ
ゾ
ー
ナ
川
崎
｣
(図
2
)
が
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

ル

"

　
　
　
　

月

ニ

…

ザ

オ

^

　
　

　

　　

　
　　

　

頚
ミ
シ

膨

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
幹
線
道

路
と
し
て
、
東
京
湾
横
断
道
路

(ア

ク
ア
ラ
イ
ン
)
か
ら
東
名
高
速
道
路

間
が
計
画
さ
れ
、
現
在
I
期
区
間

(浮
島
~
国
道

一
五
号
線
)
の
事
業

を
行

っ
て
い
ま
す
。



写真 7 乱横断防止の防護柵

写真 8 歩行者巻き込み防止の車止め
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図

シ
ネ
マ
コ
ン
ブ
レ
ク
ス
や
大
型
店

舗
に
加
え
、
洋
服
店
や
飲
食
店
舗
な

ど
、
併
せ
て
二
八
七
店
舗
が
出
店
し

て
い
ま
す
。
ま
た
ラ
ゾ
ー
ナ
と
J
R

川
崎
駅
改
札
口
は
東
西
自
由
通
路
で

直
結
さ
れ
て
お
り
、
ア
ク
セ
ス
し
や

す
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

再
開
発
事
業
に
合
わ
せ
て
、
周
辺

道
路
の
整
備
と
し
て
道
路
拡
幅
工
事

と
都
市
計
画
道
路
を
進
め
て
い
ま

す
。
併
せ
て
、
現
在
、
川
崎
駅
東
口

を
発
着
し
て
い
る
バ
ス
路
線
の
一
部

を
川
崎
駅
西
口
に
変
更
し
、
駅
周
辺

の
渋
滞
緩
和
な
ど
に
繋
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
川
崎
駅
周
辺
は

放
置
自
転
車
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
現

状
も
あ
り
ま
す
。
自
転
車
は
環
境
に

や
さ
し
く
身
近
な
交
通
手
段
と
し
て

多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
て
い
る
一
方

で
、
駅
周
辺
等
に
お
け
る
放
置
自
転

車
は
歩
行
や
緊
急
活
動
の
障
害
と
な

っ
て
お
り
、
街
の
景
観
へ
の
悪
影
響

も
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

｢ラ
ゾ
ー
ナ
川
崎
｣
は
公
共
的
駐
輪

場
約
て

0
0
0
台
、
来
客
用
駐
輪

場
約
二
、
二
〇
〇
台
を
用
意
し
、
放

置
自
転
車
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
さ
ら
に
国
土
交
通
省

･
警
察
庁

に
よ
る
施
策
の
一
つ
で
あ
る

｢安
心

歩
行
エ
リ
ア
｣
の
形
成
事
業
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
内
に
は
八
地

区
が
対
象
地
区
と
し
て
指
定
さ
れ
、

交
差
点
内
の

｢カ
ラ
ー
舗
装
｣、
｢乱

横
断
防
止
の
防
護
柵
の
設
置
｣
(写

真
7
)、
｢歩
行
者
巻
き
込
み
防
止
の

車
止
め
設
置
｣
(写
真
8
)
な
ど
の

対
策
を
順
次
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

◆
活
力
と
う
る
お
い
の
あ
る

ま
ち
を
目
指
し
て

川
崎
市
は

｢誰
も
が
い
き
い
き
と

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
市

民
都
市
｣
を
基
本
目
標
と
し
て
、
市

民
･
地
域
諸
団
体

･
企
業
の
方
々
と

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
心

潤
う
音
楽
、
歴
史
と
近
代
化
遺
産
、

産
業
文
化
財
を
活
か
し
た
新
た
な
観

光
産
業
、
再
開
発
事
業
に
よ
る
複
合

型
商
業
施
設
な
ど
魅
力
い
っ
ぱ
い
の

川
崎
市
に
是
非
、
足
を
運
ん
で
く
だ

さ
い
。

こ
こ
で
は
、
ほ
ん
の

一
部
し
か
紹

介
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
興
味
の

あ
る
方
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
お
声
を
か
け

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
川
崎
地
下
街
ア
ゼ
リ
ア
と

｢川
崎
大
師
｣
で
有
名
な
京
浜
急
行

川
崎
大
師
駅
前
に
は
、
観
光
案
内
所

を
設
置
し
て
市
内
の
観
光
名
所
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
ご
案
内
、
各
種
情
報

提
供
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど

を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。



に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
な
か
創
曲
の
た
め
の
実
験

i
宮
古
島
に
お
け
る
社
会
実
験
$

沖
縄
県
宮
古
島
商
工
会
議
所
振
興
課
長

砂
川

久
伸

実
験
の
概
要

1

実
験
の
概
要

=

実
験
の
名
称

に
ぎ
わ
い
と
い
や
し
の
ま
ち
な
か
ス
ト
リ
ー
ト
事
業

｢宮
古
島
ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
タ
範
｣

②

実
験
の
目
的

中
心
市
街
地
の
活
性
化
が
叫
ば
れ
て
久
し
く
、
道
路
の

整
備
は
進
ん
で
い
る
も
の
の
一
部
の
通
り
か
ら
は
賑
わ
い

が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
道
路
が
広
く
な
り
自
動
車
交
通

量
は
増
加
し
た
も
の
の
、
沿
道
に
は
空
き
地
が
増
え
、
広

く
な
っ
た
歩
道
に
は
、
人
影
が
ま
ば
ら
な
状
況
に
あ
る
。

一
方
、
平
成

一
七
年

一
〇
月
一
日
に
、
平
良
市
、
城

べ辺
町
、
下
地
町
、
上
野
村
、
伊
良
部
町
が
合
併
し
、
新
し

い

〃宮
古
島
市
"
が
誕
生
し
た
。
こ
の
新
し
い
市
の
誕
生

を
祝
っ
て
、
新
し
い

〃宮
古
島
市
民
“
の
ふ
る
さ
と
と
な

り
、
誇
り
と
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
中
心
市
街
地

｢ま
ち
な
か

み
ゃ
ー
く
｣
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
活
気
あ
る
ま
ち
な
か
に
再
生
す

る
と
と
も
に
、
新
し
い
全
市
を
あ
げ
て
、
新
し
い
市
民
の
気

持
ち
が
一
体
と
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
｢ま
ち
な
か
み
ゃ

ー
く
｣
が
新
し
い
市
民
の
ふ
る
さ
と
と
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
、
実
験
事
業
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

◎

実
験
の
区
域

沖
縄
県
宮
古
島
市
平
良
西
里
地
区
、
平
良
下
里
地
区

(旧
平
良
市
字
西
里
、
字
下
里
)

鰡
制
度
の
活
用

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
地
域
主
体
の
道
活
用
に
関
す
る
社

会
実
験

(国
土
交
通
省
)

◎

実
験
の
場
所

･
市
場
通
り

･
西
里
通
り

･
下
里
通
り
の
歩
道

･
市
場
通
り
の
空
き
地
、
駐
車
場

◎

実
験
の
期
間

平
成
一
七
年
一
〇
月
~
三
一月

(計
-
五
日
間
)

の

実
験
の
主
体

宮
古
島
商
工
会
議
所

(協
力
…特
定
非
営
利
活
動
法
人

に
ぎ
わ
い
み
ゃ
ー
く
)



オープンカフェの開設 ス トリートマーケットの開催

歩道の活用

宮古島まちなかフェスタ -0 5

マーケットプレイスの

アトラクションプラザの開催

共同 連携
(社) 宮古観光協会沖縄県宮古島商工会議所

N P O にぎわいみゃーく
(社) 宮古青年会議所

にぎわいといやしのまちなか
ストリート活用事業実行委員会

開 一
会場 2

･アトル ガラザ 蠣

施

市場通りの歩道 讓. オー プンカフェ

　　　　　　　　　

下里通りの歩道
, オー プンカフェ
･ ス トリー トマーケッ ト

･ ア トラク ション プラ ザ

会場 1
･オープニングフェスティバル

翻; ‐フリーマーケット

2

実
験
の
枠
組
み

3

実
験
体
制

商
店
街
振
興
組
合



2

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
開
設

㈲

場
所

西
里
通
り
及
び
市
場
通
り
、
下
里
通
り
の
歩
道

②

参
加

市
民
団
体
、
硫
宮
古
観
光
協
会
、
他
宮
古
青
年
会
議
所
、

一
般
商
店
、
商
店
街
、
そ
の
他

◎

内
容

市
場
通
り
、
下
里
通
り
に
お
い
て
は
、
四
･
五
m
あ
る

歩
道
の
1
/
2
~
1
/
3
を
使
用
し
て
、
毎
週
末
オ
ー
プ

ン
カ
フ
ェ
を
開
設
し
た
。
ま
た
、
西
里
通
り
に
お
い
て
は
、

車
輌
交
通
止
め
時
に
道
路
上
に
開
設
し
た
。
外
部
か
ら
出

店
者
を
募
り
出
店
を
設
営
す
る
と
と
も
に
、
店
側
の
テ
ィ

ク
ア
ウ
ト
を
利
用
し
な
が
ら
、
コ
ー
ヒ
ー
、
清
涼
飲
料
水
、

写真 オープンカフェの様子

軽
食
等
を
提
供
し
た
。

イ
ス
、
テ
ー
ブ
ル
、
パ
ラ
ソ
ル
等
の
什
器
備
品
は
関
係

団
体
等
か
ら
借
用
し
、
一
部
レ
ン
タ
ル
用
品
を
使
用
し
て

行

っ
た
。
各
ブ
ー
ス
の
メ
ニ
ュ
ー
、
料
金
等
に
つ
い
て
は

事
前
に
調
整
を
し
、
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
て
実
施

し
た
。

3

ス
ト
リ
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
設

出

場
所

市
場
通
り
、
下
里
通
り
の
歩
道

②

参
加

商
店
街
、
商
店
、
住
民
、
各
種
団
体
、
宮
古
島
商
工
会

議
所③

内
容

歩
道
の
一
部
を
使
用
し
て
、
テ
ン
ト
、
ワ
ゴ
ン
を
設
置

し
、
特
産
品
、
地
域
の
特
産
品
、
古
着
、
草
花
の
苗
等
を

販
売
さ
れ
た
。
特
産
品
と
し
て
、
会
津
の
"ミ
ネ
ラ
ル
米
"、

秋
田
の
"り
ん
ご
“
、
北
海
道
の

"
じ
ゃ
が
い
も
"
等
が

提
供
さ
れ
、
好
評
を
得
た
。

4

マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
の
開
設

ゆ

場
所

西
里
通
り
、
下
里
通
り
の
駐
車
場
、
空
き
地
の
二
ヵ
所

②
参
加

生
産
者
、
製
造
者
、
市
民
団
体
、
グ
ル
ー
プ
、
市
民
、

企
業
、
宮
古
島
商
工
会
議
所
、
商
店
街

③

内
容

“

･
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ー
ケ
ッ
ト

農
協
、
漁
協
及
び
生
産
者
が
直
接
出
品
。
農
産
物
、

ハ

海
産
物
等
の
生
鮮
品
を
中
心
と
し
た
大
規
模
な
マ
ー

ャ

ケ
ッ
ト
を
企
画
し
た
が
、
小
規
模
な
も
の
に
留
ま
っ

鮴

た
。

.
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
品
す
る
も
の
は
自
由
と
し
、
広
く
参
加
者
を
募

っ
た
。

市
民
団
体
、
市
民
グ
ル
ー
プ
、
市
民
、
企
業
等
が

出
店
す
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
設
し
た
。

5

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

の

場
所

市
場
通
り
、
下
里
通
り
の
歩
道
(交
通
規
制
時
は
車
道
)、

西
里
通
り
、
市
場
通
り
の
駐
車
場
、
空
き
地

②

参
加

宮
古
島
市
、
に
ぎ
わ
い
と
い
や
し
の
ま
ち
な
か
ス
ト
リ

ー
ト
活
用
事
業
実
行
委
員
会
、
宮
古
島
商
工
会
議
所
、
N

P
O
に
ぎ
わ
い
み
ゃ
ー
く
、
㈲
宮
古
観
光
協
会
、
勘
宮
古

青
年
会
議
所
、
商
店
街

③

内
容

路
上
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
大
道
芸
人
、
街
角
コ
ン
サ

ー
ト
、
駅
伝
大
会
、
全
国
物
産
市
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
キ

ッ
ズ
プ
ラ
ザ

(ふ
あ
ふ
あ
)
、
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
、
雪

に
ふ
れ
た
い
、
消
防
車
出
動
、
F
M
局
中
継
、
宮
古
T
V



中
継
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
聖
歌
隊
、
そ
の
他

三

評
価
と
課
題

1

実
験
の
検
証

の

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

ス
ト
リ
ー
ト
を
利
用
し
た
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
、
下
里

通
り
、
市
場
通
り
の
歩
道
上
に
設
置
し
、
来
街
者
か
ら
は

比
較
的
よ
い
評
価
を
得
た
。

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
そ
の
も
の
は
集
客
装
置
に
は
な
り
に

く
く
、
イ
ベ
ン
ト
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
日
は
売
上

が
確
保
で
き
る
も
の
の
、平
常
時
に
お
い
て
は
閑
散
と
し
、

売
上
が
ほ
と
ん
ど
上
が
ら
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

今
回
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
で
の
出
店
タ
イ
プ
と
し
て
、

タ
イ
プ
A
=
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
た
め
に
該
当
地
区
に

出
店

タ
イ
プ
B
=
目
店
の
前
に
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
開
催

の
二
つ
の
タ
イ
プ
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
｢
タ
イ
プ

A
｣
は
調
理
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
、
提
供
メ
ニ
ュ
ー
が
限
ら

れ
る
こ
と
、
あ
る
程
度
の
売
上
げ
が
な
い
と
出
店
意
欲
が

起
き
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
出
店
者
が
少
な
く
、
や
や

ジ
リ
貧
状
態
と
な
っ
た
。
一
方
、
｢タ
イ
プ
B
｣
は
店
頭

に

"イ
ス
、
テ
ー
ブ
ル
“
を
並
べ
る
他
は
新
た
な
対
応
が

ほ
と
ん
ど
不
要
で
あ
り
、
平
常
の
営
業
状
態
を
継
続
す
れ

ば
よ
く
、自
店
の
客
席
数
が
増
え
た
と
理
解
す
れ
ば
よ
い
。

こ
の
た
め
、
｢
タ
イ
プ
B
｣
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ
ス
タ
後

半
迄
引
き
続
い
て
開
設
し
た
店
が
多
く
、
前
者
に
比
べ
て

よ
り
継
続
性
が
高
い
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
地
区
に
お
い
て
、
オ
ー
プ
ン

カ
フ
ェ
の
定
着
の
た
め
に
は
、
｢タ
イ
プ
B
｣
を
中
心
に

展
開
し
、
商
業
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
で
は
な
く
、
レ
ス
ト
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
意
味
づ
け
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
た
め
、
次
回
か
ら
の
開
催
に
お
い
て
は
、
"
に

ぎ
わ
い
“
よ
り
も

"
い
や
し
"
を
目
的
と
し
た
も
の
と
し
、

開
設
者
、
開
設
場
所
を
検
討
し
た
い
。

②

ス
ト
リ
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト

会
津
か
ら
米
、
秋
田
か
ら
り
ん
ご
、
北
海
道
か
ら
じ
ゃ

が
い
も
等
の
他
の
地
域
の
特
産
品
販
売
を
行
っ
た
。
場
所

の
選
定
を
誤
っ
た
こ
と
、
商
品
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
に
乏
し

か
っ
た
こ
と
、
特
定
個
所
に
集
め
ず
に
バ
ラ
バ
ラ
に
配
置

し
た
こ
と
、
こ
の
た
め
、
集
積
ア
ピ
ー
ル
に
欠
け
た
こ
と

な
ど
が
反
省
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
仕
入
れ
た
商
品
が
す

べ
て
捌
け
、
比
較
的
利
用
者
に
と
っ
て
好
評
で
あ
っ
た
。

今
後
は
、
そ
の
特
産
品
を
拡
大
し
、
目
玉
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
継
続
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
一
般
者
か
ら
出
店
に
つ
い
て
は
、
成
績
は
マ
チ

マ
チ
で
あ
る
。
全
般
に
好
評
で
あ
っ
た
の
が
地
域
住
民
参

加
型
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
り
、
今
後
定
着
さ
せ
て

い
き
た
い
。

◎

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
及
び
イ
ベ
ン
ト

今
回
実
施
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
及
び
イ
ベ
ン
ト
は
、

実
行
委
員
会
の
企
画
実
施
し
た
も
の
、
商
店
街
が
開
催
し

た
も
の
、
各
団
体
が
実
施
し
た
も
の
と
各
種
あ
る
。
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
比
較
的
目
立
っ
た
も
の
に

｢ふ
あ
ふ

あ
｣
が
あ
る
。
有
料
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
供
に

人
気
が
高
か
っ
た
。
こ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
商
店
街
が

企
画
実
施
し
、
収
益
を
上
げ
て
い
る
。
事
業
と
し
て
も
評

価
で
き
る
。

当
初
計
画
は
し
た
が
本
格
的
に
実
施
で
き
な
か
っ
た
イ

ベ
ン
ト
の
一
つ
に

｢生
鮮
市
｣
が
あ
る
。
事
業
区
域
の
中

に
公
設
市
場
が
あ
り
、
こ
れ
と
連
携
を
図
っ
て
集
客
の
目

玉
と
し
て
位
置
づ
け
た
が
、
参
加
候
補
者
と
の
調
整
が
つ

か
ず
大
規
模
催
事
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
を
今
回
は
断
念

し
た
。
今
後
は
、
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
を
め
ざ
し
て
、

集
客
力
の
高
い
中
核
的
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
実
現
、
定

着
を
図
っ
て
い
く
。

2

関
係
機
関
と
の
連
携

=
各
団
体
と
の
連
携

各
開
催
日
、
と
り
わ
け
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
時
に
お
い
て
、
市
、
警
察
署
、
消
防
署
、
自
衛
隊
、
市

民
団
体
、
マ
ス
コ
ミ
等
の
各
種
の
団
体
か
ら
の
支
援
、
協

力
を
得
て
盛
り
上
が
っ
た
。
主
催
者
単
独
の
対
応
で
は
、

事
業
の
規
模
が
限
ら
れ
、
魅
力
な
い
も
の
に
な
る
。
今
後

は
市
民
を
含
め
て
、
市
内
の
各
団
体
、
各
機
関
と
の
連
携

の
下
に
、
"都
市
の
顔
“
で
あ
る
ま
ち
な
か
を
盛
り
上
げ

て
行
く
。
具
体
的
に
は
継
続
的
に
フ
ェ
ス
タ
及
び
オ
ー
プ

ン
カ
フ
ェ
を
開
催
す
る
た
め
の
協
力
、
連
携
組
織
を
設
置

し
た
い
。



②

商
店
街
、
商
店
と
の
協
調

今
回
、
低
調
で
あ
っ
た
の
が
、
商
店
街
、
商
店
と
の
連

携
で
あ
る
。

一
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
商
店

街
と
の
連
携
が
図
ら
れ
た
も
の
の
、全
般
に
商
店
の
協
力
、

協
調
が
不
調
に
終
わ
っ
て
い
る
。
調
査
に
よ
る
と
、
何
ら

か
の
対
応
を
フ
ェ
ス
タ
に
合
わ
せ
て
行
っ
た
店
が
全
体
の

四
0
%
に
留
っ
て
い
る
。
残
る
六
0
%
の
店
で
は
何
も
対

応
し
て
い
な
い
。
今
後
の
賑
わ
い
の
た
め
に
は
、
商
店
の

協
力
は
不
可
欠
で
あ
り
、
商
店
街
を
介
し
て
強
く
参
加
を

呼
び
か
け
る
。

3

そ
の
他

=

交
通
規
制

日
及
び
時
間
帯
を
変
え
、
西
里
通
り
、
下
里
通
り
、
市

場
通
り
の
交
通
規
制
を
行
っ
た
。
下
里
通
り
、
市
場
通
り

に
お
い
て
は
、
通
り
の
車
道
を
含
め
た
規
制
は
利
用
者
、

商
業
者
と
も
に
好
評
で
あ
っ
た
。西
里
通
り
に
お
い
て
は
、

商
店
が
多
く
、
飲
食
店
が
集
積
す
る
こ
と
か
ら
、
店
側
で

は
進
入
禁
止
に
対
し
て
の
異
論
が
あ
り
、
意
見
が
分
か
れ

て
い
た
。
一
方
、
利
用
者
の
側
で
は
歩
行
者
天
国
に
対
す

る
評
価
が
高
く
、
店
と
利
用
者
の
意
識
格
差
が
目
立
っ
て

い
る
。

車
輌
の
進
入
禁
止
の
是
非
が
議
論
さ
れ
る
中
で
、
西
里

通
り
に
お
い
て
は
、
規
制
の
曜
日
、
時
間
帯
に
加
え
、
車

種
の
限
定
、
マ
イ
カ
ー
の
規
制
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル

の
採
用
等
、
今
後
様
々
な
規
制
の
実
験
を
行
っ
て
関
係
者

の
意
識
向
上
と
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
合
わ
せ
て
交
通
規
制
を
前
提
と
し
た
駐
車
場
の

確
保
、
バ
ス
等
の
ま
ち
な
か
へ
の
ア
ク
セ
ス
条
件
の
改
善

の
検
討
を
進
め
た
い
。

②

周
知

･
P
R

ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
に
合
わ
せ
て
、
オ
ー
プ
ン

カ
フ
ェ
、
ス
ト
リ
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

"出
店
者
募
集
の

P
R

“
、
〃来
街
の
呼
び
か
け
“
の
二
種
類
の
周
知
、
P
R

を
行
っ
た
。
媒
体
と
し
て
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
チ

ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
等
を
活
用
し
た
。
し
か
し
、
来
街
者
、

利
用
者
か
ら
の
後
者
に
係
る
P
R
不
足
、
案
内
不
足
の
指

摘
が
多
か
っ
た
。
特
に
観
光
客
を
対
象
と
し
た
P
R
は
手

薄
で
ほ
と
ん
ど
周
知
が
で
き
な
か
っ
た
。
準
備
期
間
が
短

く
、
人
的
実
行
体
制
が
弱
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
本
事
業

の
広
告
、
周
知
は
充
分
で
は
な
く
、
P
R
不
足
の
結
果
と

な
っ
た
。
P
R
の
対
象
、
効
果
を
認
識
し
た
上
で
、
効
率

的
か
つ
効
果
的
な
広
告
P
R
を
工
夫
し
て
い
く
。

㈱

実
験
期
間

今
年
度
は
、
一
〇
月
か
ら
三
一月
の
三
ヵ
月
の
隔
週
週

末
に
実
施
す
る
な
ど
ロ
ン
グ
ラ
ン
で
の
開
催
で
あ
っ
た
。

人
出
を
必
要
と
し
、
継
続
し
て
各
種
団
体
と
の
連
携
を
図

る
こ
と
は
、
専
従
の
体
制
を
も
た
な
い
中
で
、
重
い
負
担

と
な
っ
た
。
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
は
週
末
ご
と
に
継
続
し
て

開
催
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

そ
の
節
日
に
お
い
て
、
隔
週
で
は
な
く
、
多
く
て
も
月
に

一
回
の
頻
度
で
集
中
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
組
み
集
客
力
を
高

め
て
、
毎
週
開
催
す
る
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
と
の
相
乗
効
果

を
高
め
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。

㈲

今
後
の
継
続
実
施

今
回
は
社
会
実
験
と
し
て
行
い
、
国
の
支
援
の
下
で
実

現
で
き
た
。
事
業
と
し
て
の
評
価
は
高
く
、
ま
ち
な
か
の

に
ぎ
わ
い
の
実
現
の
た
め
に
継
続
し
て
実
施
し
た
い
。

新
た
に
法
人
格
を
持
っ
た
N
P
O
に
ぎ
わ
い
み
ゃ
ー
く

と
の
連
携
を
密
に
し
、
実
行
体
制
を
強
化
し
、
企
画
、
P

R
を
充
分
に
行
う
。
ま
た
、
事
業
実
施
の
た
め
事
業
資
金

の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、新
た
な
収
益
事
業
を
検
討
す
る
。

関
係
機
関
に
理
解
を
求
め
る
と
と
も
に
、
主
催
者
自
ら
財

源
を
確
保
で
き
る
途
を
探
り
、
一
八
年
度
以
降
も
今
回
の

実
績
を
基
に
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
。




